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「同志オットー、どうやら我々はヘルムート王国を大いに怒らせてしまったようですね。このままでは、巨大魔道具を魔法の袋から取り出して設置できません。ゆえに、以前のように魔法使いたちの魔力回復量が元に戻ってしまいました。我々の優位性が失われてしまったのです」

「帝国領側に一時退避はできないのか？　そこに巨大魔道具を設置し直せば、再びこの世界を混乱に導けると思うのだ」

「それが……以前はそれほど活発ではなかったはずのギガントの断裂北側でも、大規模な探索が行われているようでして。どうやら両国が連携をし、いよいよ本格的に我々を探し始めたのではないかと……」

「少しやりすぎたか？」

「かもしれません」




　ヘルムート王国の王を負傷させ、名だたる魔法使い三名を討ち取ったのはいいが、どうやら人間たちを本気で怒らせてしまったみたいだな。

　ヘルムート王国とアーカート神聖帝国が共同して、ギガントの断裂周辺の探索を強化し始めたとのカイツェルからの報告だ。

　彼らがなにを探しているのか、わざわざ言うまでもあるまい。

　王を負傷させた憎っくき魔族の集団、つまり我々と、我々が稼働させている古代魔法文明時代の巨大魔道具。どうやら魔法使いたちの魔力回復量を大幅に減らしているのがこの巨大魔道具だという事実に気がついたようだ。

　負傷した王の件があるのでもっと王都の守りを固めるのかと思ったが、バウマイスター辺境伯を殺してしまったため、すぐ数隻の魔導飛行船を動かして大規模な増援を送ってきた。

　技術者たちから、人間はギガントの断裂周辺で活動させていた捜索隊の規模を減らすみたいだという報告を受けていたが、どうやらバウマイスター辺境伯を討ってしまったのが逆効果だったみたいだな。

　捜索隊の規模縮小をやめて、アーカート神聖帝国とも協力しギガントの断裂および、その周辺の捜索を強化した。

　そのせいで我々は巨大魔道具を設置できず、魔法の袋に入れて逃げ回っているというのが現状だ。

　巨大魔道具をどこかに設置しないと魔法使いたちの魔力回復量を減らせないし、巨大魔道具に魔力を溜ためることもできなくなってしまう。

　我々も、指輪を介して巨大魔道具に溜め込んだ魔力を使っていたのにそれができなくなってしまい、今は身を守るため、人間に見つからないように逃げ回る羽目になってしまった。

　魔力の無駄遣いはできないからな。

　やはり魔族と人間では数が圧倒的に違うので、こうなってしまうと我々が不利になってしまう。

　急ぎ、次の手を打つ必要があった。

「同志オットー、どうしますか？」

「同志カイツェル、当然策はあるさ」

「それはどのような策でしょうか？」

「裏切り者たちを戦力とするのだ」

「裏切り者？」

「人間たちを仲間に加え、戦力を増やす。先日、人間も同じ手を使ったからな。我々もその手を用いようと思うのだ」

　ホールミア辺境伯領とかいう、人間の領地でのことだ。

　当主に対してクーデターを起こした人間は、ゾヌターク共和国の元防衛隊員を傭よう兵へいとして雇い入れて主戦力とした。

「残念ながらこのクーデターは失敗してしまったが、参考にすべき部分が多い」

「今、人間の国で働いている同朋たちを用いるのですね。彼らを味方にすれば、確かに戦力が大幅にアップします」

「それは違うぞ、同志カイツェル。聞けば、『ハグレ魔族』などと呼ばれている同朋たちの大半は、人間たちと裏切り者の魔王によって牙を抜かれてしまったそうだ。一時のお金に転がるような軽薄な輩やからどもは、たとえ同じ魔族でも信用ならん。さらにハグレ魔族たちは、あの魔王を大いに支持していると聞くではないか」

　またも魔王が復活し、貴族や王族が支配する世など、ただおぞましいだけだ。

　この世界は我らが支配してこそ、すべての魔族たちが豊かに暮らせ、愚かな下等生物である人間たちを正しく管理できるのだから。

「それにだ。巨大魔道具を再び稼働させた時、我々が装着しているこの指輪を持たぬ同朋たちは役に立たなくなる」

　魔族は全員が魔法使いであるため、巨大魔道具による魔力回復量大幅減少の影響が大きい。

　ゆえに、戦力として加えるのは魔法が使えなくても武器を用いて戦うことができる人間の方が好ましいのだ。

　それに上手うまく人間同士を戦わせることができれば、彼らの数を減らせ、お互い疑心暗鬼に追い込むことも可能だろう。

　多数を支配するには、分断させるのが効率的だからな。

　我々と多数の人間の間に、我々に従順な人間たちを中間支配者として挟む。

　知力と理解力が低い愚かな人間たちの恨みは、我々魔族に与くみした人間たちに向かうわけだ。

　少々卑怯ひきょうな手のような気がしなくもないが、これも野蛮で文明的に遅れた人間たちをよりよく導くためである。

　そのためにも、我らに従う人間を探すのが最優先なのだ。

「我らは、戦力的に圧倒的に不利な状況にある。崇高な目的を達成するためには、人間を利用する覚悟が必要だ。それは決して卑怯なことではなく、我々が正義を成すための最大の試練ともいえる。将来、人間たちを効率よく支配するための大切な練習でもあるな」

　我々が作る世界国家では、どうしても人間の方が圧倒的に多くなってしまう。

　野蛮で、放置するとすぐに争い始め、過度に繁殖してしまう人間の扱いを今から覚えていかなければ。

「なるほど。今のうちから人間を管理する方法を経験するわけですか。たとえ魔法が使えなくても、数が多い人間を確保できれば、駒としては使いやすいですね」

「そうなのだよ同志カイツェル。人間は補充が容易たやすく、もし死んでもこちらの腹は痛まない便利な駒だからな。そこで、あの男に協力してもらおう」

「あの男ですか？」

「ヘルムート王国の重職にあるくせに、自分の国の王を襲撃した我らを屋敷に匿かくまい、さらにバウマイスター辺境伯の情報まで漏らしたあの男だ」

「ブレンメルタール内務卿ですね」

「あの男を裏切らせよう。当然傀かい儡らいだが、ヘルムート王国の王にでもしてやると言えばすぐに靡なびくだろう。それでも駄目なら……」

　どう繕っても、あの男は王国にとって裏切り者だ。

　もし我らが、これまで奴がしたことをヘルムート王国に漏らせば、確実に奴は破滅する。

「もし我々への協力を拒むのであれば、ヘルムート王国の人間に漏らしてやる。確か、今のヘルムート王国は若い王子が代理で統治していると聞く。経験も少なく、不安も多かろう若い代王に、あの男の裏切りを教えてやれば……」

　不安に駆られた若い代王は、必ずあの男を処罰するだろう。

「閣僚クラスの重臣の裏切りと、あの男の代わりをどうするかで、ヘルムート王国の政治は大きく混乱するはずだ」

　つまり、あの男が我々を裏切ろうが裏切るまいが、私たちが損をすることはないということだ。

「あの男があの時、屋敷に我らを入れてしまった時点で、もう我々の言うことを聞くしかなくなってしまったのだ。たとえ命を賭してでも我々を拒絶するという選択肢もあったというのに、それを選ばなかった時点で、奴は我々に利用される駒と化した。それに奴は、一応大臣クラスの重職にある。今のヘルムート王国の政治に不満がある者たちを集められるはずだ」

　奴が集める人間の質など察しがつくというものだが、数は力だし、多少失ったところで我々の腹は痛まない。

　貴重で高貴な存在である我々魔族の、いい盾になるだろう。

「なるほど、それは素晴らしい策ですね」

　仲間から知恵者と呼ばれている同志カイツェルが賛成するのであれば、この策は成功したも同然だろう。

「ブレンメルタール内務卿とその仲間たちに王都を占領させる。まさか、つい数日前に王が襲撃を受けたばかりなのに、我らが再び王都で騒動を起こすとは思うまい。奴らに占領させた王都に巨大魔道具を再設置すれば、そう簡単に落とせなくなるわけだ。我々十名はほぼ永遠に魔法が使え、他の者たちは魔力回復量の大幅減少に再び見舞われる。王都は難攻不落となり、我々の新しい根拠地となるのだ」

　王都の防衛機能と我らの魔法があれば、魔力回復量が大幅減少した人間どもに勝ち目はあるまい。

「では、まずはブレンメルタール内務卿のところに向かいますか」

「トンボ返りになってしまったが、さぞや奴は驚くだろうな」

「ブレンメルタール内務卿は裏切りますかね？」

「ふんっ。奴に貴族としての気概とやらが少しでもあったならば、たとえ我々に殺されたとしても屋敷に匿うなどあり得ん。奴はとても欲深く、今の恵まれた立場と生活を失いたくないだけなのだ。表向きは、家と血族を残すために仕方なく、などと言うのであろうな」

　たとえ我々の傀儡でも、王になれるとあれば必ず裏切るだろう。

　私はそうに違いないと確信していた。

「こうなると、両国の軍勢と魔法使いが多数、ギガントの断裂周辺に集まっているのは好都合だな。我々はもうそこにはおらず、再び王都を攻撃、今度は占領するのだから。同志諸君！　我々は国を得るのだ！」

「「「「「「「「「「おおっ───！」」」」」」」」」」

　それも、腑ふ抜ぬけて衰退の一途を辿たどるゾヌターク共和国などとは違い、崇高な政治理念と強き志を持つ我らが支配する新しい活力のある国だ。

「まずはヘルムート王国からだ。次にアーカート神聖帝国も攻め落とし、最後にゾヌターク共和国を併合して、悪政を敷いた政治家たちにその報いをくれてやるぞ！」

「「「「「「「「「「同志オットー万歳！」」」」」」」」」」

　たとえ今は数が少なくとも、私にはこんなにも素晴らしい同志たちがついている。

　必ずやこの世界を征服して、みんなで勝利の美酒に酔いしれようではないか。

「まずは、あの男を脅して再び言うことを聞かせることにしよう」

　さすがに閣僚の地位にある大貴族なので、それなりの戦力は集められるはずだ。

　とっととこのギガントの断裂周辺から逃げ出して、王都へと急ぐとしよう。





　　　　　　　　＊＊＊






「という話し合いが、我々の間で行われて全員が賛成した。まさか、協力を拒むなどということはあり得ないよな？　ブレンメルタール内務卿」

「……」

「おや、返事がないな。もしかするとブレンメルタール内務卿は、今頃になってヘルムート王国に殉じる覚悟ができたのかな？　たとえ今ここで一族郎党皆殺しにされても、魔族などには従わないと。実に素晴らしい！　これが真の貴族なのかもしれないな。では仕方がない。私は命を大切にしてもいいと思うが、それはあくまでも私自身の考えであって、ブレンメルタール内務卿の考えではないのだから。そういうことならば、覚悟してもらおうか……」

「待ってくれ！」




　こうなったのも、すべてヘルムート王国が悪い。

　なにが代王だ！

　せっかく私やプラッテ伯爵たちが、まずは王都を固めることが最優先だと意見したのに、結局ヴァルド殿下はギガントの断裂周辺の捜索を強化した。

　バウマイスター辺境伯までもが魔族たちによって討たれてしまったので、心に不安を感じたのであろうが、それならば王都周辺の警備を強化すればいいものを……。

　そのうえ、帝国などと連携しおって！

　あんな平民の血が半分混じった皇帝と対等に組むなんて、ヴァルド殿下は自らの権威を落としてどうするというのだ！

　先年の内乱の際、王国軍が受けた被害、いや、停戦前にも王国と帝国は千年以上も争い続けていた。

　協力といえば耳障りもいいが、こちらが少しでも隙すきを見せれば、野蛮な帝国がなにをしでかすかわからないというのに……。

　バウマイスター辺境伯が帝国の皇帝と懇意だとしても、彼はもう死んだのだ。

　帝国との協調は、慎重に慎重を期することが重要だというのに。

　ヴァルド殿下が私の意見を聞かないから、魔族たちがギガントの断裂周辺から再び王都に舞い戻ってしまったではないか。

　これを失策と言わずして、なにを失策と言えばいいのだ。

「（私は悪くない……。我がブレンメルタール家は、先祖代々、千年以上もヘルムート王国を支えてきたが、陛下は目を覚まさず、ヴァルド殿下は無能。ならば、この私が立たねばならない）」

　私は、決して命が惜しいわけではない。

　魔族たちに脅されたからでもない。

　本当に今のヘルムート王家では駄目だと思っている。

　だから、代わりにこの私がこの国に真の安定をもたらすべく立ち上がるのだ。

「（そうだ、これは運命なんだ。確実に崇高な目標を達成するため今は仕方なく魔族と組むが、必ずやリンガイア大陸から追い出してやる）」

　バウマイスター辺境伯とブライヒレーダー辺境伯も、ハグレ魔族を利用していた。

　それと同じことなのだから。

「兵力を集めればいいんだな？」

「そうだ。数は多ければ多いほどいいが、まずはあの王城を落とす！　そうすれば、我らに味方する人間も増えるだろう」

　利益で釣れば、他にもこちらに転ぶ者たちが……心当たりが何名かおるな。

　彼らを誘えば、我々に同調する者たちが芋づる式で出てくるだろう。

「……そうだな。王城を落としてヴァルド殿下の抹殺に成功してこそ、我々の大義に続く者たちが現れるというものだ」

　もう覚悟を決めるしかない。

　ただ王城を占拠するのみでなく、ヴァルド殿下と、今は昏こん睡すい状態にある陛下を捕らえねば。

　下手に王都から逃げられて抵抗されると、大義名分のない私が不利になってしまう。

　地方の貴族たちが担ぎ上げるであろうヘルムート王国の血を、確実に絶やさなければならない。

　ホールミア辺境伯領のクーデターでは、たった三名の魔族たちが大活躍したと聞く。

　十名を超える魔族たちが協力してくれれば、今の王都なら容易く落とせるはずだ。

「仲間のあてはあるのか？」

「当然だ」

　その最有力候補は、魔族の国の刑務所に息子が収監されているプラッテ伯爵だな。

　今、ルックナー財務卿、エドガー軍務卿、アームストロング伯爵、ホーエンハイム枢機卿などの主流派に対抗すべく協力し合っている私の同志であり、彼もこのままでは、死ぬまで王国政治の主流になれないことは理解しているはず。

「（私がこの国の新しい支配者になれば、魔族の国で収監されているプラッテ伯爵の息子の釈放交渉も可能だ。戻ってきた息子に重職を用意すれば、必ず味方になってくれるはず）」

　他にも、数年前から始まったバウマイスター辺境伯の立身出世による余波で冷や飯食いになっている大物、小物を問わず、多くの貴族たちの参加も期待できる。

「（あとは、魔道具ギルドだ！）」

　あそこは、魔族の国からの魔道具輸入阻止の件で陛下から不興を買ってしまった。

　それに加えて、魔導技術開発では魔導ギルドよりも遅れており、このままでは魔道具ギルドは魔導ギルドに吸収合併されてしまうだろう。

　ここで私が、新しい王国では魔導ギルドを魔道具ギルドの下部組織にするからと約束すれば、シャーシェウド会長と魔道具ギルドも味方してくれるはず。

　魔道具ギルドには魔法使いもおり、この状況でも普通の兵士よりは役に立つはずだ。

　そして、私は内務卿の職にある。

　内務卿は、貴族の相続や爵位や領地の継承に関するありとあらゆることに責任を持つ立場だ。

　情報があるので、裏切るであろう貴族の目星はつけやすい。

「一つ提案がある。冷静に考えてみたが、数代前に王族と婚姻したことがあるという程度のブレンメルタール侯爵家が王になるのは反発が大きい。なにより、地方の貴族たちが離反、独立して面倒なことになってしまうだろう。そこで、別の王族を傀儡に立てるというのはどうだ？」

「軽い神輿みこしというやつか……」

「そうだ。候補者は救いようのないバカだが、一応陛下の叔父にあたる人物だ。今、下手にヘルムート王国が割れると、帝国が攻め込んでくるかもしれない。その人物を新王とするため、我ら有志貴族たちが兵を挙げたという形式にした方が混乱も少ない」

「王政というのは面倒なものだな。まあいい。で、その人物はどこにいるのだ？」

「過去にバウマイスター辺境伯と揉もめて爵位を奪われ、王都郊外の教会で軟禁状態にあるが、その人物の管理をしているのは内務卿である私だからな。他にも、この企てに協力すれば爵位と領地を与えると言えば協力してくれる者たちも多かろう」

　罪や不祥事を起こし、爵位や領地を没収された元貴族も使えるな。

　こちらに味方をしたら、爵位と領地を戻すどころか、さらなる出世も可能だと誘えば……。

「ちゃんと考えているようだな。王城攻略は我々が先頭に立ってその力を見せつけるが、味方が多い方が成功しやすいし、王城を落としたあとの処置もしやすくなるはずだ。我々も密ひそかに準備を進めるが、そちらもしっかりと準備をしてくれ」

「わかった」

　わざわざお前などに言われなくても……まあいい。

　今はお互いの利益のため一時的に手を組むが、我々人間は数が多いのだ。

　鼻持ちならない少数の魔族たちが偉そうにしていれば反発も大きい。

　それを利用して、あとで魔族たちを排除すれば……。

「（飾りにするあのバカは、いつでも始末できる。魔族さえ、このリンガイア大陸から追い出すか皆殺しにしてしまえば……）」

　晴れて私が、ヘルムート王国の王どころか、リンガイア大陸の支配者になることだって可能なはずだ。

「（情報によれば、こいつらは魔法使いの魔力回復量を大幅に減少させる、古代魔法文明時代の遺産を持っているらしい。それも奪えば……）」

　ヘルムート王国のみならず、アーカート神聖帝国をも支配できるかもしれない。

　そしてリンガイア大陸を完全に支配したあとは、魔族に対し報復、ゾヌターク共和国への遠征すら可能になるはずだ。

「（世界征服かぁ……。悪くないかもしれないな）とにかく、お前たちが見つかればすべて水の泡だ。今は慎重に行動してほしいものだな」

「誰にものを言っているのだ？　我々優れた魔族がそのようなミスをするはずがあるまい。それよりも、お前たち人間こそ、下らぬミスをしないようにな」

「……軽い神輿にコンタクトを取る」

　魔族め！

　魔法が使えるからといって、傲ごう慢まんにも程がある。

　バウマイスター辺境伯といいアームストロング導師といい、魔法使いには謙虚さの欠片かけらもない奴が多すぎて困る。

　私が作る新しい王国には、私の命令に従順な魔法使いだけがいればいいのだ。

　他は、このどさくさに紛れてすべて処分してしまおう。

「（『災い転じて福となす』とするためにも、慎重に準備を進めなければ。もし失敗してしまえばブレンメルタール侯爵家は終わりだ）」

　私は、家族と家臣たちに魔族たちの世話と隠匿を任せ、王都郊外にある教会へと向かうのであった。

　ヴァルドの代わりに据える、バカな神輿をその気にさせるためだ。




「ブレンメルタール内務卿ではないですか。本日はこちらに来られるとは聞いていませんが、急になんの用事でしょうか？」

「ホールミア辺境伯領でのクーデター騒ぎを知っているな？　追加で、この教会に軟禁する貴族やその家族が出るかもしれないので、収容人員に余裕があるか確認しに来たのだ」

「そのような用件でしたら、もっと下の者たちに任せてくださればいいのに……」

「新たにここに収容するかもしれない人物については、発表されるまでは秘密を保たなければならない。ゆえに、私が自ら視察に来たわけだ。ついでに、元ヘルター公爵の様子も見に来た。そういえば彼はどんな状態なのかな？」

「相変わらずですね。ここで出される食事はかなり質素なのに、どういうわけかまったく痩せないので不思議ですけど……」

　前に報告書を読んだが、複数の不祥事が原因で陛下から爵位を取り上げられ、この教会に死ぬまで軟禁されることが決まった、ロマーヌス・アルベルト・フォン・ヘルター元公爵は、己の行いを反省することもせず、ただバウマイスター辺境伯への恨みと、元の贅ぜい沢たく三ざん昧まいな生活に戻りたいという願望のみを周囲に吐き散らかし、教会の者たちを呆あきれさせているらしい。

　とんでもないバカだが、それでも王族の血を引いているので利用しやすいのは確かだった。

　厳重に警戒されている個室に入ると、そこには相変わらず肥えたままのヘルター元公爵がいた。

　しかし、教会の食事でこの体型を維持しているとは……もしかするとこの教会の誰かが、こっそりと他に食事でも与えていて……いや、自分が罰せられるかもしれないのに、この男に対しそこまでする者はいないか。

　こいつは王族だが、カリスマの欠片も持っていないのだから。

「だっ、誰かな？　おっ、お前はブレンメルタール侯爵なんだな」

「いかにも」

「ぼっ、僕をここから早く出すんだな。ば、バウマイスター辺境伯に復ふく讐しゅうしてやるんだな」

　確かにこいつはバカなままで、反省など欠片もしていなかった。

　だが私の名前と顔を覚えていたのには驚いた。

　なにしろこいつは、下手な鳥よりも頭が悪いのだから。

「ば、バルシュミーデ男爵と、えっ、エンデルスと、へっ、ヘプケンもだな」

　確かヘルター元公爵の腰巾着たちで、こいつと一緒に爵位を奪われてこの教会に軟禁されているはずだ。

　元男爵一人と元騎士が二人……。

　共に参加させれば、人数の足しくらいにはなるか。

　なにより、このバカなヘルター元公爵の傍そばにいたのに、ストレスでおかしくならなかった貴重な人材だ。

　神輿の飾りくらいにはちょうどいいだろう。

「陛下！」

「ぼっ、僕が、へっ、陛下なんだな？」

「現在このヘルムート王国は、未み曾ぞ有うの危機に陥っております。これも、今、間抜けにも魔族の襲撃を受けて昏睡状態にある陛下と、無能な後継者であるヴァルドが失政を続けたため。このことに危機感を抱いている貴族たちは多いのです。この状況を打破するため、高貴な王家の血を引く陛下が、ヘルムート王国の新しい王となるべきなのです」

「ぼ、僕が、おっ、王？」

「はい。陛下の他に王に相応ふさわしい者など一人もおりません！」

「ぼっ、僕が、おっ、王なんだな。ま、任せるんだな」

　それにしても、やはりこいつは本物のバカだな。

　自分が本当に、多くの貴族たちから王になることを望まれるほど優秀な人物だと思っているのか？

　いや、それがわからないからすべてを失い、こんなところで軟禁される羽目になったのか。

「陛下、もうしばらくお待ちいただければ、我ら真にヘルムート王国を思う大勢の貴族たちが立ち上がり、あなたを玉座へと押し上げるでしょう。それまでは心安らかにお待ちいただきたく」

「わっ、わかったんだな」

　無能すぎるこいつを王城攻略に参加させると、かえって邪魔になるだろうからな。

　王城を落としてから呼び出し、玉座に座らせればいい。

「もうしばらくのご辛抱ですから」

　ヘルター元公爵への説得は成功し……いや、こんなものは成功、不成功以前の問題だな。

　まずはこのバカを一時的にヘルムート王国の新王として祭り上げる。そして、そのあとで始末すれば問題あるまい。

　こいつを王にする利点は、そのあとに誰が王になってもマシに見えることと、使い捨てにしてもまったく良心が痛まない点だな。

「おっ、王になったら、えっ、エリーゼちゃんを、ぼっ、僕の、つ、妻にするんだな」

　バウマイスター辺境伯の正妻か……。

　そういえばこいつは、彼女に執着していたのを思い出した。

「（それでこいつが利用しやすくなるのなら、くれてやってもいいか。どうせ夫であるバウマイスター辺境伯は死に、ホーエンハイム枢機卿も追々消すのだから）エリーゼ殿ですか？　必ずお望みどおりにさせましょう」

「やっ、やったんだな。えっ、エリーゼちゃんを、ぼっ、僕のお嫁さんにするんだな」

　ちょうど今、王都にいるからな。

　ついでに捕らえて、こいつに差し出すぐらい容易いことだ。

　バウマイスター辺境伯。

　こんな悲惨なことになってしまったのも、お前がこの私に逆らうからだ。

　妻をこの豚に奪われ、あの世で歯ぎしりするがいいさ。




「（エルヴィンの家族をはじめ、ホールミア辺境伯領でクーデターに参加した者たちも誘うか。あいつらにはもう後がない。命がけで戦ってくれるいい戦力になってくれるはずだ……）」

　もう言い逃れはできまい。

　ならば確実にこの私がヘルムート王国の新しい王となるべく、取れる手段はすべて取ることにしよう。
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「あれ？　ここはどこだ？　辺り一面真っ白で、なにも見えないじゃないか！」




　目が覚めたら、真っ白な空間にフワフワと浮かんでいた。

　まるで極上のウォーターベッドに寝ているようで心地よく、このような空間が現実にあるわけがない。

　俺は一いちか八ばちかで飛び込んだ河の激流に流されて溺れたはずなのに、なぜか体がまったく濡ぬれておらず、息苦しくないのも不思議だ。

「もしかして、俺は死んだのか？」

　やはり、十人の魔族たちから逃げ切るのは不可能だったのかな。

　魔族たちに直接殺されずに済んだが、俺は飛び込んだ河で力尽き、溺れ死んでしまったのだろう。

　そしてここは……。

「こんな真っ白な空間が、現世に存在するわけがない。ここは、あの世かもしれないな」

　だとすると、俺の二度目の人生も短かったな。

　結婚はできたし子供も生まれたので、一度目の一いち宮みや信しん吾ごの時よりはマシか……。

　結局向こうの世界の一宮信吾がどうなったのかも不明なままで、はたして三度目の人生が存在するのかわからないが、もうなるようにしかならない。

　あり得そうなのは、実はこれまでのヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターの人生はすべて夢で、目が覚めたら自宅マンションの一室だった、なんてオチだ。

　目覚まし時計のベルで目覚めた俺は、ギリギリまで寝てしまったので朝食を作る時間もなく、急ぎ身支度をして家を出て、途中のコンビニでおにぎりとお茶を買い、健康のためにサラダも……は食べている時間がないので野菜はお昼だな……とか、そんないつもの日々に戻るだけかもしれないのだ。

「こうしていると心地いいから、このままでもいいような気がしてきた」

　もし死んでしまったのだとしたら、あまりあたふたしても意味はないか。

　俺が天国に行けるのかどうかは不明だが、今はゆっくりと神の審判を待とうではないか。

「あっ、そうだ。あの世には師匠がいるから、せっかくだから魔法を学ばないと」

　俺の魔力は増え続けていたが、このところバウマイスター辺境伯領内の土木工事ばかりしていたので、魔法使いとしては色々と思うところがあった。

　魔力回復量の大幅減少があったとはいえ、たとえ魔族相手でそれも十対一だったとはいえ、帝国内乱以降実戦的な魔法から遠ざかって勘が鈍っていたから、俺は不覚を取って死んでしまったともいえる。

「一度、あの世で魔法を極めるのも悪くないな」

　もしまた生まれ変わったら、前世のことなんてなにも覚えていない可能性が高い。

　それでも、次の人生も魔法がある世界がいいな。

　もしかしたら、前世の才能を受け継ぐことができるかもしれないからだ。

「ここでフワフワと浮いているのは気持ちいいけど、段々と退屈になってきた。師匠、迎えに来てくれないかな」

「はい、迎えに来ました」

「おわっ！」

　周囲にはなにもない白いだけの空間なのに、突然何者かに声をかけられたので俺は大いに驚いてしまった。

　慌てて声の主を確認すると、なんと俺の師匠であるアルフレッド・レインフォードが生前の姿そのままで立っていたのだ。

「まさに、噂うわさをすればなんとやらさ。元気そうでなによりだね、ヴェル」

「師匠、お久しぶりです。やはり俺は死んだのですね」

　久しぶりに師匠に会えたのは嬉うれしいが、俺は死んであの世にいることが確定となった。

　エリーゼたちや子供たちとも、もう二度と会えないのか……。

「いえ、ヴェルはまだ死んでいませんよ」

「俺は生きているんですか？」

「はい、生きています」

　俺、死んだんじゃないのか？

「ここがいわゆる、あの世、天国なのは確かですし、今のヴェルが魂だけの状態なのも事実です。ですが死んではいません。私がそれを保証しましょう」

　あの世にいるのに死んでいない。

　そして今の俺は、魂だけの状態。

　謎しかない状況、としか言いようがないな。

「詳細な事情はあとで説明します。まずはヴェルに会わせたい人たちがいるので、私についてきてください。ここでは私が道案内しないと、迷子になってしまうので気をつけて」

「わかりました」

　白い空間を歩く師匠を追いかけようとすると、どういうわけか俺も歩けるようになっていた。

　まるで雲の上を歩くかのような感覚を足の裏に感じるので、ここがあの世だというのは納得できる。

　あきらかに、地面を歩くのとは違った感触を覚えたからだ。

「ヴェルは結婚して、子供も沢山生まれたようですね。気楽な独り者である私とは違って、ヴェルには夫として父親としての責任があるから大変じゃないですか」

「ええ。でも子供は可か愛わいいので頑張り甲が斐いがありますよ」

「私は結婚もしないまま死んでしまったので、ヴェルの言っていることが理解できても、実感できないのは困りものです。気がつけば、ヴェルの方が人生では先輩になってしまいました。私がもし生まれ変わったら、今度は結婚を目指しますか」

「師匠なら、その気になればすぐに結婚できそうですけどね」

　師匠とそんな話をしながら歩くが、俺はまだ死んでいないと聞いて、正直安あん堵どしていた。

　フリードリヒたちはまだ生まれたばかりなので、領地のことなんてわかるわけがない。

　少なくとも成人するまでは、俺が父親として頑張らなければいけないからだ。

「ならば、ヴェルは強くなるしかありませんね。ヴェルを追い込んだ魔族たちですが、魔力回復量の大幅減少がなかったり一対一なら、今のヴェルが負けることなんてあり得ません。ですが、戦いと決闘は違います。あの魔族たちは、自分たちが圧倒的に有利な状況を作り出し、クリムト、お師さん、ヴェルを倒した。これを卑怯ひきょうというのは簡単ですが、狡ずるい彼らに勝てるようにならなければ、このまま目を覚ましても意味がないですよ」

「そうですよねぇ……」

　今回俺は死なずに済んだようだが、今のままで再びあの魔族たちと戦っても勝ち目はない。

　少しでも強くならなければいけないのだが……。

「ですが、俺が多少強くなったところで、焼け石に水のような気がします」

　なにしろ魔族たちは人数が多いし、どういうわけか魔力をバカスカ使える。

　俺が少しばかり強くなったところで、勝利するのは難しいような……。

「ヴェルの周囲には魔法使いが多い。その人たちと共に戦えば勝算はあります。これに加えて、ヴェルたちの実力を嵩かさ上あげすればいいのです」

「『ヴェルたち』ですか？　ですが……」

　残念ながら、今も導師とブランタークさんは行方不明のままだ。

　俺は彼らが死んだとは思っていないが、現状では戦力として加えられないのは事実。

　となると、俺と共闘するのは魔力がある俺の妻たちか、あまりよく知らない有名な魔法使いたちということになる。

　キンブリーさんとは知己の間柄だが、ではちゃんと連携できるかと言われると怪しい。

　じゃあ俺の奥さんたちはというと、子供たちがいるので、できれば魔族との戦いに参加してほしくなかった。

「奥さんたちには戦ってほしくないという気持ちはわかるけど、いざその時が来たらどうなるかわかりませんからね。そして、お師さんとクリムトなんだけど……。おっ、到着しました」

　ずっと周囲が真っ白な場所を歩いていたはずなのに、気がついたら広大な草原を師匠と歩いていた。

　白い空間を歩いていた時のようなフワフワした感覚が足の裏にはなく、まるで普通の地面を歩いているかのような……。

「師匠、この草原は？」

「ああ、ちょっとあの世でも特別仕様の場所らしくてね。ここで武芸や魔法の修練に励む者たちが多いんだよ」

「あの世で、武芸や魔法の修練をするんですか？」

　どうせ生まれ変わったら前世の記憶を失ってしまうのに、わざわざ武芸や魔法を修練する意味があるのかな？

　俺自身それを望んでおいて感じる疑問じゃないと思うけど。

「確かに生まれ変わってしまえば意味はないけど、あの世では、人によってはこれも修行のうちなのさ。生前の未練は、次の転生を妨害してしまう。だからここで修行に励んで未練をなくし、未練という重荷をすべて捨て去ってから生まれ変わるわけだ。そこを私のツテでちょっと貸してもらっていてね。今のヴェルたちは魂が剥むき出しの状態だから、ここでの修行が可能だ。他にも色々とメリットはあるけど、まずはヴェルと共に修行をする仲間を紹介しようか」

「仲間？　もしや！」

　師匠の進む先に、二つの人影が確認できた。

　近づくと、なんと座禅を組んで瞑めい想そうに耽ふけっているブランタークさんと導師だった。

「ブランタークさん！　導師！」

「……うん？　辺境伯様じゃないか。ここにいるってことは、俺たちと同じく魔族たちに負けてギリギリ死から逃れ、魂がアルに引き寄せられた状態かな？」

「……おおっ！　バウマイスター辺境伯もあの魔族たちに負けたのであるか」

「ええ、まあ……（自分たちも負けたくせに……）」

　とにかく、ブランタークさんと導師が見つかってよかった。

「俺も含めて、みんな二人の安否を心配していましたよ。陛下なんて、大規模な捜索隊を派遣しましたからね」

　挙句の果てに、魔族たちに襲撃されて昏こん睡すい状態に陥ってしまって……。

「陛下……。某それがしのような者にまでなんと慈悲深い……。バウマイスター辺境伯！」

「はい？」

　俺は、立ち上がった導師に両肩を強く掴つかまれた。

　その力が異常なまでに強いのはもはや常識だが、両肩の関節が外れそうなほどの痛みが走る。

「（魂だけでも、痛みってあるんだな……）」

「某やブランターク殿ばかりでなく、陛下にまで！　あの魔族たち、一人として生かしておかないのである！」

　陛下と導師は、マブダチの関係にある。

　そんな親友を昏睡状態にした魔族に対し、導師は激しい怒りを感じていた。

　彼の体を中心に突風のような魔力の風が吹き出すが、この現象はこの草原独特のものだと思われる。

　同時に、導師が行方不明になって一週間と経たっていないのに、以前に比べると遥はるかに魔力量が増えていることがわかった。

　ブランタークさんも同様で、俺にはわかる。

　あともう一点、俺も大変な目に遭っているんだが、導師の怒りの原因には入っていないようだ。

「師匠？」

「クリムト、まだ修行は始まったばかり。無駄に周囲に魔力を放出せず、大人しく座禅を続けてください。それこそが強くなる一番の早道なのですから」

「おっと、某としたことがである」

　導師は師匠の指示に従い、静かに目を瞑つむって座禅を再開した。

　それにしても、あの導師が一番苦手そうな座禅を素直に続けるなんて、さすがは師匠というか。

「ヴェル、ここでの修行の成果がわかったかな？」

「はい」

　この短期間で、ここまで魔力が増えるものなのか……。

「でも不思議です」

　導師はなお魔力量が増え続けている『天才』だが、ブランタークさんはとっくの昔に魔力量が成長しなくなっていたはずだ。

　それなのに、ここで修行しただけでこんなに増えるなんて……。

「不思議ですか？」

「はい」

「理屈はこうです。人間の限界魔力量は予あらかじめ決まっていますが、唯一それを増やす方法があるのです。それは、肉体という殻を取り去って修行すること」

「肉体が、人間の魔力量の成長を制限していたのですか？」

「ええ、魔力袋と魔力路は体とは別の次元、空間にあるはずなのですが、どういうわけか、肉体が魔力の増加を阻害し、成長速度も遅らせることがわかりました。私がここで知り得た真実ですが。だから、ここで数日間修行したクリムトとお師さんの魔力量が異常なまでに上がっていたでしょう？」

「はい」

　つまり、肉体を脱ぎ捨てた状態で修行すれば、さらに限界を極められるということか。

「でも、肉体を脱ぎ捨てるって難しいんじゃあ……」

　意識して幽体離脱し、さらにその状態で修行しなければいけないのだから。

　この草原に辿たどり着ければいいが、現世で自分の体を離れ生き霊のまま魔法の修行……は難しいだろうな。

　それに長々と肉体から魂を離脱させていると、本当に死んでしまうような気がする。

「今回は特別なケースですからね。クリムトもお師さんもヴェルも、肉体は流された河の流域にある村の、とある民家のベッドの上で寝ていますよ」

「そうなんですか」

　河で溺れて流された俺はその流域にある村に流れ着き、そこの村人たちに助けられ、ベッドで寝かされているのか。

「だから、これから数日間肉体から魂が離れていても特に問題はありません。それに、この草原は時間の流れが現世とはまるで違うのです。クリムト、お師さん、ここで修行を始めて何日経ちましたか？」

「半年以上かな」

　座禅をしたまま、ブランタークさんが師匠の問いに答えた。

「半年？　導師とブランタークさんが行方不明になってから、まだ一週間がいいところですよ」

「わかりましたか？　ヴェル。この草原の一ヵ月が、現世では一日でしかないのです。ここで魂の速度を早めつつ、魔力を鍛える。他にも、魔力回復量の大幅減少に対処するため、魔力効率を上げていくしかないですね」

「やはりそうなりますか」

　なるべく少ない魔力で、威力の大きな魔法を放つ。

　同じ魔力量でも使える魔法の威力が上がるので、実質魔力量が増えたに等しい効果がある。

　ただ、習得がとても難しいので、高名な魔法使いでも一生をかけて改善するものであった。

「ヴェルもまずは、座禅と瞑想からですね。今も順調に魔力量が増えているみたいですが、これを大幅に早めましょう」

「わかりました。それで、どのくらい座禅をすればいいのですか？」

「限界までですね」

「えっ？　限界までですか？」

「ヴェル、ここはあの世であり、今のヴェルは魂のみの状態なのです。ですから基本、お腹が減ったり、眠くなることはありません。だから理論上は限界などなく、ほぼ永遠に修行することも可能です。私も少しは下界の状況を知っていますから焦る気持ちはわかりますが、今のヴェルやクリムト、お師さんでは、あの魔族たちに勝つのは難しいですよ」

「確かに師匠の仰おっしゃるとおりです」

　今の俺が再びあの魔族たちと戦っても、勝利は覚おぼ束つかないか。

　エリーゼたちのことは心配だが、彼女たちだって俺の悪運のせいで色々な修羅場をかい潜くぐってきた。

　しばらく俺がいなくても、きっとなんとかしてくれるはずだ。

「わかりました。できる限り強くなっておこうと思います」

「それがいいです。奥さんたちのことが心配でしょうが、どうやらみなさんなかなかに逞たくましいようなので、時には信じて留守を任せることも大切ですよ」

「そうですね」

　母は強し。

　きっとエリーゼたちは、バウマイスター辺境伯家の留守を守ってくれるはずだ。

　そう信じた俺は、すぐに座禅を組んで瞑想に入る。

　普段から続けている修行の基本中の基本だが、これを疎おろそかにしてはいけない。

　今は修行に集中して、魔力量を一秒でも早く増やすとしよう。

　魔族たちめ！

　次は必ず勝利してやる！
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『というわけだ。バウマイスター辺境伯は、ヴァルド殿下の命令で急ぎ王都に向かおうとしていたところを襲撃された。ワシとキンブリー殿が現場に駆けつけたところ、ギガントの断裂南方にある森がかなりの範囲にわたって完全に焼け落ちており、そこが襲撃の現場だと思われる。ただ、バウマイスター辺境伯の遺体は見つかっておらぬ。燃え残った遺留品などもだ。だからワシは、バウマイスター辺境伯は生きていると確信しておる。またも王国からの命令が変更されたため、ワシもキンブリー殿も引き続き現地に残留して捜索を続けるので、奥方殿たちは気を落とさずに待たれるがいい』

「わざわざお教えいただき、ありがとうございます」

『いや、この件については、ワシとキンブリー殿にも責任があるのでな。どちらかがバウマイスター辺境伯殿に同行していればよかったのだ』




　再び大規模な捜索が始まったギガントの断裂周辺にいるベッケンバウアーさんより、魔導携帯通信機から連絡が入りました。

　ヴェンデリン様を単独行動させたことを申し訳なく思っているようですが、その件はヴァルド殿下からの命令なので仕方がありません。

　なにより、ヴェンデリン様が生きている可能性が高いという情報の方が、私たちにとっては朗報なのです。

　伯父様も、ブランタークさんも、ヴェンデリン様も生きている。

　私たちはそれを心から信じているからこそ、王都の屋敷に拠点を移して活動を開始していたのですから。

「エリーゼ、大丈夫か？」

「はい、お爺じい様。ヴェンデリン様は少しの間、留守をされているだけです。その間は、私たちがバウマイスター辺境伯家を守りませんと」

「そうだな。まあ、早速、有象無象が蠢しゅん動どうを開始しておるがな」

「私の再婚のお話ですか？」

「そういうことだ。随分と気が早い連中だな」

　まだヴェンデリン様が行方不明になって数日しか経っていないのに、もう私に再婚話を持ちかける貴族たちがいる。

　予想はしていましたが、気分のいいお話ではありません。

「まだヴェンデリン様が亡くなったという確証もないのに、どうしようもない方々ですね」

「エリーゼの夫となり、バウマイスター辺境伯家との関係を強化したいのであろう。エリーゼが他家に嫁いでも、フリードリヒの母親がエリーゼだという事実に違いはないからな。影響力を行使しやすいと考えたのだと思う。異母弟などをバウマイスター辺境伯家の重臣に押し込むも、そこからジワジワとバウマイスター辺境伯家の実権を奪っていくのもありだとな」

　残念ですが、私は死ぬまでヴェンデリン様の妻であり続ける予定ですから、他の方に嫁ぐなどあり得ません。

「想像力が過多なのですね」

「イーナ殿。こんなことをわざわざ口にするまでもないが、まともで仕事が忙しい貴族たちはこんなことは考えんよ。誰かから聞いたことがあると思うが、王都にいる法衣貴族の三分の一は無職なのだ。彼らが叶かないもしない夢を見ても、ワシは不思議に思わぬよ」

「バウマイスター辺境伯家の乗っ取りなら、ブライヒレーダー辺境伯家とか、エドガー侯爵家とか、ルックナー侯爵家とかが仕掛けた方が現実的だものね。あとは、ホーエンハイム子爵家とか」

「……敵かなわぬの、ルイーゼ殿には。まあ、そうならぬように隙すきは見せないでくれ」

　ルイーゼさんは、ここぞという時に鋭い指摘をしますね。

　さすがのお爺様もタジタジです。

「そのようなバカ騒ぎをしている貴族たちだが、少しおかしな点がある」

「情報を得るのが早い」

「ヴィルマ殿の言うとおりなのだ。そういう公職にない貴族たちが、先日のような白昼堂々王城が破壊され陛下が襲撃された事件ならともかく、婿殿が行方不明になった情報を掴むのが早すぎる」

「誰かが、そういう方々にヴェンデリンさんの情報を流しているということですか？」

「カタリーナ殿の予想どおりであろう。そして誰がその情報を流したのかといえば、現在の政権に近い大物だろうな」

　いまだ陛下は目覚めないため王国は混乱しており、代王として政務を見ているヴァルド殿下も不慣れな状態なので、どうしても陛下と比べるとミスが多い。

　その隙を突くように、裏で蠢動している大物貴族がいるというわけですか。

「他にもおかしな点がある。どうして婿殿が襲撃されたのかだ。婿殿は本来なら、王国が臨時で出航させる予定だった魔導飛行船で王都に戻ってくるはずだったものを、不安の大きなヴァルド殿下が急ぎ呼び戻した。だが、婿殿がギガントの断裂周辺から王都へと、魔法で飛んでくることを知る者は少ない。ヴァルド殿下と閣僚たちと、ワシを含むごく少数の貴族のみだ」

「ヴェンデリン様が一人で王都を目指し、大体の飛行ルートもわかっていた人が、魔族たちに情報を流したのですね」

「ルートに限って言うと、あの時は魔力回復量の大幅減少が続いていたので、婿殿も最短ルートを通ると予測できるから特定は難しくない。だが、他の件はどう考えても……」

「王国内に、一連の事件を起こした魔族たちに通じている裏切り者がいる。それも、かなりの大物貴族である可能性が高いの」

「ワシもそう考えておるよ、テレーゼ殿」

　ヴェンデリン様を襲った魔族たちに情報を流した貴族……しかも大物ですか……。

　陛下を襲った魔族たちに通じるなんて、王国貴族の風上にも置けません。

　さらにヴェンデリン様まで襲撃するなんて！

「もう一つ問題があってな。ヴァルド殿下は初手で婿殿という強い駒を手近に置こうとして失敗した。さらに婿殿に未練を見せ、大幅に縮小するはずだった捜索隊の規模を逆に増やした。ベッケンバウアーの報告を聞き、婿殿が生きている可能性が高いと判断したからだが、コロコロと指示が変わるヴァルド殿下に不満を述べる貴族たちも多い。特にブレンメルタール内務卿とプラッテ伯爵のラインだな。彼らは一環して、今は王都の守備を固めるべきだと言っていたからな」

　王都の警備を固めていたら、陛下があのようなことにならなかったのでは？

　そう言われてしまったら、ヴァルド殿下も厳しいと思います。

「もしや魔族たちと通じているのは、ブレンメルタール内務卿かプラッテ伯爵なのではないでしょうか？」

　二人とも、ヴェンデリン様との関係が悪いですから。

　魔族たちにヴェンデリン様の行動予定を流し、襲撃させた可能性もあります。

「しかしながら、プラッテ伯爵は大事な息子がゾヌターク共和国の刑務所に収監されておるからな。いくら婿殿との仲が悪いとはいえ、それ以上に関係が悪い魔族たちと組むかな？　ブレンメルタール内務卿もそうだ。もしそんな事実が露見したら、彼はすべてを失うのだぞ」

　お爺様は、私の推測に首を傾かしげています。

　いくら王国の統治で主導権を握るためとはいえ、歴史ある大貴族である二人が、そんな危険を冒すはずがないと。

「状況から考えればあり得ぬ。そんなことをするのならヴァルド殿下に取り入り、今のエドガー軍務卿、アームストロング伯爵、ルックナー財務卿のラインを断ち切る方に集中するはずじゃ。ヴァルド殿下とて、父王の座組みをそのまま用いるのはストレスが溜たまるからの」

　伯父様も陛下に近く、ヴァルド殿下は自分のブレーンとしてヴェンデリン様に期待していたけれど、それができなくなった今、反主流派であるブレンメルタール内務卿に近づくかもしれない。

　ですが、ヴァルド殿下は二人の意見を聞いているように見えません。

　今は情勢が混こん沌とんとしすぎていて、どう動いたらいいのか、ヴァルド殿下も迷っているのかもしれませんが。

「ヴァルド代王に変わった途端、水面下でなにやら奇妙な動きがあるのも事実だ。ワシも探りを入れてみるが、果たして尻尾を掴めるかどうか……」

「私たちはバウマイスター辺境伯家の仕事をこなしつつ、ヴェンデリン様を捜した方がいいのかもしれません」

「かもしれぬが、捜索範囲がとにかく広大すぎてな。どういうわけか、魔力の回復量が元に戻っているので、捜索隊の効率は大分上がったそうだが、今のところ婿殿の消息に繋つながるものはなにも見つかっておらぬ」

「私たちも捜索に参加したいのですが……」

「それならば、分担した方がいいだろうな」

　ヴェンデリン様の捜索に参加する者と、このお屋敷でバウマイスター辺境伯家に関する仕事を行う者を分けるのがベストでしょう。

　領地のことはローデリヒさんに、フリードリヒたちの面倒はアマーリエさんに任せっ放しなのが心苦しいのですが……。

　フジコちゃんとルルちゃん、フィリーネさんもお留守番で、リョウコさん、ユキさん、ユイさんはアキツシマ島トウから動かすわけにいきません。

　いざヴェンデリン様の代理を務めてみると、こんなにも大きな領地と責任を背負っていたのだと、改めて気がつきました。

「（ごめんなさい、フリードリヒ。ヴェンデリン様が戻ってきたら、この埋め合わせは必ずしますから）テレーゼさん、ギガントの断裂に向かってくれませんか？」

「妾わらわがか？　……そうじゃの。この非常時に、建前など気にしておられぬか……」

　テレーゼさんは元フィリップ公爵なので、本来ならあまり派手に動くのはよくないのですが、今回ばかりはそうも言っていられません。

　彼女も、ヴェンデリン様が心配でしょうから。

　私たちは二手に分かれることになり、私、イーナさん、ルイーゼさん、ヴィルマさんが屋敷に残留して、テレーゼさん、カタリーナさん、リサさん、カチヤさん、アグネスさん、シンディさん、ベッティさんが捜索隊に参加することになりました。

　捜索組の方が多いのは、今では北部領域から東部、西部まで捜索範囲も広がり、人手が、それも魔法使いが多数必要だからです。

　王都のお屋敷には常駐している家臣と兵たちもいますし、イーナさんたちがいれば、警護役としては十分でしょうから。

「今ならば、魔力が回復しているので船を出しやすいそうじゃ。ヴェンデリンが早く見つかるよう、妾なりに頑張ってみようと思う」

「お願いします」

「妾にできるのはこれくらいなのでな。朗報を待っておれ。それにしても、ヴェンデリンはみんなに心配をかけさせるの」

「はい。ですからこの埋め合わせは、あとで必ずしてもらわないと」

「妾もエリーゼの意見に全面的に賛成じゃ。この大騒動が終わったら、妻子孝行してもらおうかの」




　翌日、ヴァルド殿下が急ぎ用意した魔導飛行船で、テレーゼさんたちはギガントの断裂へと向かいました。

　さらに捜索範囲を広げるために。

　そして私たちは、普段ヴェンデリン様がこなしている書類のチェックを始めます。

「エリーゼ、ヴェルって普段は書類仕事をサボッているように見えたけど、意外と多くの書類をチェックしていたのね」

「これでも、ローデリヒさんが数を絞っているそうです」

「そうだったのね。私は、槍そう術じゅつ道場関連の書類仕事しかしていなかったから」

「ボクは、それもやってなかったけど」

「ルイーゼは弟たちに任せるばかりでなく、これを機にちゃんと魔闘流道場関連の書類くらいは見た方がいいわよ」

「ううっ……。今、やってるよぉ」

　お屋敷に残った私たちは、ここに来る前にローデリヒさんから渡された書類のチェックを始めますが、その数の多いことといったら。

　王城にあげる報告書のチェックもあり、かなりの忙しさです。

「……ヴェイゲル準男爵領関連の書類がこんなに多かったなんて……。ヴェルはなんだかんだ言いつつも、カタリーナのことも気遣っていたのね」

　イーナさんが、カタリーナさんの領地である、ヴェイゲル準男爵領関連の書類の多さに目を回していました。

　改易されて復活し、しかも現当主は跡取りが成人するまでの代理なのです。

　普通の貴族よりも色々と難しいことも多く、女性当主代理という理由だけで侮ってくる貴族も多いと聞きます。

　ですが、カタリーナさんがその手のトラブルで苦労したというお話を聞いたことがなかったので、ヴェンデリン様が防波堤になっていたのでしょう。

　どうやら、本来カタリーナさんが見るべき書類も見てくださっていたようです。

　実はカタリーナさんはそういう仕事は苦手なので、彼女にはなにも言わずに書類をチェックしてくれていたのだと思います。

「ヴェル様、早く戻ってきてほしい」

「そうですね」

　ヴェンデリン様は、私がこれまで見てきた貴族の男性とはまるで違っていて、最初は戸惑うこともありましたが、むしろ今ではそれが好ましく思えるようになってきました。

　そしてそれは、私以外の妻たちもみんなそう思っているはずです。

「ヴェルが戻ってきたら、少しくらいは我わが儘ままを聞いてあげようか」

「ルイーゼ、ヴェルの我儘って言うけど、実は大したことないのよね。贅ぜい沢たくするわけでもないし、女遊びをするわけでもないから」

「せいぜい、休みをくれって言うくらいだね。あとは……」

「子育てに参加しようとする」

　他の男性貴族では、まずあり得ませんからね。

　ですが、もし無事に戻ってきたら少しくらいは許してあげてもいいような気がしてきました。

「このところの騒動で感じるのですが、貴族の常識や慣習などがあまり役に立たないどころか、むしろ足を引っ張っているような気がします」

　魔族との邂かい逅こう以来、貴族としての常識が薄いヴェンデリン様の方が彼らに上手うまく対応していました。

　魔族は魔王様が没落しているくらいなので、帝国の人たちを相手にする時と違うやり方をしなければならないはずですが、王国の上層部はそう簡単にこれまでの考えを切り替えられない。

　一方、ヴェンデリン様はすぐに魔族の考えを理解し、適切に対処していました。

　そんなヴェンデリン様がいなくなったことでヴァルド殿下はかなり動揺し、一度決めたことを撤回して現場を混乱させ、貴族たちを不安がらせていると、お爺様も言っていましたから。

「ヴェルが戻ってきたら、子供たちの面倒を見させてもいいかもしれないわ」

「そうだね。ボクも反対はしないよ」

「少しなら、特に問題ないと思う」

　ヴェンデリン様がいなくなって、私たちは不安でいっぱいです。

　ですが、弱音を吐くわけにはいきません。

　ヴェンデリン様が戻ってくるまでは、頑張ってバウマイスター辺境伯家を守っていきませんと。
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「……なっ、なんでブランタークさんも導師も、こんなに強くなったんだ？」

「おおっ！　魂が剥むき出しの状態で修行すると、効果てき面だな。俺は年が年だから諦めていたんだが、魔力量も大幅に増えて最高だぜ」

「某それがしも、まだまだ成長期なのである！　二度とあんな連中には負けないのである！」

「魂を剥き出しの状態にして修行してきたのですから、強いのは当たり前。しかし、今の二人でも話に聞いている十名の魔族たちに勝つのは難しいと思いますよ。で、ヴェルは理解できたかな？　ここと現世では、時間の流れが全然違うんだよ。心配だから一刻も早く戻りたいという気持ちはわかるけど、今の君ではあの魔族たちに勝てない。状況から推察するに、彼らは魔力回復を阻害する巨大魔道具に魔力を溜ため込み自由に引き出せるようだ。そうでなければ、魔力回復量に大きな制限がある状態で、自分たちだけが好き勝手に魔法を放つなんてあり得ないさ」

「……」

「時間は十分にあるのだから、ヴェルは修行を続けることだ。先に魔族たちに敗れてここに来たお師さんとクリムトは、ここで半年以上修行を続けたに等しい状態なんだ。今の君では勝てなくて当然さ」

「おっ、追いつかねば」

「そうそう。その意気だよ」







　座禅と瞑めい想そうを続けた俺だが、試しに先に修行を進めていた導師とブランタークさんに実戦形式で模擬戦をお願いしてみたら、完膚なきまでに叩たたきのめされてしまった。

　二人が消息不明になる前はほぼ互角に近い戦いができたのに、まさかここでの修行により、ここまで大きな差をつけられてしまうとは……。

　少しでも戻る時間を早めようと努力していたが、これは根本から考え方を変えなければ。

「ヴェルならすぐに追いつけるよ。すでに魔力量の成長限界を迎えていたお師さんは、体という殻を脱いで修行をすることで、本来なら増えない魔力量を大幅に増やすことができた。でも、さすがにこれ以上魔力量を増やすのは難しいと思います」

「それでも俺は、魔力量が増えたから嬉うれしいぜ。他の修行の成果も出て、今では辺境伯様に勝てるほどだが、すぐに追い抜かれてしまうだろうな」

「ヴェルの魔力量は、まだ限界を迎えていませんでしたから。年齢などを考慮しても、クリムトよりも強くなる可能性が高い」

「まあ、某もいい年なのである！　だが、そう簡単に負けてやるつもりはないのである！」

　俺も、そう簡単にブランタークさんや導師に勝てるとは思わないけど。

「修行の内容はそれほど難しくない。座禅と瞑想で魔力量を増やし、自分がこれまでに覚えた魔法、これから覚えたい魔法を、繰り返し繰り返し何度も放つのさ。そして、できるだけ魔力を節約しながら同じ威力で放てるようにする。何度でも、何度でもだ」

「魔力量を増やしながら、反復練習するのが基本なのですね」

「そうだね。最低でも、あと三ヵ月は続けてもらおうか。先ほども説明したが、ここでは眠くならないしお腹も減らない。休憩なしでひたすら続けてくれ」

「わかりました」

　この手の反復練習は、部活や受験勉強で経験済みなので大丈夫だろう。

「……導師、よく続けられましたね」

「某が一番苦手な修練方法であるが、強くなるためなら仕方がないのである！」

　性格的に、導師はこの手の修行方法が大の苦手だが、彼には鋼はがねのメンタルが存在する。

　半年もそれを繰り返したのなら、先ほど俺が導師から完膚なきまで叩きのめされたのも不思議ではない。

「ですが、不思議ですね。先ほど、導師とブランタークさんにボコボコにされて負傷したのに、すぐに治ってしまうのですから」

「あの世では、負傷したり死んだりできないからね。すぐに元どおりになってしまうんだよ」

　師匠が治癒魔法を使ったわけではなく、あの世というのは不思議なものだ。

「そういうことだし、俺も導師もこの体感時間半年で修行のコツを掴つかむことができた。辺境伯様は俺たちと同じ成果に半分の時間で到達してくれ。俺も導師も手伝うからよ」

「任せるのである！　某の魔法の標的……修行を手伝うのである！」

　導師、今本音の方が先に出ましたよね？

「一日でも早く修行を終えられるよう、私も気合を入れて指導しよう。前回は大分短かったからね。ちょっと心残りがあったからちょうどよかったよ」

「ええ……」

　修行をつけてくれるのはありがたいけど、師匠と導師とブランタークさんの表情が、まるで獲物を見つけた肉食獣のように見えるのは俺の気のせいであろうか？

　あの世で師匠と再会した俺は彼から再修行を受けることになったのだが、ブランタークさんと導師がいるので、かなり厳しい内容になるはずだ。

　だがこれを無事に乗り越えて、あの魔族たちにお返ししなければ気が済まない。

　今に見てろと思いながら、俺は座禅と瞑想を始めるのであった。
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「師匠、あの世ではお腹も空すかないし、飲み食いする必要はないと聞きましたが……」

「とは言うけどね。長年あの世で修行をしていると、たまに飲み食いしたくなる時があるんだよ。ヴェルが年に一回ワインを墓前に供えてくれるけど、今年はここにいるから不可能でしょう？」

「ええまあ……」

「クリムトとお師さんが意外と薄情でねぇ……。やはりたまにワインをお供えしてくれるんだけど、本当にたまになのさ」

「すまねえな、つい忘れてしまうんだ」

「同じくである！」

「ヴェル、死者の扱いなんてこんなものなのさ。私はそれでいいとは思うんだけどね」




　俺の再修行は始まったばかりだが、あの世というのはかなり謎な場所だなと思う。

　あの世では眠る必要はないので、その気になれば修行を永遠に続けることができるらしいが、俺はなぜかたまに師匠から声をかけられ食事を作る羽目になっていた。

　基本的に、あの世には食べ物が存在しない。

　唯一の例外は、死者に向けてお供えされたものだけだ。

　お供えが貰もらえる人はあの世では勝ち組であり、お供えが貰えない人たちが羨うらやましがる。

　まさか、あの世にもこのような格差が存在するとは……。

　俺も年に一度師匠にワインをお供えしていたが、もうそろそろ供える予定であった今年の分は、今俺があの世にいるのでお供えできない。

　その代わり、魔法の袋から取り出した食材、調味料、食器、調理器具、魔導コンロを用いて、料理をすることになった。

　魂だけの俺が魔法の袋を持っていて、そこに入ったものを自由にできるのは謎だが、この魔法の袋は元々師匠のものなので、彼の要望に応えることは特段おかしなことではなかった。

　俺は乾麺だがお蕎麦そばを茹ゆで、天ぷらを揚げ、ネギを切り、ワザビをすり下ろして『天ぷら蕎麦』を作った。

「ほほう、これがアーカート神聖帝国北方にあるミズホの食べ物か。とても美味おいしそうだね」

「アルフレッド、美味しさは保証するのである！」

「俺たちは、現地で食べたことがあるからな」

　なぜか導師とブランタークさんも一緒に食べているが、これはもう今さらだな。

「王国領にもソバを使ったパスタがあるけど、それともまた違って美味しいね」

「俺は、熱いツユにテンプラをつけるとサクサク感が失われるから別々に食べるか、ザルの方が好みだけどな」

　天ぷら蕎麦なら、バウルブルクのお屋敷にいる調理人たちに言えばすぐに食べられるので、ブランタークさんは定期的に蕎麦を食べるようになっていた。

　ブランタークさんもいい年なので、ホーエンハイム枢機卿のようにミズホのサッパリとした食事を好むようになったせいであろう。

「お師さんもいい年ですし、まだ娘さんも幼いそうではないですか。健康には気をつけないといけませんよね」

「……アルまで、俺を年寄り扱いしやがって。もしお前が生きてたら、そういうことを気にする年齢になっているんだからな」

「もし生きていたらそうだったのでしょうが、私はここで修行を終えるまでは、年を取りませんから」

　確かに師匠の見た目は、俺が初めて会った頃からまったく変わっていなかった。

　相変わらずのイケメンでもある。

「バウマイスター辺境伯、おかわりなのである！」

「はいはい」
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　天ぷら蕎麦をおかわりする人は珍しいが、うちにはヴィルマもいるので、いつもの癖で多めに作ってあった。

　魔法の袋に仕舞っておけば、無駄に腐らせる心配はないからな。

「魔法の袋を有効に使ってくれているようでなによりだ」

「ですが不思議ですね。俺たちは魂だけでここに来たはずなのに、魔法の袋が使えるなんて……」

「ヴェルたちをここに呼び寄せる時、大天使様にどういう理屈なのかお尋ねしたことがあるのだけど、いまいち要領を得ない回答でね。まさか、ず───っと修行だけしているわけにもいかないし、私も退屈が紛れるので、ヴェルの料理を楽しんでも問題はないと思うんだ」

　と、笑みを浮かべながら俺に話す師匠は、とてもチャーミングでただのイケメンではなかった。

　そりゃあ、女性にモテるよな。

「はあ……俺も料理をしていると気が紛れるのでいいですけど」

「いくら眠ったり休憩したりしないで修行し続けることが可能とはいえ、定期的にお休みを挟まないと集中力が落ちるからね。この方が効率がいいということさ」

「まあ、それは正論だな。俺たちも定期的に休みは挟んでいた」

「唯一不満だったのは、休みの時間は昔話をするしかなかった点である！」

「ああ、食べ物や飲み物はないですからね。あっ、師匠。去年俺が供えたワインは？」

「一本しかないから、もうとっくに飲み干してしまったよ。いくら大切に飲んでも、一本しかないからね」

「すみません、次からは改善します」

　師匠用の仏壇……神棚……祭壇？　教会だとなんて言うんだっけ？

　それを屋敷に作って、毎日なにかお供えするとしよう。

「それはとてもありがたい。私はまだまだここで修行を続けなければいけないから」

「そうなのですか？」

　師匠ほどの人が、転生するための修行を気が遠くなるほどの年月続けなければいけないなんて……。

「（導師ならわかるが……）」

「バウマイスター辺境伯、どうかしたのである？」

「いいえ、なにも」

「おかわりである！　テンプラ多めで！」

「はい、どうぞ」

　しかしこの人、あの世でもよく食べるな。

「前にも話したと思うけど、私は赤ん坊の頃に養護院の前で捨てられていた捨て子だった。大天使様によれば、私の両親はまだ生きているそうだよ。親よりも早く死んでしまうというのはかなりの罪らしく、だから私の修行期間は長いそうだ」

「大天使様ですか……。融通が利かないんですね」

「まあここの生活は悪いものでもないし、転生すればアルフレッド・レインフォードの記憶は完全に消えてしまう。だから特に不都合はないと思っているんだよ。それに、あまりに早く転生してしまっていたら、ヴェルたちともこうして会えなかっただろうしね」

　食事休憩が終わると、俺はただひたすら座禅と瞑想を続けた。

　俺の限界魔力量が完全に広がりきるまでは、それしかしてはいけないそうだ。

　今は我慢して座禅と瞑想を続けるしかないが、その近くでは、師匠とブランタークさん、導師が実戦形式の修行を行っていた。

「（羨ましいなぁ……えっ？）」

「のはぁ───！」

　凄すさまじい轟ごう音おんがしたので思わず目を開けると、導師が師匠に吹き飛ばされて草原の地面に叩きつけられ、土煙と共に草原に巨大なクレーターを作っていた。

「師匠、凄すごい……」

「まったく、俺がアルの師匠だった日々が幻だったような感覚を覚えるな。まったく勝てる気がしない」

「お師さんも、ここで私と同じぐらい修行すれば追いつけますよ。クリムトもね。当然それは、二人が死んでからになりますけど」

「ううむ……。この前戦った時とはまるで違う、前回以上の巧みさと、力強さを感じるのである！」

　続けてブランタークさんまでもが、師匠の魔力を込めた一撃で地面に叩きつけられ、そのまま倒れ伏してしまった。

　ダメージがとても大きかったようで、数十秒ほどピクリとも体を動かさなかったが、その後何事もなかったかのようにむくりと立ち上がり、彼の様子を確認するとまったく無傷であった。

　導師もとっくに立ち上がっていたが、地面にクレーターができるほどの威力で叩きつけられた割には、ローブに汚れ一つない。

　俺たちは魂だけの状態なので、ダメージを負わないという師匠の話は本当であった。

「それが、あのターラントが使う『英霊召喚』の欠点なのさ。死んだ直後の実力を持つ私しか呼び出せない。ヴェルは、私が死んで何年経たったと思う？　そして私は、ほぼ毎日ここで修行を続けていた。この意味はわかるよね？」

「はい……」

　二人を相手していたと思ったら、いつの間にか師匠は座禅をしている俺の後ろにいて、穏やかな口調で話しかけてきた。

　このところ魔力量も増えたので、もしかしたら師匠を超えたかも……なんて思っていたのに、今の彼にはまったく勝てる気がしない。

「師匠は、ずっとここで魔法の修行を続けてきたのですね？」

「暇なのもあってね。それ以上に未練もあったから」

　もし師匠が若くして死ぬことがなかったら、どれだけ魔法を極められたか。

　その未練を晴らさなければ転生もできず、それに加えてあの世では時間の流れが遅いと聞いた。

　師匠が亡くなって現世換算では十数年だが、あの世換算ではとてつもない年月を修行していたことになる。

　師匠ほどの天才が、それだけの年月、毎日のように修行を続けていたのだ。

　ブランタークさんや導師でも歯が立たなくて当然か。

「繰り返しになるけど、ヴェルは最低でも三ヵ月は瞑想と座禅を続けないと、今のお師さんとクリムトにも追いつけない」

　二人はあの世換算で半年以上、師匠から厳しい修行を受けている。

　俺が勝てなくても当然だし、二人に勝てるようになるには、まずは地道に魔力量と限界魔力量を伸ばすしかない。

　魂だけの状態になっている今この時が、人生で唯一のチャンスなのだから。

「師匠、一つだけ不思議なことがあります。どうして俺たちを特別扱いして修行をつけてくれるのですか？　魂だけをあの世に呼び寄せるなんて、そんなに簡単にできることではないでしょうに……」

「いくら私が修行を重ねても、まだ生きている三人の魂をあの世に呼び寄せるなんてことはできないさ。実は、三人の魂を呼び寄せたのは大天使様でね。ヴェルたちに、なんとかしてほしいことがあるみたいなんだけど……。疑問は修行をする際の邪念になる。先にお話を聞きに行こうか？」

「大天使様が、今の師匠の上司なのですか」

　さすがは師匠。

　あの世でも、大天使様の下で働いているなんて。

　やっぱり、師匠は特別なんだな。

「現世的に言うと、そういう考え方になるのかな？　三人揃そろったからちょうどいい機会だ。ついてきたまえ」

　俺たちは一いっ旦たん修行を中断して、歩き出した師匠についていく。

　修行場である草原を出ると、再び真っ白な空間を歩いており、足がふわふわした感覚に襲われた。

「もうすぐ大天使様が住んでいる宮殿に到着する。気さくな方だから、普通にしていれば問題ないさ」

　なにもない真っ白な空間を歩いていたはずなのに、突然視界にギリシャ神殿風の建物が出現した。

　師匠に続いてその神殿の中に入ると、ギリシャ神話に出てきそうな白いドレスを着て、頭に色とりどりの花を編んで作った冠を被かぶった青い髪が特徴の肉感的な美女が玉座に座っている。

　見た目は二十代前半くらい、滅多にお目にかかれない美しい人であった。

「アルぅ、お師匠様や親友、可か愛わいがっていたお弟子さんに会えて嬉しいのはわかるけど、ちゃんと毎日顔を出してよ。私、寂しいじゃないの」

「これは申し訳ありません。元々ヴェルたちを鍛える仕事は、ファーラ様から仰せつかったことゆえ、つい夢中になってしまいました」

「アル、これからはちゃんと毎日私のところに顔を出してね」

「承知いたしました」

「「「……」」」

　俺、導師、ブランタークさんは絶句していた。

　大天使様に会わせてくれるというのでついてきたら、師匠がゴージャス美女である大天使様にまでモテモテな光景を目撃する羽目になってしまったのだから。

　それにしても、大天使様に気に入られる師匠って凄いな。

「ファーラ様が、どうしてヴェルたちを強くしようとしているのか。説明していただけると大変ありがたいのですが」

「そうね。アルのお願いだから聞いちゃうわ」

「……（ブランタークさん、導師？）」

「（生前のアルは滅茶苦茶女性にモテたからな。俺は別に不思議に思わないな）」

「（相変わらずで、羨ましい限りである！）」

　やっぱり師匠はモテたのか……。

　俺に言わせると、導師もブランタークさんも女性にモテると思うが、その二人がもの凄くモテたというのだから、師匠はよほどだったのだろう。

「（それにしては、婚約者があのアニータ様なんですね……）」

「（恋愛と結婚は別だからな。先代ブライヒレーダー辺境伯様も、形式だけでいいって言っていたらしいぜ）」

　たとえ政略結婚でも、師匠と婚約していたアニータ様の男性を見る目が厳しくなるのは仕方がないような気がしてきた。

　最大の問題は、彼女自身がちょっとアレな点なんだけど……。

「お師さん、クリムト、ヴェル。神様に直接仕える大天使ファーラ様だ。実は、三人があの世で修行できるのは、ファーラ様のおかげなんだ」

「……俺たちを強化するってことは、いま下界で起こっている事象は、神様が介入したくなるほどのピンチってことですか？」

　俺たちを代表して、ブランタークさんがファーラ様に尋ねる。

「ブランタークだったかしら。あなたは鋭いのね」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「下界の人間たちは、前にもおかしなものを作って滅びかけたというのに、また同じようなことをしようとしているんだから」

「おかしなもの？　例の巨大魔道具ですか？　ですが、それを用いておかしなことを企たくらんでいるのは魔族たちですよ」

　むしろ俺たち人間は、彼らの暴走を止めるのに懸命なのだから。

「神様や大天使である私に言わせると、人間と魔族にそれほどの差なんてないのよ。まったく、神様や私が直接下界に手を出せないから仕方がないのだけど、あの装置の予備が永久氷河に封印されている状態を良しとしてしまったことが悔やまれるわ」

「所しょ詮せんは人間が作った魔道具なのである！　神様や大天使様が気にすることはないと思うのである！」

「あのね、クリムト。大昔にイシュルバーグ伯爵とやらが作ったとされる巨大魔道具が稼働し続けると、あなたたちの世界に悪影響を及ぼしかねないのよ。下界に漂う魔力の元であるマナを魔力になる前に吸収してしまうし、それを魔力として膨大な量、巨大魔道具に溜め込み、別世界への扉なんて開けられたら、大変なことになってしまうじゃない」

「あの巨大魔道具には、そのような使い道があったのであるか！」

　導師のみならず、俺たちも魔族たちが手に入れた巨大魔道具の使い道に驚くばかりであった。

　というか、ブランタークさんと導師が目撃したという巨大魔道具は、やはりイシュルバーグ伯爵の作品だったか。

　相変わらず、他人に迷惑しかかけない奴だな。

「昔の人間たちがちょっと調子がいいからっていい気になって、別世界を侵略しようと作ったのがあの巨大魔道具ってわけ。でも、別の世界への扉を開けるには、とてつもない魔力が必要なのよ。そして大失敗して滅んだ」

「そうだったのですか……」

　古代魔法文明は、一台目の巨大魔道具の移転実験に失敗した際の大爆発によって滅んだのか。

　なにやら魔導技術に関わる実験に失敗したと聞いていたが、別世界移転だったのか。

　侵略とも言えるが、大絶頂からの滅亡だったわけだ。

「別の世界にですか……」

　もしかしたら、俺が現代地球に戻れるように……いや、体がヴェンデリンである俺が今さら現代日本に戻っても意味はないか。

　なにより、あのイシュルバーグ伯爵が作ったものですら、移転実験は失敗してしまったのだから。

「人間のくせに、イシュルバーグ伯爵ってのはちょっと常識ハズレなのよ。この世界どころか別の世界にも悪影響を及ぼすようなものを作ってしまうのだから。でも、イシュルバーグ伯爵はわざと実験が失敗するように装置を作った可能性が高いわ」

「えっ？　イシュルバーグ伯爵は、実験を失敗させるために古代魔法文明を滅ぼしたのですか？」

「そうなるわね」

「ひでえ話だな」

　ブランタークさんが驚くのも無理はない。

　いくら別世界への移転実験を失敗させるためとはいえ、巨大魔道具を暴発させて一つの文明を滅ぼしてしまったのだから。

　巨大魔道具を動かせないように作るとか、もっと穏便な手段をとればいいのにと、俺などは思ってしまうのだ。

「神様や私からすれば、とてもありがたかったのよ。でも、そんな魔道具を作ったイシュルバーグ伯爵って、正直どう判断していいのかわからない人間ね。巨大魔道具を作るように命令した人間の王はとても傲ごう慢まんで罪深く、まだ地獄で罪を償っているけどね」

　あの世には、地獄もあったのか。

　てっきり、日本の概念だとばかり。

「イシュルバーグ伯爵は、成功するまで巨大魔道具の試作を続けさせられるのが嫌だったみたいね。自分の国に嫌気がさしたのでしょう。その巨大魔道具の大爆発で死んだとされているけど、間違いなく死んでいないわ」

「えっ？　一万年以上も昔の人ですよね？　たとえ古代魔法文明崩壊時の大爆発から生き延びたとしても、今の今まで死んでいないってことですか？」

　いくらなんでも、そんなに長い間、人間が生きているわけがないと思うのだ。

「だって人間も魔族も、死ねば必ずあの世にやってくるはずなのよ。それが、今の今までイシュルバーグ伯爵は神様と私の前に姿を見せていないのだから」

「悪霊として、現世に留とどまっている可能性はありませんか？」

「ブランターク、たとえ悪霊となって下界に留まっていても、神様と大天使たる私は死者を正確に把握しているわ。その中にイシュルバーグ伯爵はいないのよ。でも、私も神様もその居場所をまったく掴めていない。さすがは、あんな魔道具を作る人間。常識ハズレにも程があるわ」

　いまだイシュルバーグ伯爵は死んでおらず、しかも神様と大天使様ですらその居場所を把握していないなんて……。

　とんでもない人物だな。

　しかし、人間がどうやって一万年以上も生きているんだろう？

「とにかく、二台目の巨大魔道具を封印するか、破壊してもらいたいの。このまま世界中のマナを大量に吸収して魔力として蓄えられると、世界に悪影響が出てしまうから」

「溜め込んだ魔力が暴発したら大変である！」

　二度目の、文明崩壊の序曲となるだろうな。

　これは絶対に阻止しなければならない。

「巨大魔道具に魔力が溜まったら、実験してみたくなるのが人間ってものでしょう？」

「魔族ですけど……」

「ヴェル、神様や私から見たら人間も同じようなものだって。あの巨大魔道具にはもう一つデメリットがあるのよ。今の世界はマナ濃度が低い状態じゃない。その状態が続くと、すべての生物の発育と成長に悪い影響が出るし、これから生まれてくる魔法使いの実力も落ちるわよ」

　いつの間にか、ファーラ様から『ヴェル』と呼ばれている俺。

　別にいいですけど……。

「これから生まれてくる魔法使いの実力が落ちる？」

　魔法はこの世界の重要なインフラなのに、そんなことになったら将来困ってしまうな。

「今、この世に生まれ出ている魔法使いたちは、魔力回復量の減少だけで済んでいるけど、巨大魔道具が動いている時に生まれた赤ん坊の限界魔力量は落ちてしまうわ。古代魔法文明崩壊以後、長年人間たちが振るわなかった原因の一つが、魔法使いの大幅な実力低下だったのよ。あなたたちが上級とカテゴリーしている、魔力量の多い魔法使いは生まれにくくなっているでしょうね。しかもその影響は、巨大魔道具が動き続ける限り続く。間違いなく、将来に大きな禍根を残すと思うわよ」

　まったく、あの魔族たちはろくでもないものを稼働させやがって。

　しかも、その影響は魔族にも現れるというのに……。

　肝心の本人たちはそんなことになるとは思ってもいないから、バカみたいなことを続けているのだろうけど。

「ということは、一秒でも早く魔族たちを倒し、巨大魔道具を破壊した方がいいのですね」

「神様と私は、その魔族たちや巨大魔道具に手を出せないの。だから、あなたたちの魂を呼び寄せ、アルに修行を頼んだってわけ。アルとの二人きりの時間がなくなってしまうけど、今は我慢我慢」

「「「……」」」

　ファーラ様は大天使なのに、師匠のことが好きで好きで堪たまらないのか。

　しかも、それを隠しもしないという。

「天界の決まりで神様はここに顔を出せないから、私からのお願いってことで。あと、今焦って戻っても魔族たちには勝てないから、最後までアルの修行を受けてね」

「わかりました」

「任せるのである！」

「頑張って強くなります」

　俺はまだ直接見ていないが、その巨大魔道具が世界に及ぼす悪影響を、神様や大天使様がこれほど警戒しているとは。

　エリーゼたちやフリードリヒたちのため、必ずや巨大魔道具を破壊しなければ。

　ファーラ様との会見を終えた俺たちは、再び草原に戻って修行を再開するのであった。
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「ヴェル、今日の食事はなにかな？」

「今日は豪勢に焼き肉にしようかと思います。肉は事前にカットして魔法の袋に入れておいたんですよ」




　俺は座禅と瞑めい想そう、ブランタークさんと導師は師匠からボコボコにされるといった修行が続くなか、俺は定期的に皆に食事を作り続けた。

　このところ色々と凝った料理を作って疲れていたので、今日は焼くだけで済む焼き肉を作ることにする。

　この前の漢おとこ飯めしでも出したが、今日はちょっと高級感を出しているぞ。

　お肉も奮発している。

　考え方が主婦のようになってしまったが、四人の中で料理をするのが俺だけなので、そういう気持ちになっても仕方がないと思う。

　エリーゼたちの元に戻ったら、俺はさらに料理を……あまり色々とやると女性陣にいい顔をされない……最近はそうでもないか。あっ、今、この事件が解決したらなにを作ろうかと考えてしまった。

　師匠も導師もブランタークさんも俺を手伝いもしないが、この世界の男性はこんなもの……現代日本でも、家事や育児を手伝わないで奥さんに文句を言われる男性はいるけど……。

　師匠に限って言えば、修行のお礼に弟子が食事を作るというのは間違っていないので納得できる。

　もっとも師匠なら、大天使様にもモテるイケメンなので、女性ならば誰でも、彼に食事を作ってあげたくて仕方がない状態になると思う。

「まずは、ワイバーンの舌です」

「ワイバーンの舌は、私も初めて食べるね。楽しみだ」

　魔導コンロの上に網を置き、まずはワイバーンのタンを置いていく。

　竜のお肉は柔らかく、旨うま味みも強くて高級品だ。

　キャンプ漢飯で出さなかったのは、あの大人数にワイバーンの肉を出していたら食費がとんでもないことになっていたからだ。

　ワイバーンの舌の皮を剥むいてから厚く切り、食べやすいよう網目状に切り込みを入れておいた『ワイバーンの厚切りタン』は、試食の結果、和牛の厚切りタンよりも素晴らしい味であった。

「（タンは中火くらいでじっくりと火を通すと美味おいしい。焦げないように両面に火を通して……っと）焼けたら、ここに自作ネギ塩をのせ、さらにレモン果汁を振ってから食べる」

　あの世でも、ワイバーンの厚切りタン塩の味は最高だ。

　俺は、牛タン以上の美味しさだと思っている。

「食べ方にも凝っているんだね。う───ん、これは実に素晴らしい。絶妙な歯ざわりと、さっぱりとした味。この薬味も素晴らしい」

　師匠の皿に焼けた厚切りタン塩を載せると、彼もとても美味しそうに食べていた。

「アル、この場合は白かな？　赤かな？」

「両方試してみましょう。ヴェルは、いいワインを沢山持っているね」

「つき合いで購入したり貰もらったりするけど、ほとんど飲まないんですよ」

　三人からの強い要望で、俺は魔法の袋から高いワインを何本か取り出して提供した。

　ワインが領地の特産品であるという貴族から貰ったり、たまにつき合いで購入しないといけなかったりと、貴族も色々と交際費がかかるのだ。

　他の貴族への贈答用に回すこともあるけど、基本的には死蔵している状態だった。

　さらに、安いワインならばんばん調理用に回すんだけど、高そうなワインはなんだか勿もっ体たいないなと思い飲まずじまい……という俺の貧乏性が拍車をかけているのかも。

「せっかくのワインを飲まないのは逆に勿体ないのである！　ぷはぁ───！」

　あの世でも、導師は相変わらずだった。

　俺が焼いたワイバーンの厚切りタンを食べながら、俺が提供したワインを遠慮なくガブ飲みしていく。

「このワインの良さがわからないのか。辺境伯様も損してるよな。こんなにいいワインを貰っておいてよ」

「ヴェルも出世したものですね。魔法を教えた子供が、私が仕えていたブライヒレーダー辺境伯と同じ爵位になって、広大な領地まで得たというのですから」

「ははは……」

　いくら偉くなっても、俺はこの三人から見たらまだ子供みたいなものだからな。

　それに今は、三人の食事の支度をする一番年下の弟子でしかないのだから。

「ヴェル、次はなにかな？」

「ヒレですね。ワイバーンの背中の部分で脂のほとんどない部分です」

　焼き肉において厳密な食べる順番は存在しないが、脂の多い部分とタレに漬け込んだお肉はあとで食べた方がいいと思う。

　ワイバーンの背中にもヒレの部分があり、脂が少ないのにとても柔らかい。

　中心部分はいわゆるシャトーブリアンなので、塩コショウのみをして丁寧に焼いていく。

　新鮮な状態で魔法の袋に仕舞ってあったので、お肉の状態は最高だ。

　焼きすぎると勿体ないので、肉の中はレアな状態で焼きあげていく。

　焼けたシャトーブリアンをカットして分けると、三人とも飛びつくように食べ始めた。

　そういえばシャトーブリアンって、日本の焼肉店やステーキハウスだともの凄すごい値段だったよな。

　あちらは和牛だったけど。

「この肉は、さっぱりしていていいな」

「お師さん、私も脂身が多いお肉よりも、こちらの方が美味しいと感じるようになりましたよ」

「ははっ、アルも年を取ったようだな」

「某それがしは、どちらでも楽しめるのである！　もっとくれなのである！」

　牛のシャトーブリアンは、一頭から五百グラム程度しか取れないと聞く。

　いくらワイバーンが大きくても、飛行するので見た目よりも軽く、また牛とは体の造りが大分違うためか、一頭から取れる量は牛とそんなに違わなかった。

　五百グラムなんて、それも四人で分けたら、導師からしたら前菜でしかない。

「次は、ワイバーンの胃袋です」

　牛みたいに胃袋が四つではなく一つだけなので、とても巨大な部位だ。

　切り裂いて内容物を取り出し、塩でよく揉もんで汚れや臭みを取ってからお湯で茹ゆでる。

　そのまま食べるとゴムみたいに硬いので、薄切りにしてから蛇腹状に切り込みを入れ、一口大にカットして特製の塩ダレに漬けておいたものを、網の上に置いて焼いていく。

「動物や魔物の内臓は庶民の味と言われていますけど、調理の仕方でこんなに美味しくなるとは驚きです。この歯応えがいいですね」

「酒に合うな、これ」

「おかわりなのである！」

　師匠とブランタークさんは次の部位もあるので控えめに食べていたが、導師はそんなことは気にせず大量に貪むさぼり食っていた。

「バウマイスター辺境伯、次はどこの肉である？」

「ええと、これは猪いのししの首の部分のお肉です」

　いわゆる、トントロと呼ばれる部位だ。

　脂の多い部位だが、網で焼くと余分な脂が落ちてさっぱりと食べられる。

　塩ダレで焼いて、ネギ塩やレモン果汁と食べると美味しい。

　実は希少部位であり、時間がある時に解体、カットしておいたものだ。

「見た目は脂っこいのに、意外とさっぱりと食べられて美味しいな。辺境伯様、ワインのおかわりが欲しいな」

「はい、どうぞ」

　追加の高価なワインを魔法の袋から取り出すと、三人はそれをグラスに注いで楽しんでいた。

「次は、ワイバーンのお腹の部分のお肉です」

　焼肉では有名な、カルビと呼ばれる部分である。

　お腹の部分のお肉だが、ワイバーンにもちゃんとカルビの部位があった。

　ただ、牛のように肩バラ、トモバラのような差異は薄いようだ。

「脂の美味しさを味わう部位なので、これも塩ダレで食べます」

　カルビを焼くと脂が落ちて、程よく脂の甘さと美味しさを楽しむことができるようになる。

「美味しいなぁ、これ」

「脂の旨味を味わえる素晴らしい肉なのである！」

　自分で焼いたワイバーンのカルビを食べてみるが、実に美味しい。

　ワイバーン一頭を解体して焼肉用の部位に切り分けるのはとても面倒だけど、その労力を裏切らない美味しさだ。

　大半が冒険者や、冒険者ギルドと提携している解体所で大おお雑ざっ把ぱに切り分けられ、どう調理されるかは購入者次第。

　高級品なのに、適当に調理されて美味しくなくなったワイバーン肉も何度か経験したので、自分が食べる分くらいはと、何度も試行錯誤しながら『肉磨き』を覚えた甲か斐いがあった。

　ただ、商売にできるほどの量はこなせないので、こうやって仲間や家族に出すのが精一杯だけど。

「お師さん、クリムトとヴェルは若いですね」

「おいおい、アルも十分に若いじゃないか」

「見た目はともかく、あの世が長いので中身はそうでもないんですよ。段々と人間離れしていく感覚があります」

　時間の流れがまったく違うあの世で長年過ごしてきたので、師匠は仙人に近づいているのかもしれない。

「とはいえ、こうやって細かく部位ごとに切り分け、下処理や焼き方にまで拘こだわったお肉は美味しいですね。下界ではこのような料理が流行しているのですか」

「辺境伯様が考えついたもので、まだそこまで世間には広がっていないけど、そのうち流行するかもな。なにしろ、アルの弟子は大貴族様だからよ」

「こうしてワイバーンのお肉を焼いているところを見ると、辺境伯様には見えませんけどね」

「本人が強く望んでなったわけでもないからな」

「本当ですよ。俺は焼き肉店の店主でも全然構わないのに」

「ヴァルド殿下が泣くから、それは言うなよ」

「王太子殿下にも気に入られて、ヴェルは凄いね」

「面倒事が増えるだけですよ、正直なところ」

　もし師匠が生きていたら、師匠の方がよっぽど出世していたような……。

　そういえば、師匠は王族や貴族があまり好きではなかったんだ、残念。

　続けて、醤油しょうゆダレに漬けたロース肉や、内臓だけど赤身の王様とも呼ばれるハラミのタレ漬けを次々と焼いていく。

　焼き肉と高級ワイン。

　お酒に詳しくない俺には、合っているのか合っていないのかよくわからないけど。

　四人でひたすら肉を焼き、ワインと共に食していく。

「あっ、ご飯あります」

「くれ！　なのである！」

　前に炊いたご飯が大量に残っていたので、これを丼に入れて導師に差し出すと、俺も茶ちゃ碗わんにご飯をよそった。

「こうして、焼けた醤油ダレつきのお肉をご飯の上に一いっ旦たんバウンドさせてから、ご飯と一緒に食べます」

　焼き肉でご飯を食べない奴は、その楽しさを半減させているようなものだな。

「そうだ。野菜もありますよ」

　キャベツ、タマネギ、ピーマン、エリーゼが美味しいって教えてくれたキノコなども焼いていく。

「このタレは素晴らしいね。野菜にもとても合うよ」

「導師、少しは健康のこととか考えて野菜も食べたらどうだ？」

「お師さんがそんなことを言うなんて。結婚というのは凄いものなのですね」

　師匠とブランタークさんは、焼いた野菜も美味しそうに食べていた。

　俺も野菜はちゃんと食べているので、年齢は関係ないと思うんだよなぁ。

　ブランタークさんについては、奥さんの教育がしっかりとしているようだ。

　娘さんも小さいから、健康に注意するようになったのだろう。

「俺は、赤身が多い肉がいいな」

　ブランタークさんは、特にモモ肉が気に入ったようだ。

　残念ながら牛とは違って、ランプ、イチボ、マルカワ、カメノコ、シンシン、トモサンカクなどの部位は切り分ける余裕がなかった。

　俺も、そこまでお肉に詳しいわけではないからな。

　未来の、お肉に詳しい人たちに期待しよう。

　ワイバーンと和牛のお肉の違いは赤身にあり、ワイバーンはとことん赤身に脂身が入っていない、なのに柔らかくて美味しい。

　だが残念ながら、ワイバーンを倒せる冒険者がとても少ないがゆえに希少に。

　そのため、そのお肉が高級品になってしまうのは仕方がないともいえる。

「最後にワイバーンの内臓です。頬ほお肉、心臓、大動脈、血管、肺、肝臓、腎臓、小腸、大腸、直腸、腎臓。塩ダレとニンニク味み噌そダレに漬けてあるのでよく焼いてと……」

　やはり、焼き肉の醍だい醐ご味みといえばホルモンであろう。

　最初は加工に苦労したけど、それぞれ味に特徴があって、焼肉の多様性を担保してくれるホルモンは、焼き肉には欠かせないものであった。

「ぷはぁ───！　お腹いっぱいなのである！」

「導師は食べすぎじゃないのか？」

「なんの、ブランターク殿。どうせこの身は魂のみであり、つまりは自由に飲み食いできるのである！」

　魂だけの状態で食事をとっても、実体はないのだから、栄養のバランスやお腹の具合を気にしなくても問題ないというわけか。

「確かに、あんなに沢山食べたのに、お腹が今にもはちきれそうということもありませんね」

「ですが、これまでに食べた料理やお菓子、お酒はすべてヴェルの魔法の袋から消えていますよ」

「不思議な現象ですね」

「ええ。ですが、こうやって定期的に食事休憩を入れることにより、三人は魂だけの状態でも死にませんし、今、何日も意識がない三人が飢えたり痩せ細ったりしないのは、この食事のおかげなのです」

「俺たちの体が、意識を失ったばかりの状態を保ち続けているということですか？」

「そうでなければ、一週間も意識を失って寝ていたら、しばらく訓練しないと人間は立ち上がれないよ」

　それは聞いたことがある。

　ベッドの上で一週間以上も寝たきりになると、どんな人間でも足の筋力が衰えて、上手うまく歩けなくなってしまい、リハビリが必要になると。

「せっかく魔力量を増やしたのに、しばらく体が動かないのでリハビリをします、なんてことになったら、ヴェルたちを呼び寄せた意味がなくなってしまいますから。私がそうしてくれと、大天使様に頼んだのですよ」

「大天使様からもモテるなんて、アルはすげえよなぁ」

　ブランタークさんは、女性にモテる師匠を称賛していた。

　確かに、同じ男としては羨うらやましい限りだ。

「というわけでして……。ヴェル、それは？」

「デザートですよ」

　魔の森のフルーツをカットしたもので、魔法で冷やしてある。

　凍らせずに、一番美味しく感じる冷たさまで冷やす。

　微妙な魔力の加減も、魔法の訓練のうちだ。

「私が死んだ魔の森で採れたものですか。やはりあそこには、ブライヒレーダー辺境伯の息子を治す魔法薬の材料があったのかもしれませんね」

「それはどうかな？　確かに魔の森では今でも新しい薬草が見つかっているが、お館やかた様の兄の病を治せたかどうかはわからん。なにしろ、すでに死んだ人間には試しようがないんだから」

　ブライヒレーダー辺境伯のお兄さんの病気がどのようなものだったのか詳細は知らないし、すでに死んでしまっているので、新しく見つかった薬草を用いた魔法薬を試すことはできないのだから。

「そういえば、ブライヒレーダー辺境伯のお兄さんは今ここにいるのですか？」

「いえ、彼はもう生まれ変わってしまったので、もうここにはいませんよ」

「随分と短い修行期間なんですね」

　その人がどのくらいで転生できるのか、基準がよくわからないけど、いまだ師匠はここで修行しているからな。

　その違いがよくわからない。

「アル、前のお館様はどうなんだ？」

「ええと、まだ地獄で苦労しているみたいですね。なにしろ、あれだけの人死にを出した責任者ですからね。私も死ぬ時に足あ掻がきすぎました。地獄には落ちませんでしたが、あの世での修行期間が長くなっています」

「たとえ魔物でも、沢山殺せば殺生であるか！　某も、死んでからあの世での修行が長そうである！」

「お師さんも、クリムトも、ヴェルもそうなるだろうね。だけど、こんな私でも地獄に落ちなかったのだから、お館様のように地獄で苦労することはないと思いますが……」

　ブライヒレーダー辺境伯のお父さんは、今も地獄で苦しんでいるのか。

　あと師匠の場合、大天使様が離れたくないから修行期間が長くなってるような気がする。

「ふう、久々に色々と食べられるのは楽しくていいですね。さて、修行を再開しましょうか。しばらくヴェルは座禅と瞑想のみですが」

「先は長いですね」

「現実にはそれほど時間は経たっていませんけどね」

　片づけが終わると、俺は座禅と瞑想、導師とブランタークさんは師匠と実戦形式での修行を始めた。

　今は焦らずにできる限り強くなり、あの魔族たちに一矢報いなければ。

　そういえば、エリーゼたちは元気なのだろうか？

「バウマイスター辺境伯、次の飯はなんなのである？」

「まだ決めてませんよ」

　次の食事も決めないといけないんだけど、四人でいると俺は家庭の主婦みたいだな。
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「どうだ？　ギガントの断裂において、なにか新しい発見はあったか？」

「いえ、特には……」

「帝国側も大分捜索隊の規模を増やしたそうだが、やはりなにも見つかっていないそうだ」

「陛下に害をなしたテロリストたちは、すでに別の土地に移動しているかもしれません。となると、ギガントの断裂周辺ばかりに捜索隊を集めるのはよくないかと。魔力回復を阻害する、古代魔法文明時代の巨大魔道具ですか。そういえば昨日、魔導ギルドの者たちが報告を上げておりましたが、ここ数日、魔力回復の阻害が止まっているということは、魔法の袋に入れて移動中だと考えられるそうで。それでしたら、現地の貴族たちにも協力してもらい、捜索隊の捜索範囲を国内の怪しい場所すべてとするべきです」

「ブレンメルタール内務卿、そなたは以前、兵力は王都周辺に集めるべきだと言っていなかったか？」

「確かに言いましたが、以前とは状況が大きく変わっております。もし再び魔力回復が阻害されるようなことになれば、ヘルムート王国が大不況に陥ってしまう。一刻も早く、陛下を襲った魔族たちと、彼らが稼働させている巨大魔道具を探すべきです。そのためには、国内の怪しい場所をすべて捜索させる必要があるでしょう」

「ううむ……確かに。エドガー軍務卿はどう思う？」

「ブレンメルタール内務卿の意見には、耳を傾ける価値があると思います」

「アームストロング伯爵は？」

「エドガー軍務卿と同じ意見です。ギガントの断裂周辺に送り出している魔法使いと兵力のみならず、国内でも彼らが潜伏していそうな場所はすべて探るべきだと思います」

「それしかないか……」




　いまだ意識が戻らない父の代わりに『代王』としてヘルムート王国の政務を見るようになったが、なんら状況は進展していなかった。

　依然として父を襲った魔族たちを捕らえられず、さらに例の巨大魔道具が稼働を始めたようだ。

　魔法使いたちの行動が再び制限され、足元では不景気の波も押し寄せようとしていた。

　魔族から購入した中古の魔導飛行船と魔道具が使えず、開発が大幅に遅れているからだ。

　なんら成果が出ない状況が続き、閣僚や大物貴族たちは若い私の統治能力にまだ疑問を持っている。

　私の都合どおり動いてくれず、胃の痛い日々が続いていた。

「（バウマイスター辺境伯が行方不明なのが痛い！）」

　父がアームストロング導師を重用した理由は、ただ親友だったからではない。

　いざとなったら、自分に逆らう者たちを物理的に消せるのだと、貴族たちにアピールするためでもあった。

　国の統治は綺き麗れい事ごとでは済まない。

　アームストロング導師という抑止力があることで統治が上手く進むのであればと、彼を用いることを父は躊ちゅう躇ちょしなかった。

　彼の方も自分の役割を重々承知していたから、普段からあのような言動を続け、時には大貴族に喧けん嘩かを売ることも躊躇ためらわなかったのだと思う。

　世間が思っているほど、アームストロング導師は無法者ではないのだ。

　私は、その役割をバウマイスター辺境伯に任せようと思っていた。

　彼はアームストロング導師ほど暴力的ではないが、優れた魔法使いである。

　その気になれば、王国の秩序を乱す貴族の討伐くらい余裕でできる。

　実際彼は帝国内乱で大活躍し、ヘルムート王国貴族で一番、帝国貴族を討った男なのだから。

　ところが私が焦ったばかりに、魔族たちに襲撃されて行方不明になってしまった。

「（閣僚の中で誰を軸とするか……）」

　閣僚たちは全員が同じくらいの地位にあるが、私の意を受けて閣議を進めてくれる存在が必要だというのに、全員が父に近いので、はたして真に私に協力してくれるものなのか。

　不安は大きく、それでもなにも決めないわけにはいかない。

「魔族たちは、どこに逃げたのかだ。やはり、ギガントの断裂周辺……いや、他の北部領域、帝国領に逃げた可能性もある。東部、西部、王都周辺に潜んでいる可能性も捨てきれない。父は、魔力回復量を減少させる巨大魔道具の発見を第一に考えていた。この方針を踏襲するため、やはり各地に兵士や魔法使いを送り込む必要があるな。エドガー軍務卿、できるな？」

「はい、魔導飛行船を用いればなんとか。ただ、その分、各地の流通と交通が滞ります」

　王国軍を大々的に移動させると、今度は大型魔導飛行船で行おこなっていた王国各地への人と物資の移動を制限しなければならなくなる。

　ますます景気が悪くなるが、巨大魔道具をどうにかしなければ、魔力回復量の大幅減少は一向に終わらないのだから。

　ここ数日は大丈夫だが、連中が魔法の袋で巨大魔道具を移設し続けでもしたら収拾がつかない。

　必ず、巨大魔道具を探し出さなければ。

「一時、みんなには我慢してもらうしかない。さらに兵士と魔法使いを動員して、ヘルムート王国中を捜索させよう。帝国にも同じことを依頼する。彼らとて、我々と同じ被害を受けているのだから」

「問題は、北の守りを薄くするかどうかです」

　バウマイスター辺境伯のおかげもあり、帝国の内乱を経て両国は友好関係にあるが、当然、国境付近にはそれなりの軍勢を配置している。

　これは戦争をしたいからではなく、お互いが警戒し合うことで戦争にならないようにするためだ。

　だが今の状況ならば、この兵力も巨大魔道具の捜索に投入する必要があるな。

「ヴァルド代王、本当に国境の兵力を巨大魔道具の捜索に回しても構わないのですか？」

「この私が、ギガントの断裂周辺に増派した兵力や魔法使いたちだが、かなりの数を王国各地に回さないと効率的な捜索ができない。私が許可を出そう」

　エドガー軍務卿も私の方針に賛成のはずだ。

　あれだけ王都の守備を固めるように言っていたブレンメルタール内務卿ですら、たとえ王都の守りを減らしても、今は巨大魔道具の捜索を優先するべきだと意見を変えたのだから。

「（閣僚たちに意見の対立がなくてよかった）では、そのようにしてくれ。ところで、バウマイスター辺境伯の行方はいまだにわからないのか？」

　我が親友、バウマイスター辺境伯が傍そばにいてくれれば、突然ヘルムート王国の統治を任された不安も消えるのだが……。

「（あとでホーエンハイム枢機卿と相談し、教会のネットワークを利用して捜索させるか……。アームストロング導師とブランタークも見つかってくれればいいのだが……）」

　最悪の事態ばかり考えても仕方があるまい。

　父の目が覚めない今、私は代王として、しっかりとこの国を統治していかなければならないのだから。
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「……ドーソン。あの衝つい立たてで囲われたものはなんだ？　なにかを建造しているのか？」

「あっ、はい。なんでも、ブレンメルタール侯爵家があそこに新しく別荘を建てるそうです。バウマイスター準男爵家が管理する森の近くなので、事前に連絡は入っています」

「この国が大変な時に別荘とはねぇ……。ブレンメルタール侯爵って、確か今は内務卿をしていたはずだ。ヴァルド代王の補佐で忙しいだろうに……」

「ですから、今は建設工事がストップしているようです」

「だろうな。こんな時に呑のん気きに別荘を建設なんてしていたら、それこそ閣僚失格というものだ」




　ヘルムート王国の英雄ヴェンデリンの平凡な兄にして、その七光で準男爵家の当主になれたこの俺ヘルムートだが、エドガー軍務卿からバウマイスター準男爵家が管理している森を念入りに捜索してほしいと連絡が入ってきた。

　そこで、家宰であるドーソンたちと共に急ぎ人手を集めて森に向かって歩いていると、周囲を衝立で囲われた土地を発見した。

　確かその土地は、ブレンメルタール侯爵家が以前購入した土地だと聞いている。

　なので我々が勝手に立ち入るわけにはいかないし、まさかあんなところに王国政府のお尋ね者たちや探し物があるわけがない。

　急ぎ、普段管理している森の捜索を始めなければ。

「お館様、バウマイスター辺境伯様は見つかるでしょうか？」

「ヴェルなぁ……」

　ここに来る前、王都バウマイスター辺境伯邸にいるエリーゼさんたちを訪ねたが、気丈にも彼女たちは悲しみなど欠片かけらも見せず、ヴェル不在のバウマイスター辺境伯家を懸命に守っていた。

「エリーゼさんたちが、ヴェルの生存を信じているんだ。我々がそれを信じないでどうする。そして、弟の七光で準男爵になった四男は、今できる仕事をするしかないさ」

「お館様……」

「ヴェルの悪運は折り紙付きだが、悪運のせいで死ぬことは絶対にないと思う。それにだ……」

「それに、なんですか？」

「俺も人のことは言えないが、クルト兄とは相性が悪かった。ヴェルも、あの世で先輩面づらして威張っているクルト兄には会いたくないだろう。だからヴェルは生きているさ」

「お話に聞いた限りでは、そうなのでしょうね」

「というわけで、これから森を丁寧に探すわけだが、他の貴族たちから応援の人手を出せと言われたら、可能な限り応じてくれとエドガー軍務卿からも言われている。そうなった場合の、人員編成も考えておいてくれ」

「わかりました」

　俺は平凡な男だが、弟のおかげで準男爵になれたのだ。

　ならばこういう時こそ、普段どおり真面目に与えられた仕事をこなさなければな。
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「……あの人間たち、どうやらこちらにはやってこないようだな。無駄な殺しをせずに済んでよかった」

「ここはブレンメルタール侯爵家の土地です。勝手に立ち入るわけにはいかないからでしょう。奴の家名が役に立ちましたな」

「腐っても大貴族ということか。こういうのをなんと言うんだったかな？　同志カイツェル」

「確かミズホとかいう土地では、『灯台下暗し』と言うそうで」

「王都郊外に、たまたまブレンメルタール侯爵家の土地があってよかった。まさか、ヘルムート王国の連中が必死に探している我らと巨大魔道具が、こんな場所にあるとは誰も思うまい」




　普段はほとんど人が立ち入らない、王都郊外にある森の中。

　そのほとんどが王国の直轄地であったが、一部だけブレンメルタール内務卿というか、ブレンメルタール侯爵家が所有する土地があった。

　奴はそこに新しい別荘を建てる予定だそうで、すでに整地され、建設予定地は衝立で覆われている状態だった。

　奴の財政状態は知らぬが、別荘を建てようとするとは、いかにも古臭い大貴族といった感じだ。

　別荘など、なにがいいのか私にはさっぱりわからない。

　だが、このところ我々が色々と騒動を起こしたせいで、別荘の建設工事は中止となっていた。

　それはそうだ。

　もしこの非常時に政府閣僚が呑気に別荘などを建設していたら、政敵に叩たたかれてしまうだろう。

　だが、一見この無駄に見える別荘の建設予定地は、我々にとって非常に都合のいい潜伏場所であった。

　いまだ建設工事が始まっておらず、なにもない状態だったのも好都合だ。

　このところ魔法の袋に入れたままだった巨大魔道具を置ける十分な広さもある。

　ただ、土地を囲うように立ててある衝立よりも圧倒的に高さがあって目立ってしまうので、事前に魔法で土地を掘り下げた。

　随分と深い穴になってしまったが、ブレンメルタール内務卿は我々に文句を言えまい。

　せっかく土地を掘り下げてやったのだ。

　あとで大貴族に相応ふさわしい、悪趣味な地下室でも作るのだな。

　まさか政府閣僚が、王都郊外にある自分の別荘建設予定地に、自分の王を襲撃した魔族たちと、世界を混乱に陥れている巨大魔道具を置いているとは誰も思うまい。

　現に奴からの報告によると、ヘルムート王国の若き代王は、我々と巨大魔道具を見つけ出すため、国土を隈くまなく捜索する決意をしたそうだ。

　そしてその代わりに、王都の防衛力が大幅に落ちつつある。

「同志諸君！　もうすぐ始まるぞ」

「つまり、我々が理想の国を作るための本拠地を手に入れられるのですね」

「そうだ」

　ヘルムート王国が国内各地に捜索の手を広げ、王都が一番手薄となった時、我々と我々に従うブレンメルタール内務卿とその手下たちが王城を落とす。

　これに成功すれば、我々が旧ヘルムート王国領の新たな支配者というわけだ。

「ですが同志オットー。ブレンメルタール内務卿は、必要な兵力を整えることができるのでしょうか？」

「どうやら大丈夫みたいだ」

　一見安定、成長しているように見えたヘルムート王国だが、思った以上の闇を抱えているようだ。

「王城と王都主要部の占拠には、ブレンメルタール内務卿のみならず、プラッテ伯爵、魔道具ギルドの会長シャーシェウド会長、他にも、多くの貴族たちが兵を率いて参加する。しかもブレンメルタール内務卿は、自分ではなく他の者を新王に立てると言ってきた」

　ブレンメルタール内務卿は、我々が思っていたよりも慎重な男のようだな。

　自分が傀かい儡らいの王になっても使い捨てにされると気がついたようで、他の人物を新王に推挙してきた。

　ヘルター元公爵という元王族で、今の王の叔父にあたる人物だそうだ。

　王族を新王にした方が、王都を攻め落としたあとの混乱も少ないと考えたのであろう。

　ヘルター元公爵とやらの出自に納得し、我らに従う貴族たちもいるだろうからな。

　しかしなにをやらかしたのか、そいつは『元公爵』だという。

　その程度の人間なら、あとで使い捨てにしてもブレンメルタール内務卿の良心が痛まないということか。

「プラッテ伯爵とは、以前息子がゾヌターク共和国防衛隊の船に魔法を放つよう部下に命令してブタ箱にぶち込まれている貴族だ。私から見てもどうしようもない奴だと思うが、味方は多い方がいい。我々が息子の釈放、帰国交渉に全力で協力するというのが条件だ」

　そんなバカ貴族でも、我が子は可か愛わいいというわけか。

　反乱に参加してまで、他国に捕らえられた息子を取り戻そうとするのだから。

「魔道具ギルドに関しては、優先的にゾヌターク共和国の魔導技術を提供してくれたら、魔法使いを含めて人を出すそうです。ブレンメルタール内務卿がそう言っていました」

「技術力のない下等種族は大変だな」

　人間たちがどう頑張っても、我ら優れた魔族には及ばない。

　特に魔導技術では大きく差を開けられており、少しでも我らに追いつくために必死なのであろう。

　ブレンメルタール内務卿の屋敷にある魔道具を見たが、あんな玩具おもちゃではな。

「技術者たちとも相談するが、まずは陳腐な技術から提供すればいいな」

　最先端の技術を与えると魔族の脅威に……向こうは下等生物なので、それはないとは思うが念のためだ。

　それにこういうものは、少しずつ徐々に出した方が、奴らも素直に従うというもの。

「古い魔導技術で言うことを聞いてくれるのなら、安いものではないか」

「同志オットーの言うとおりだと思います」

「下等生物にも可愛いところがあるものだ」

　野蛮で下等な人間だが、我々が正しく支配、管理すれば少しは我ら高貴で文明的な魔族に近づくはずだ。

「あとは、ブレンメルタール内務卿たちがいつ準備を終えるかだが、早ければいいというものではない」

　なるべく多くの王国軍やら、王国の優れた魔法使いたちが、王都から離れた瞬間。

　王城と王都の守りが一番薄くなった時を狙い、速やかに双方を占領する。

　そして、この巨大魔道具を王城の中に運び込んで守りを固めれば、魔力回復量が落ち込んだ人間は王城と王都に手が出せなくなるだろう。

　それに加えて巨大魔道具に溜ため込まれた魔力があれば、我々は無敵に近いのだから。

「ブレンメルタール内務卿とて、王国への反乱を成功させなければ自分は破滅するということは理解しているはず。今頃、必死に仲間を集めているはずです」

「下等生物だが数は戦力だ。せいぜい沢山集めてくれよ」

　もうすぐ、巨大魔道具に内蔵された巨大魔晶石が満タンになる。

　我々のみがほぼ無限に魔法が使えるとなれば、ヘルムート王国の支配も容易たやすかろう。

　そして世界を征服したのち、巨大魔道具で他の世界へと進出する。

「我々は、過去に例がない偉大な支配者として、この世界のみならず別世界をも安寧に導き、歴史にその名を記すのだ」

「夢がありますね」

「同志カイツェル、これは夢ではない。現実になるのだよ」

　ゾヌターク共和国の無能な為政者たちよ。

　今に見ているがいい！

　リンガイア大陸の完全支配に成功したあとは、民主主義を名乗る衆愚政治を打破し、魔族を衰退から救い、これまでにない繁栄に導いてやる。

　そしてお前らは全員、魔族を衰退させた罪で縛り首だ。

　私たちを熱狂的に支持する民衆に石を投げられ、罵倒を浴びせられながら、自分たちの無能さを理解させてから処刑台に立たせてやるぞ。
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「ブレンメルタール内務卿、本当に私の息子はすぐに戻ってくるのだな？」

「それどころか、新王の下で閣僚に任命しよう。そうだな、息子は空軍司令で、プラッテ伯爵は新しい軍務卿だな。だから覚悟を決めていただきたい」

「……わかった。私もヴァルド殿下は頼りなくて駄目だと思っていたところだ」

「シャーシェウド会長、貴殿もだ。もしこのまま状況が推移すると、なんら成果を出していない魔道具ギルドは確実に魔導ギルドの下部組織となる。それでも構わないのかな？」

「そんなことは許されない!!」

「許すも、許さぬも。ヴァルド殿下は、魔族が関わるこれまでの出来事において、なんら成果を出していないどころか、魔道具の輸入交渉を妨害ばかりしている魔道具ギルドに対し大いに不満を抱いている。今も目を覚まさない陛下と同じ考えなのだ」

「……我々はなにも悪くない！　これも、国益を考えずにバウマイスター辺境伯が大量の中古魔導飛行船と魔道具を輸入してしまうから！」

「だからだよ。魔道具ギルドが新王の即位に協力すれば、我ら人間の魔導技術が魔族に追いつくまで、国策で魔道具の輸入を制限できるようになる。我々には魔族も協力しており、彼らの仲間には技術者もいる。最新の魔導技術を供与してもらえるし、新しい陛下にお願いして、魔導ギルドを魔道具ギルドの下部組織にしてしまえばいい。どうかな？　シャーシェウド会長」

「その条件を必ず履行してもらえるのなら」

「では決まりだ」




　屋敷において、無事プラッテ伯爵とシャーシェウド会長の説得に成功した。

　これで、クーデターの際には纏まった兵力が期待できる。

　プラッテ伯爵は、こう見えて空軍閥の重鎮だ。

　シャーシェウド会長は魔道具ギルドのトップなので、魔法使いたちの参加も期待できる。

　魔力量の大幅減少があるとはいえ、やはり魔法使いは優れた戦力だからな。

　可愛いバカ息子のためと、しばらく魔道具ギルドの会長を続けたいという欲と。

　二人共まったく信用ならんが、利があるうちは裏切るまい。

　まあ途中でこちらを裏切ったところで、他の王族貴族が許してくれるはずもない。

　一度裏切ることを決めたらあとは死なば諸もろ共とも。

　それぐらいのことは、この二人も理解できるだろう。

　ヘルター元公爵は絶対に理解できないと思うが、あのバカは担ぎやすい神輿みこしなのでどうでもいい。

　どうせすぐに始末して、私が次の王に指名されたことにしてしまえばいいのだから。

　他の貴族はすべて小物だが、新王政権下で役職を与えることを約束したら、全員が参加してくれた。

　下手な奴に声をかけた結果、そいつがヴァルド殿下やエドガー軍務卿の元に駆け込むと困るので、確実にこちらにつきそうな貴族ばかりに声をかけた成果だがな。

　内務卿として、多くの貴族たちを管理してきたおかげだ。

　そんなどうしようもない連中でも、数は数だ。

　数百人もいれば、油断している王城を落とすなど容易い。

　魔族たちもいるからな。

　できれば陛下とヴァルド殿下に、新王となるヘルター元公爵へ王位を禅譲させる芝居は打ちたい。

　そのような茶番には騙だまされないぞという者たちも多かろうが、茶番でもやってしまえば、日和見な連中が利に釣られてこちらにつくはずだ。

　いま王国で役職についている連中を蹴落とし、自分がそれに取って代われるとなれば、裏切る者たちも多かろう。

「これで息子が帰ってくる。そして、親子して侯爵に陞しょう爵しゃくだな。いや、どちらかは、バウマイスター辺境伯領でも貰って……。うひひ、ざまあみろ、バウマイスター辺境伯め！」

「魔道具ギルドは守られた。それどころか、長年対立状態にあった魔導ギルドが傘下に入るのだ。私の功績は比類なきものになる。バウマイスター辺境伯め！　魔道具の密輸もそうだが、魔導ギルドにばかり肩入れしよって！」

　運よく、バウマイスター辺境伯への敵意のおかげで我々の結束は固いようだ。

　慎重に準備を進めているが、あと少しの辛抱だ。

　必ずクーデターを成功させ、この国を手に入れてやる！





　　　　　　　　＊＊＊






「う───ん、もうすぐかな？　餡あん子こが煮えてきたぞ」

「バウマイスター辺境伯、オモチが焼けたのである！」

「では、これをできたての餡子の中に入れてと。師匠、どうぞ」

「これがミズホの『オシルコ』か。クドすぎない甘さがいいね。おかわりをしてしまいたくなる」

「沢山あるので、遠慮しないでおかわりをしてくださいね」

「某、オモチを沢山である！」

「修行の合間に酒は駄目だからな。これは甘さ控えめで、俺でも美味しく食べられるんじゃないか。おかわりはいらないが。う───ん、この甘いオシルコに、苦いミズホ茶の組み合わせは最高だぜ」

「気に入ってもらえてよかったです」

「ヴェル、私にもオシルコ頂戴」

「……あのぅ……。どうして大天使様がここにいるのでしょうか？」

「アルの顔が見たいから」

「……（師匠、モテモテですね）」

「（えらく気に入られてしまったようで、私の転生は大分先になりそうだね。まあ、ヴェルが死んでから修行をつけられるから問題ないけど）」




　あの世での修行は、現地時間で三ヵ月が過ぎた。

　現世だと三日ほどか。

　『みんな大丈夫だろうか？』と思いつつ、ついに本格的な修行が始まった。

　座禅と瞑想で増やした限界魔力量を利用して魔力量を増やすため、全力で師匠、導師、ブランタークさんと模擬戦形式で戦うのだ。

　ただ俺は出遅れた分、師匠にも、導師にも、ブランタークさんにもボコボコにされた。

　だが、段々と戦える時間は長くなっており、特に導師とブランタークさんとはもうすぐいい勝負ができるようになるはずだ。

　魔法の精度と威力、魔力効率を鍛え直す訓練も同時に行っており──ようはすべて基本からやり直しだ──あの世だと寝ない分、修行の時間が多く取れるのはありがたかった。

　いくら疲れたり眠くならなくても、途中でダレてしまうことがあるので、今もこうして休憩がてら、ミズホ産のお餅を焼き、小豆で餡子を作り、お汁粉にして師匠たちに振る舞っている。

　みんな美味しそうにお汁粉を食べているので、出した甲斐があったというものだが、なぜか大天使様も俺にお汁粉を所望し、輪に入って美味しそうに食べていた。

「大天使様は、人間の食べ物を召し上がられるのですね」

「人間の食べ物は美味しいわよね。私たちはすべての生物の生死を管理しているんだけど、神様や大天使の存在と役割を理解し、私たちを信仰している動物から『草』とか『他の動物の死骸』を献上されてもちょっと困っちゃう。その点、人間の食べ物って本当に最高。ヴェル、おかわり」

「どうぞ」

「ありがとう、ヴェル」

「……どうも……」

　大天使様は、俺をヴェルと呼ぶのをやめなかった。

　どうやら師匠が俺をヴェルと呼んでいるから、自分も同じように呼びたいらしい。

　師匠のモテぶりに、俺はさらに驚きを強くした。

　大天使様のお椀わんにお汁粉を入れて差し出すと、彼女はとても美味しそうに食べ始めた。

「ところで、大天使様はずっとアルの傍にいて問題ないんですか？」

　年長者ということで、ブランタークさんが代表して大天使様に尋ねた。

　他の仕事があるのに、師匠の傍にいたいという理由でサボっていたら、あの世が色々と大変なことになりそうな気がするからだ。

「私の仕事なら問題ないわよ。すべて最速で仕上げて、残りの時間はずっとアルのところにいるから」

「それは問題ないのであるか？」

「ちゃんと仕事しているから問題ないわ。空いてる時間に私がなにをしていようと勝手じゃない。アームストロングは仕事人間で、仕事とプライベートは分けない人なの？」

「そんなことないのである、あるが……」

　導師が仕事人間だなんて、天地がひっくり返ってもあり得ない。

　さすがの導師も、ずっと師匠の近くにいたがる大天使様に驚きを隠せないだけだ。

　『師匠のモテぶり、半端ねえっすわ！』というやつだな。

「実は皆にちょっと頼みたい仕事があるんだけど、アルが、三人が仕上がってからの方が早く片づけられるっていうから、私も待っているの」

「仕事ですか？」

　修行のために呼び寄せられた俺たちが、あの世で活動して問題ないのであろうか？

「大天使様、生者である俺たちが、師匠と共にあの世で仕事をして問題ないのですか？」

「問題ないわよ。ブランタークも、アームストロングも、ヴェルも魔法使いだからね」

　魔法使いならできる仕事かぁ……。

　いったいなんだろう？

「それは、アルがあなたたちにオーケーを出してから話すわ。ヴェル、オシルコおかわり」

「はい」

　結局、俺が作った鍋一杯分のお汁粉は、半分以上を大天使様が食べてしまった。

　また作らないと……と思っていたら。

「次は、別の『すいーつ』が食べたいわ」

「わかりました」

　大天使様の命令だ。

　特別扱いであの世で修行させてもらっている以上、お菓子を作るぐらいなんでもない。

　翌日からも、食事やおやつの時間になると大天使様が必ず姿を見せ、誰よりも沢山食べるようになったけど、きっとあの世はちゃんと回っているはず。

　そんなことを心配してしまう俺は、まだ社畜精神が抜けきっていないのだろうけど。

　とにかく修行は順調に進んでいる。

　今、焦りは禁物だ。




「突然で悪いけど、ヴェルたちには仕事をしてもらうから」

「仕事ですか？」

「そうなのよ。大天使である私がさぁ、あなたたちを生かし、この天国で修行できる許可を与えた理由なんだけど、地獄の状態が悪くてねぇ。それをどうにかしてほしいのよ」

「地獄の状態が悪い？」

「ええ。どういうわけか、ヴェルが下界で色々な事件に巻き込まれる度に、地獄に大物が、それも短期間で次々と送り込まれたものだから、地獄が大変なことになってるの」

「地獄が混乱するような大物なんていたかな？」

　俺が地獄に送り込んだ人？

　クルトとか、ニュルンベルク公爵か？

「ノンノン、人間の悪党なんて地獄のバランスになんら影響ないわよ。ブランタークたちが倒した老火竜だけならともかく、骨竜、グレードグランド、アイスアーマードラゴンと、ヴェルたちがああいうのを短期間に次々と地獄に送り込むものだから、地獄のバランスが崩れて大変なの。こちらも人手が余っているわけじゃないから、そうすぐに対処できない。そこで、せっかくアルに魔法の修行をつけてもらっているんでしょう？　ちょっと大人しくさせて」

「はあ……」

　過去に散々苦労して倒した四体の竜たちを、再び倒せってことか？

　一回倒してはいるし、某特撮物では再生○人は弱いと相場が決まっている。

　大丈夫そうな気がするが、それならわざわざ俺たちに任せる理由はあるのか？

　生者である俺たちをわざわざあの世に呼び寄せて。

「あっ、その四体の竜だけど、生きていた頃よりもかなり強くなっているから」

「どうしてそんなことになるんです？」

　ブランタークさんが大天使様に問い質ただすと、彼女は怒りを隠せないまま話を続けた。

「つい先日気がついたんだけど、その四体はどうやら何者かによって変な細工がしてあって、地獄に落ちた途端、地獄の死者たちの陰気を吸収し始めたの。こんなおかしな事象、私も神様も初めてよ。神様と大天使の隙すきを突き、竜の死後、その魂に地獄で発動する仕掛けを仕込む人間なんて、あいつに決まっているけど……」

「あいつであるか？」

「イシュルバーグ伯爵よ！　人間なのに一万年以上も死なないし、あいつはいったいなんなのよ？　神様が作り出した生き物たちに変な細工はするし、罰を与えようと思っても見つけることすら困難で、腹が立つったら！」

　神様と大天使を出し抜き、竜におかしな細工をして地獄を混乱させる推定年齢一万歳超えの人間。

　俺たちも、イシュルバーグ伯爵の発明のせいで何度も酷ひどい目に遭っているが、神様まで欺くとはとんでもない奴だ。

「大天使様、つまり俺たちは地獄で暴れている四体の竜を倒すのが仕事なんですね？」

「そうよ！　地獄の陰気を吸収してさらに強くなった四体の竜を倒せるのなら、アルの目的は達成されたに等しい。違うかしら？」

「間違っていないのである！　卒業試験みたいなものである！」

「四体の竜たちを倒せなければ、到底現世で世界のバランスを崩して悦に入っている魔族たちに勝つのは難しいわ。アルに鍛えてもらった成果が出ればいいわね」

「あのぉ……」

　大天使様の話の合間に、俺はそっと手をあげた。

「どうかしたの？　ヴェル」

「俺、まだそんなに修行してませんよ」

　あの世の時間で三ヵ月ほどは、瞑想と座禅の毎日だった。

　ようやく実戦形式の修行が始まって一ヵ月ほど──ああ、もう下界では四日も経ったのか──まだ修行が終わったようには……。

　ご飯を作っている時間も多く、というか大天使様も、毎回ご飯やおやつを食べに来ていたのだから、それは知っているだろうに……。

　つまり、俺はまだ修行不足のような気がするのだ。

「ヴェル、いいことを教えてあげる」

「はぁ……なんでしょうか？」

「四体の竜たちが暴れているせいで、地獄の住民たちも暴れだし、今では制御不能なの。説得なんて通用する相手じゃないから、片っ端から戦って倒すしかないわけで。それが残りの修行ってことで。ヴェル、頑張って」

「地獄の住民が暴れているのなら、大天使様が自分でなんとか……うぐぐっ」

「えっ？　ヴェルはなに言いたいの？」

「お任せください、ファーラ様。三人の修行の成果を計るにはちょうどいい仕事です。これより、四人で地獄へと向かいます」

「頼むわね、アル」

「お任せください、ファーラ様」

「アルって頼りになるわね、だから大好き」

　そう言いながら師匠と腕を組み、その豊満な胸を彼の腕に押しつける大天使様。

　俺は、天国にいる大天使様という上司に意見しようとしただけなのに、師匠に口を塞ふさがれてしまった。

　さらに、大天使様から下された命令に素直に従う師匠。

　その光景は、まるでパワハラ上司に逆らわない社畜を連想させ、あの師匠がまったく逆らえない大天使様の強さを想像すると、寒気がしてくる……いや、師匠は上司からすげぇ気に入られているよな。

　俺のサラリーマン時代とは大違い──これぞ、イケメンかつコミュ強の力か──ちょっと泣けてきた。

「地獄の状態は、そんなに酷いのですか？」

「ブランターク、あなたたちが倒した老火竜一体だけなら全然問題なかったんだけどねぇ……。ヴェルが短期間に色々倒しすぎなのよ」
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「別に俺は、好きで倒したわけじゃないですけど……」

　それに元はといえば、イシュルバーグ伯爵が竜たちにおかしな細工を施していたせいだろうに。

「それは理解しているけど、今の地獄が混乱しているのは事実だから、討伐をお願いね。魔法の修行にもなるからいいじゃない」

「わかりました」

　大天使様の依頼を断るほど、俺は社畜から脱しているわけではない。

　師匠ですら逆らわないのだから、ここは魔法の修行のためだと割り切り、四人で地獄へと向かう。

　しかしまぁ……竜でも地獄に落ちるんだな。

　一つ勉強になったわ。
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「ここが地獄ですか？」

「ヴェル、そうだけどなにかおかしい？」

「地獄って、血の池や針山、賽さいの河原があって、親よりも先に死んだ子供たちが石を積んでいるのでは？　そしてせっかく子供たちが積んだ石を鬼が崩しちゃって。あれ？　誰もいない？」

「ヴェル、それは人間の得意な創作物からかしら？　地獄とは、罪を背負ったすべての生物が次の転生に備えて暮らす場所よ。だから、現世とよく似ているわ」




　大天使様の案内で地獄に到着し、その上空を『飛行』しながら様子をうかがっているが、この世界の地獄は俺が考える地獄とはまったく違うものだった。

　日本人が考える地獄にあるものは確認できず、その景色は現世とまったく変わりがなかった。

　自然が多く……というか、自然しかない。

　鬱うっ蒼そうと生い茂る広大な森の上空を飛んでいるが、まったく地獄に見えない。

　少し空が暗い以外は、まるで現世に戻ってきたかのようだ。

　そして、なぜか俺たちについてきた大天使様。

　師匠の隣で腕を組みとても嬉うれしそうだが、俺たちはあなたの命令で地獄に来たんです。

　デートじゃないので、師匠とイチャイチャしないでください。

　師匠が少し困った顔をしているじゃないですか。

　もしかしてこれは、パワハラ？　セクハラ？

　なお、俺に大天使様に意見する勇気は、前世で上司に逆らわなかった点からもお察しのとおり、まったくなかった。

　すみません師匠、俺に勇気がなくて。

「このドンヨリとした空気が、地獄の証拠かね。俺たちも、死後に落ちないように気をつけないとな」

「罪を犯した生き物が送られる場所ですからね。明るい空気のわけがないですよ」

「しかしながら、生物の気配がしない……ぬぉ───！　なのである！」

　俺たちを待ち伏せしていたのであろうか？

　森の中から、こちらに向かって黒い塊が多数、飛び上がりながら襲いかかってきたのだ。

「なんだ？　鳥か？」

「ブランタークさん、カラスですよ、これ」

「地獄によく似合う鳥だな」

「いえ、ヴェル。これはカラスに似ていますが、カラスではありません。地獄に落ちた飛べる生き物の大半が、この『暗黒鳥』へと姿を変えるのです。そうですよね？　大天使様」

「強い生物なら地獄でも生前の容姿を保てるけど、弱い生物はああなってしまうの。そして、いま地獄で暴れている四体の竜たちの影響を受けやすいわ」

「だからこうして襲いかかってくるってか？」

「大天使様、どうするのである？」

「倒すしかないわ。戦闘開始！」

「（大天使様の発言じゃないよなぁ……）」

　悲しいかな、社畜根性が抜けない俺は、大天使様の命令のままに師匠、ブランタークさん、導師と共に暗黒鳥を迎撃する。

　小さな『ウィンドカッター』を次々と投げつけると、暗黒鳥は一撃で消滅してしまった。

　以前なら『ウィンドカッター』を投げっ放しだったが、今はブーメランのように操作してなるべく一度に多くの暗黒鳥を落とし、魔力を節約できるようになった。

　魔族たちは、巨大魔道具が溜ためた魔力を利用できる。

　回復力が無限に近いので、こちらとしては魔力の節約を極めるなど、できる限りの対策を立てていかないと。

「ブランタークさん！　そっちに行きましたよ！」

「辺境伯様、任せろ！　導師、後ろだ！」

「ブランターク殿、すまぬである！　アルフレッド、森から追加で出てきたのである！」

「今、私たちが殲せん滅めつさせている群れと合流させると面倒だな。『氷弾』」

「氷を弾丸のように……。しかも、無駄がない。凄すごい……」

「ヴェルこそ、すぐに私の魔法を真似ることができて大したものだ」

「みんな、頑張ってねぇ」

「「「「……」」」」

　俺たちは連携し、さらに修行の一環として魔力を節約しながら、次から次へと森の中から飛び上がってくる暗黒鳥を倒していく。

　暗黒鳥一匹一匹はそんなに強くないが、集団で襲ってくるとかなり厄介な敵だった。

　しかも数が多く、いったい何匹いるのかも不明だ。

　魔力を節約しながら戦うしかない。

「頑張ってぇ───」

「「「「……」」」」

「（あの人、本当に大天使様なんですか？　どうして応援だけなんです？）」

「（地獄のことには直接手が出せないとか、そんな決まりがあるんじゃないのか？　俺にもわからんが）」

「（どうしてついてきたのである？　アルフレッド目当てとしか……）」

　応援ばかりで戦いに参加しない大天使に対し、俺たちは小声で文句を言う。

　さすがに本人に面と向かって言う度胸は……導師にもなかったようだ。

「もうすぐですかね？」

「もう新しく飛び上がってくる暗黒鳥はいないようだな」

「最後のひと押しである！」

　俺たちはさらに奮戦し、ようやく視界に暗黒鳥は一匹もいなくなった。

「ふう……。これで、暗黒鳥は全滅かな？」

「いえ、お師さん。あくまでもこの近辺の暗黒鳥だけです。なにしろ、飛べる生き物が地獄に落ちるとほぼすべてが暗黒鳥になってしまうのですから」

「ところで謎なのは、すでに死んで地獄の住民になっている暗黒鳥を倒すと、あいつらはどうなるんだ？　また死ぬのか？」

　地獄の住民が二度死ぬとも思えないが、魔法で致命傷を与えると姿を消してしまったので、色々と疑問は残る。

「師匠？」

「アルが説明してあげて」

　唯一の仕事だと思われた地獄に関する解説すら師匠に丸投げし、その腕にしがみつく大天使様。

　その様子はまるでリア充カップルのようであり、『こんな時なのに！』と俺は一瞬殺意を覚えた。

「（お前、なにしについてきたんだよ！）」

　心でそう思いつつも、それを口にできないシャイな俺って可か愛わいい……わけない。

「暗黒鳥もそうだけど、地獄の住民を倒すと一回消えてしまうんだ。でも死にはしない。倒されたことで魂に含まれる魔力やマナが大幅に減るから、すぐに復活しても……ほら、見てごらん」

　師匠に促されて森をよく見ると、もう暗黒鳥が復活していた。

　突然姿を現すので驚くが、こちらに襲いかかってくる気配はない。

　えらく大人しくなってしまったものだ。

「このように、一度倒してしまえばとても大人しくなるんだ」

「すでに死んでいるから、死なないんですね」

　なんか、ゲームかなにかでいうところのレベル１に戻る……そんな感じか？

　倒しても倒しても、ただレベル１の状態に戻って元の位置で復活する的な。

「四体の竜と合わせて、凶暴化した地獄の住民たちを鎮めるのが私たちの役目ってわけさ」

「どのくらいの数の地獄の住民たちが凶暴化したのかわからないのだから、俺たちはこれから大変なのでは？」

　地獄がどのくらい広いのかわからないし、過去に死んだ人間のみならず魔物や竜もいるのだ。

　全部が凶暴化したとは思えないが、四体の竜を見つけるまでこういった戦闘が続くような気がしてならない。




「うっ！　いつの間に……」

「なんだ？　囲まれてたのか！　どうして『探知』できない！」

「随分と沢山いるのである！」

　魔力節約のために一いっ旦たん地上に降り、凶暴でなくなった暗黒鳥を見て安心したのも束つかの間ま、俺たちは黒い影で構成された人型、四足歩行の謎の生物の群れに囲まれていた。

「人間や猿などが地獄に落ちると、このように『暗黒人』に、魔物や動物が地獄に落ちると、それらは『暗黒獣』へと姿を変えます。地獄でも生前の容姿を保っていたら要注意です。なぜなら……」

「とても強いからであるか？」

「そういうこと。弱い地獄の住民たちは、凶暴化して集団で私たち異物に襲いかかります」

「あれ？　じゃあ俺たちは、地上に降りない方がよかったのでは？」

　もし師匠が暗黒人と暗黒獣の存在を事前に教えてくれていたら、わざわざ地面には降りなかったと思うんだ。

「いえ、まさかずっと飛び続けるわけにもいかないからね。魔力が尽きてしまうし、魔法で飛びながら食事などをするのですか？」

「師匠、この状況でも食事はとるんですね……」

　幸いにして俺たちは、寝る必要も、食べる必要もない。

　地獄がこんな状態なら、不眠不休で任務をこなしていいと思うんだ。

「でもね、ヴェル。地獄がこの状態だと、君はあの世で過ごせる時間の大半を地獄の住民たちとの実戦で終えると思うんだ」

「実質、数ヵ月はかかるのか……」

「ええ、地獄は広いですし。お師さんの『探知』が効かない理由ですが、ほぼ間違いなく四体の竜たちの仕業ですよ」

「そうなのよ。私や神様ですら、四体が地獄のどこにいるのかわからないわ。地獄は今カオスなのよ」

　どうやら、俺たちが考えていた以上に地獄の状況は悪いようだ。

　ただ、地獄がカオスでも別に不思議とは思わないけど。

「だから、最初に拠点を作る必要があるし、そこにいる暗黒人と暗黒獣はすべて倒さないと、安心してヴェルの作る食事を食べられないじゃない」

「ヴェル、たとえ私たちに睡眠が必要なくても、戦い続けるのは無理だよ。集中力が落ちてしまうから。焦る気持ちはわかるけど、これも修行の一環だ。四体の竜たちを倒せるように頑張ろう」

「はい」

　やはり俺は、エリーゼたちが心配で焦っていたのか。

　師匠はそれを諫いさめてくれた。

　今は、一歩ずつ着実に強くなっていくしかない。

「そうですよね。それにブランタークさんや導師の家族はもっと心配しているでしょうから」

「無事に戻ればいい。ただそれだけだ」

「某それがしの家族は慣れているのである！」

　結婚したばかりのブランタークさんとは違って、導師は若い頃からかなりの修羅場を潜くぐっているから、少しくらい行方不明でも家族はそれほど心配しないのかな？

「とにかく今は、この湧いてきた暗黒人と暗黒獣を倒していこう」

「幸いにして、彼らはアルたちの強さを理解しているようよ。なかなか攻撃してこないもの。でも、放置すると隙すきを突かれるかも」

　暗黒人と暗黒獣は、一度倒すしかないってことか。

「しかしながら、人間も地獄に落ちると哀れである！」

「確かにな」

「ヴェル、油断しないように、効率よくだ」

「わかりました」

「ヴェル、今日は『かれーらいす』がいいなぁ」

「……」

　せっかくいい感じで話が進むと思ったのに、大天使様は俺の飯が目当てなのか？

　神様の次に偉いのに、それでいいのか？

　色々と疑問が浮かんできたが、まずは拠点の確保だ。

　俺たちはなるべく効率よく魔法を使って、次々と暗黒人と暗黒獣を大人しくさせ、地獄のとある森の中に拠点を作ることに成功した。

　あとは、凶暴化した地獄の住民たちを倒し続け、以前よりもさらに強くなっているという四体の竜たちを探し出して倒さないと。




　エリーゼ、フリードリヒ。

　そしてみんな。

　俺は必ず強くなって現世に舞い戻り、魔族たちにリベンジしてやる。





　　　　　　　　＊＊＊






「ぬぉ───！　この数はなんなのである？」

「暗黒獣はともかく、暗黒人は……知り合いかどうかわからないからいいか……。しかしこの数はなぁ……」

「師匠、やっぱり安全な宿営地を作るのって難しいような気がします。次々と押し寄せてくるじゃないですか」

「……地獄がここまで混乱している理由はなんだろう？　大天使様？」

「私にだってわからないことはあるわよ。まさか、こんな大混乱に陥っているなんて想像もしていなかったもの。ええいっ！　イシュルバーグ伯爵め！　あっ、そうだ。みんなに伝えるのを忘れてたけど、私はこの黒くてキモイ連中に手を出せないの。だから、駆除はよろしく」

「師匠、大天使様はついてこなくてもよかったのでは？」

「……きっと、ファーラ様が必要になる事態が訪れますよ」

「アルってば、鋭いわね」

「……本当であるか？」

「（クリムト、それ以上は聞かないでくれ）」

「（我が友も、美女には弱いのである！）」




　最初の拠点にずっといるわけにはいかないので、そこを出て次の森へと移動する。

　また休みたかったら、出現するすべての凶暴化した地獄の住民たちを倒して安全な拠点を確保しなければならない。

　しかし本当に、あの世の地獄は現世とほとんど変わらないな。

　針山、血の池はいくら探しても見つからず、森のあちこちから黒い影の鳥、獣、人間が次から次へと襲いかかってくる。

　俺たちは、師匠との特訓の成果を生かし、次々と魔法で凶暴化した地獄の住民たちを倒していった。

　師匠が前に説明してくれたとおり、彼らは元々死者なので死ぬことはなく、すぐに復活するが襲ってこなくなる。

　中には復活しない個体もいるそうで、それは倒されたことによって輪りん廻ね転てん生せいの輪に入っていくそうだ。

　倒されて罪がなくなる……。

　地獄に落ちる悪人は他人を殺したり傷つけていることが多いから、倒されてしまうのも贖しょく罪ざいって考え方なのかな？

　それはいいとして、凶暴化した地獄の住民たちの数が多すぎるような気が……。

　最初師匠は、俺たちの修行の邪魔になるからという理由で戦わないつもりだったそうだが、あまりに凶暴化した地獄の住民たちが多すぎて、その考えを改める羽目になった。

　四人で魔法を駆使し、襲いかかってくる凶暴化した地獄の住民たちを倒していく。いったいどれだけ倒しただろうか？

　それでも一向に減る様子はなく、しかももう一人の同行者である大天使様は天界のルールで俺たちに手を貸せないという。

　さらに……。

「ヴェル！」

「はっ！　魔法？」

　暗黒人の一人が、『ファイヤーボール』を放ってくる。

　まさか向こうが魔法を使うとは予想だにしておらず、師匠に声をかけられなければ食らっていたかもしれなかった。

「師匠、あの暗黒人は、生前魔法使いだったようですね」

「ええ、地獄の厄介なところは、過去の優れた魔法使いたちがいる可能性が高いことですね」

「地獄落ちの魔法使い……まあ、珍しくねえよな」

「悪の魔法使いも存在するのである！」

　過去に悪事を働き、地獄に落とされた魔法使いか……。

　ブランタークさんほどの人生のベテランだと、魔法使いとしては優れていても人間として問題がある人を色々と知っているのであろう。

　導師は……自分が死後、地獄に落ちないように気をつけないと。

「ヴェル、修行の一環だと思って頑張ってくれ」

「わかりました」

　突然暗黒人に魔法を使われたので驚いたが、どうやら『ファイヤーボール』しか放てないようで、大した実力はなさそうだ。

「この程度の魔法使いに苦戦していられないな」

　暗黒人は、すべて同じ形の影人間なので、誰だか区別がつかない。

　天国にいる人たちは生前の姿そのままなので、やはり地獄に落ちるとペナルティがあるんだな。

　師匠の教えどおり、小さな『ウィンドニードル』で魔力を節約しつつ、真正面から暗黒人を貫いた。

「そうだ。なるべく少ない魔力で貫通力を得られる『ウィンドニードル』で、暗黒人の『魔法障壁』を撃ち破る」

　俺の『ウィンドニードル』を『魔法障壁』で防ごうとした暗黒人だが、極限まで圧縮、高速回転を続ける風の針に貫かれて消滅した。

「何者だったんだろう？」

　生前、俺はあの暗黒人に会ったことがあるのかな？

「辺境伯様、『ファイヤーボール』を使う魔法使いなんて、それこそ山ほどいるんだ。特定なんて不可能さ。それよりも……」

　暗黒人の中にはまだ魔法使いがおり、彼らは次々と魔法を放ってくる。俺たちはそれを『魔法障壁』で防ぎ、回避し、魔法で反撃して倒していく。

「……これは……」

「ヴェル、どうかしたの？」

「大天使様、この黒い星はなんですか？」

　昨日も拾ったが、暗黒鳥、暗黒人、暗黒獣を倒すと、そのあとに黒い星が残る。

　大きな黒い金こん平ぺい糖とうのようだがいったいなんだろう？

「ますますわからないわ！　地獄の亡者たちが凶暴化することは幾度もあったけど、こんなものは出てこなかったもの」

「つまり、初めてのことだと？」

「そうなるわね。それにしてもなんなのよ！　このわけのわからない現象は！」
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　『探知』で黒い星を探ってみるが、なんなのかよくわからないままだ。

　大天使様が触ってもなにも起こらなかったし、あとでなにかわかるかもしれないので、拾って集めておく。

「食べると美味おいしいかもしれないのである！」

「いやあ……やめた方がいいぞ」

　ブランタークさんの言うとおりだ。

　もし食い意地の張った導師がこれを食べた結果、暗黒人にでもなられると困る。

　大体、黒い星なんてどう見たって美味しそうじゃないのに……。

　よほどお腹が……いやいや、あの世ではお腹は空すかないので、これはメンタル的ななにかか。

「バウマイスター辺境伯、某、なにか食べたいのである！」

「導師、あの世ではお腹は減らないですし、今はそれどころじゃないですよ」

　いまだ大勢の、凶暴化した地獄の住民たちが襲いかかってくる状況なのだ。

　これをなんとかして安全圏を確保しないと、今日も休憩すら覚おぼ束つかない。

　俺たちにとって、この地獄は完全にアウェーなのだから。

「導師、食べなくても死にやしないんだから、我慢しろよ」

「うぬぬぬ……。次から次へと！　某はもう頭にきたのである！　『魔導機動甲かっ冑ちゅう』！　装着なのある！」

　地獄にある森に降りてから、湧き続ける凶暴化した地獄の住民たちとずっと戦い続けている導師がついにキレた。

　よほど食事をとりたいようだ。

　必殺技である『魔導機動甲冑』を発動させ、自ら凶暴化した地獄の住民たちの群れの中心に飛び込み、手当たり次第に殴って蹴って倒し始める。

　その威力は絶大で、殴り飛ばされた彼らがポンポンと空中に飛ばされて、消滅していく。

　どうせすぐに復活するけど。

「さすがはクリムト、火力が尋常じゃないね」

「しかしなぁ……。この長期戦必至な状況で、『魔導機動甲冑』はねえだろう。魔力が切れるっての」

「ですが、以前よりも断然稼働時間が伸びてますよ」

　導師の『魔導機動甲冑』は攻撃力は絶大だが、稼働時間が短いのが大きな弱点だった。

　だが、今の導師はこれまでにない長時間、『魔導機動甲冑』で戦い続けている。

「師匠との修行で、『魔導機動甲冑』の使用魔力量が大幅に減ったんでしょうね」

　同じ魔法を使うのに、魔力使用量を減らせれば、それは魔力量を増やすのに匹敵する。

　これは導師が苦手な分野なのだが、それでも使用魔力量を減らせているのは、それだけ師匠が優れた指導者である証拠であった。

　なにより、基本的にゴーイングマイウェイな導師が、他人の指導を素直に受け入れるなんて珍しいことだ。

「アルが生きていれば、魔道具ギルドの連中に大きな顔をさせなかったのによぉ」

「いやあ、それはどうでしょうね？」

　師匠は、自分の存在程度で魔道具ギルドの連中が大人しくなるとは思っていないようだ。

　俺もそんな気がする。

　師匠の影響力云うん々ぬん以前に、彼らは大企業病のようなものに罹り患かんしており、そう簡単に変わるとは思えないからだ。

「ところで……やっぱり駄目だったな」

　ブランタークさんの懸念は当たり、やはり多少燃費が向上しても『魔導機動甲冑』は短期決戦用の魔法であることに変わりはなかった。

　これまで順調に、凶暴化した地獄の住民たちを蹴散らしていた導師だが、『魔導機動甲冑』が解けてしまい、まだ多数いる敵の中に孤立してしまったのだから。

「「導師！」」

「クリムト！」

「……助けて……なのである」

「だから言わんこっちゃない。辺境伯様、アル。行くぞ！」

　俺たちは急ぎ導師の応援に入り、以後は凶暴化した地獄の住民たちが出現しなくなるまで、ひたすら魔法を使って戦い続ける羽目になってしまったのであった。
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「ふう……ようやく、この辺の暗黒人も暗黒獣も暗黒鳥もすべて倒したようだな」

「しばらくすると、また元どおりだけどね。まあ、大人しいからいいけど」

「すでに死んでるから死なないんですね」

「そうなのよ。消えてしまった人も、輪廻転生の輪に戻っただけだから。あっ、もう煮えたかしら？」

「大丈夫ですね」

「あ───ん、フグ美味しいわぁ」




　二日目の拠点とした森の中に、凶暴化した地獄の住民たちの姿は一体もいなくなり、俺たちは導師のリクエストに応じて食事をとっていた。

　一人で『魔導機動甲冑』を纏まとって彼らの群れに飛び込んだのは無謀だったが、その成果が絶大だったのは事実。

　そのご褒美というわけだ。

　それに、大天使様も食事を所望したからだ。

　今日はミズホで購入した『身欠きフグ』を捌さばき、フグ刺し、フグ鍋、フグの唐揚げを作ってみた。

　毒の部分をすべて取り除いた『身欠きフグ』は、俺がミズホ公爵領の漁師に頼んで購入している。

　毒の部分がなければ、フグ刺しで多少分厚く切ってしまっても、特に不都合はない。

　導師もいるので大量に用意したのだが、みんな美味しそうに食べていた。

「さっぱりとした身なのに、確かな美味しさがあって最高よねぇ。人間は美味しいものが食べられていいわね」

「大天使様は、普段はなにか食べないのですか？」

「アルがお供えしてもらったお酒とか、チーズとかを分けてくれるくらいね。だから、これまでほとんど食べ物を食べたことがないのよ。大天使は神様ほどメジャーじゃないから、誰もお供えしてくれないの」

「そう言われると確かに、教会では神様の話はしても、大天使様の話はしないな。なんとなく神様の下に天使たちがいるイメージだ。あとは、教会から聖人認定された人たちか」

　神様の下に天使がいるというのは、エリーゼから聞いたことがあった。

　聖書のイラストや、教会のステンドグラスに描かれており、その姿は現代日本人である俺が想像する天使そのものである。

　だが、大天使様の絵やステンドグラスは見たことがないな。

　教会から認識されていないみたいだ。

「天使たちも、私と同じく食べ物なんて食べたことないと思うわ」

「あれ？　でも教会はお供えはしていますよ」

　俺も、エリーゼに頼まれて教会本部とバウルブルクの教会に持っていったことがある。

　どうせ、『教会の神官たちが食べてしまうんだろうな……』と思いつつも、それをおくびにも出さずに笑顔で持参する、空気を読む大貴族。

　それがこの俺、バウマイスター辺境伯という人間だ。

「教会の人たち、大天使である私や他の天使たちの顔や服装を全然把握していないみたいね。教会に描かれている天使の絵はまったく似てないのよ。だから毎日お祈りされても私たちに届かないし、似てない対象にお供えしてくれても、それも全然届かないから、天使たちも嘆いていたわ」

「それなら、人間の枕元に立って知らせたらどうです？」

　日本のおとぎ話でもあるじゃないか。

　神様が枕元に立ったので、お堂を建ててお祈りしたら御利益がありましたって話。

「たまにしてるけど、誰も気がつかないわよ」

「……辺境伯様……」

「……ええ……」

　一つとんでもない事実が判明した。

　確かに神様や天使たちは実在するが、世間の人たちが思っているほど神官たちとはわかり合っていないのだと。

「ふん、教会の腐れ神官たちなど、所しょ詮せんはそんなものである！」

　導師は、教会と相性が悪い。

　実は以前から、神官たちが神様や天使たちとまったく接点がないことを、さも当たり前といった口調で嘲ちょう笑しょうしていた。

　ホーエンハイム枢機卿などはよくやっていると思うんだけどなぁ……。

「現世に戻ったら、大天使様の絵やステンドグラス、像を作らせ、定期的にお供えをしますよ」

「ありがとう、ヴェル。私、甘い物とワインが大好きだから」

「ははは……」

　俺も師匠と同じく、大天使様からの愛称呼びが固定してしまった。

　しかし神様も大天使様も、俺の中身が別世界のサラリーマンである事実に気がつかないんだな。

　イシュルバーグ伯爵のせいで地獄が混乱しているというのに、その所在も掴つかめないし、神様も大天使様も意外と隙は多いのかもしれない。

「大天使様の宗教画とステンドグラスに像か……。ヴェルは、芸術の素養があるんだね」

「いえ、俺にそんなものはありませんよ。腕のいい芸術家と職人に頼むに決まっているじゃないですか」

　俺の芸術センスは、前に『幻術』で出した竜で察してくれ。

　ああ、師匠は見たことがないんだな。

「ヴェルが、大天使様や他の天使たちの容姿を伝えるのは難しくないかい？」

「ですから、写真を撮らせてほしいなと」

　俺は、魔法の袋から魔導カメラを取り出した。

　実はこれ、魔王様経由で手に入れたものだ。

「魔族の国の魔導撮影機は、とても進んでいるんだね」

　貴族がお見合い写真を撮ることは珍しくないので、師匠は魔導撮影機、カメラを知っていた。

　ただ人間が作る魔道具のカメラはとても大きく、気軽に持ち歩けるものではない。

　貴族は魔導撮影機が置かれている店まで行くか、出張撮影してもらうかだが、撮影にはかなりのお金がかかる。

　俺が持っている魔族の魔導カメラはとても小さいので、師匠はとても驚いていた。

「これは、古い型だそうです」

　新しいと高価だし、最新モデルの輸出入は禁止ということになっているので危険を冒すわけにはいかず、なによりこれで十分であった。

「はい、撮りますね」

「こうかしら？」

「……あの、無理にポーズをとらなくてもいいですよ」

「そうなの？　お供えが増えたら、御利益あげるからお願いね！」

　カメラを向けたらなぜかポーズをとり始めた大天使様を止めながら、彼女の撮影を始めた。

　これでちゃんとした絵や像が作れるはずだが、そこまでしてお供えが欲しいとは……。

　そして、実は教会の努力が肝心の対象に届いておらず……あっでも、神様はお供えに困っていないのか。

　神様は、貰もらったお供えを大天使様や天使たちに分けないんだな。

　実は神様って、意外とケチ？

「他の天使たちはどうしようかな？」

「あとで撮影してあげて。それはそれとしてフグチリもいいわよね。フグの鍋、美味しいわ。野菜もフグの出汁だしが染みて美味しい。ポン酢がとても合うのよね」

　撮影を終えた大天使様は、煮えたフグの身を『はふはふ』と言いながら食べていた。

　その横では師匠が甲か斐い甲が斐いしく煮えたフグを小鉢に入れてあげていて、なるほどマメな男はモテるんだなと、改めて思った次第だ。

「美味うまいのである！」

　その隣で導師が、大人げなく大天使様とフグの取り合いをしているけど。

「カラアゲは酒に合うな」

　あの世で食べ物を食べる必要性を感じていないはずのブランタークさんも、酒があれば話は別みたいだ。

　フグの唐揚げを食べながら、ミズホ酒を飲んでいた。

　大量に飲まないのは、暗黒鳥、暗黒人、暗黒獣を警戒してのことであろう。

「酒は美味いが、あまり酔わねえな」

「すぐに酔いが覚めてしまうのよ。魔力だって、時間がくれば休まなくても勝手に回復しているでしょう？」

「確かに、もう魔力は回復していますね」

　あの世は夜にならず、眠くならない。

　時間が経たてば魔力は回復するのだが、その間に時間潰つぶしをする必要があり、だから食事というわけだ。

「鍋の具がなくなったので、雑炊を作りますね」

　鍋に洗ったご飯を入れ、煮えてからホロホロ鳥の溶き卵を回し入れる。最後にパラリと刻みネギを。

　これでフグ雑炊の完成だ。

「バウマイスター辺境伯、沢山くれなのである！」

　導師の食欲はまったく衰えていなかった。

　お腹が空すいて死にそうになることはないが、お腹いっぱいになって腹がはち切れそうになることもない。

　そういう状態なので、導師のような人は大量に食べてしまうのであろう。

「なんとも言えないフグの味が染みていて最高ね」

「本当、これは美味しいですね」




「心落ちつくよなぁ」

「バウマイスター辺境伯、おかわりなのである！」

「わかりました」

　結局フグ雑炊は大半を導師が食べてしまったが、やはりフグはいいものだ。

　特に、前世がしがないサラリーマンであった俺からすれば、自由にご馳ち走そうを食べられるのは最高だな。

　ここは地獄だけど。

「デザートです」

　魔の森で採れたマンゴー、ライチを魔法で冷やし、カットしたものをデザートに出した。

「はあ……。私、同行してよかった」

「（なんの役にも立たないのである！）」

「（しぃ───！）」

　導師が本音すぎる本音を口にしたので、俺は慌てて彼の口を塞ふさいだ。

「アームストロング、なにか言った？」

「フルーツが甘くていいなって。ねえ、導師」

「そんなところである」

　導師、ノリが悪いな。

　自分の暴言が原因なんだから、もう少し上手うまく誤魔化してくれ……なんて思っていたら……。

「なんだ？」

「体が燃えるようだ！　もしやこれは……」

「うぉ───！　体が熱いのである！」

　突然、俺、導師、ブランタークさんの体が燃えるように熱くなった。

　それは一瞬で収まったが、俺たちは自分の体になにが起こったのかをすぐに理解する。

「最大魔力量が上がったのですか？」

「あのフグはよかったわぁ。天国で食べさせてもらった分と合わせて、御利益あったでしょう？」

「だからアルは、大天使様を同行させたのか」

「お師さん、おわかりいただけましたか？」

　大天使様に食事を出すイコール、大天使様にお供えをしたに等しく、その御利益があったというわけか。

「バウマイスター辺境伯、次の食事も奮発するのである！」

「（調子いいよなぁ……。このおっさん）」

　ついさっきまで大天使様を邪魔者扱いしていたのに、御利益があるとわかれば、俺に豪華な食事を用意しろと言うのだから。

「では、早速地獄とやらを大々的に捜索し、諸悪の原因である竜たちを見つけるのである！」

「それしかないけど、時間がかかりそうだな」

「お師さん、地獄は広いので仕方がありません。どうせ時間がかかるのなら、その時間を利用して三人の修行を続けるのみです」

「そりゃあそうだ。辺境伯様は、ほとんど基礎の修行しかしていないからな。ここで追いついてくれ」

「はい」

　それなら、ちょっとくらい俺の調理を手伝ってくれても……。

　俺は家事をしない夫に悩む妻の心情を理解しつつ、地獄の捜索を続けることを決意する。

　遠回りではあるが、必ず強くなって魔族たちに勝てるようになってやるぞ。
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「ううむ。針の山はないのに、水晶の山はあるんですね」

「ヴェル、この綺き麗れいな水晶はただの水晶じゃないんだ。地獄に落ちた者たちが、その罪を償い終えて輪廻転生の輪に戻る時、この『霊水晶』がこうやって飛び出してくるのさ」

「もの凄い数ですね。そして綺麗だ」

「時間が経つと風化して崩れてしまうのだけど、すべての地獄で償いを終えた魂の跡だからね。その数は膨大なのさ」




　最初に降り立った広大で鬱蒼とした森を出ると、紫色の水晶の柱が、まるで剣山のように地面から突き出ている岩場へと辿たどり着いた。

　師匠が紫色の水晶の正体を教えてくれたが、この霊水晶は、地獄での償いを終え輪廻転生の輪に戻った元地獄の住民たちの魂の抜け殻だそうだ。

「綺麗なのである！」

「この水晶、現世に持ち帰ったら売れたりしてな。見み栄えっ張ぱりな貴族たちが、珍しいからって大金を出しそうだ」

「お師さん、霊水晶は鉱物ではないですし、時間が経てば徐々に崩れてなくなってしまうものです。現世に持ち込もうとしても、形を保てずに崩れ去ってしまいますよ」

「へえ、そうなのか。一見普通の水晶にしか見えないけどな」

「ブランタークさん、あそこの霊水晶の山、崩れかけって感じですよ」

「本当だ。風化して崩れるのか」

「魂の抜け殻というのも、納得できるのである！」

　四人と大天使様は、霊水晶の柱が大量に突き出た山の合間を縫うように歩いていく。

　不思議なのは、森には大量にいた暗黒鳥、暗黒獣、暗黒人の姿がまったく見えないことだ。

　ここには魂の抜け殻が大量にあるので、地獄の住民たちも近寄らないのだろうか？

　だとしたら、俺たちが死体だらけの場所に近づかないのと同じ理屈だ。

「みんな、気をつけてね」

「大天使様、なにに気をつけるのですか？」

「凶暴化した地獄の住民たちが、霊水晶が沢山あるからここには近寄らないとか、そんな気を使うわけがないじゃない。どうして彼らはここにいないのか？　それは……」

「それは？」

「地獄の住民たちですら近寄りたくない、とてつもなく怖い存在がここにはいるってことよ」

「地獄の住民よりも怖い存在ですか？」

「同じ地獄の住民だけど、力の差が圧倒的すぎて、格下は怖くて近寄れないってこと。さあ、奥にいるから行きましょう」

「大天使様、もしかして奥にいるというのは？」

「ブランタークは察しがいいわね。私が討伐を頼んだ四体のうちの一体よ。私にはわかるわ！」

　だから大天使様は、俺たちに同行しているのか。

　まるでレーダーのようだが、大天使様でもかなり近づかないと『探知』できないのか。

　霊水晶の柱が大量に突き出た山の間を縫うように進んでいくと、ようやく俺たちもその存在を『探知』できるようになった。

「（伊達だてに大天使様ではないのである！　某たちよりも早く、奴の気配に気がついたのである！）」

「わお！　だからあいつは、霊水晶の山に居座ってるのね。自分の身を守るために」

「ヴェル、あの竜に見覚えはあるかい？」

「ありますね」

　それは、まるで山のようであった。

　この辺の山と違うのは、霊水晶の柱が沢山突き出ていない点だ。

　まるで鎧よろいのような分厚い霊水晶を纏った巨大な竜が堂々と鎮座しており、「グルグル」とうめき声をあげている。

　俺も、導師も、ブランタークさんも、その竜に見覚えがあった。

　生前は、極寒の北の大陸で氷の鎧を纏っていた奴だったんだが、今は氷ではなく霊水晶を鎧とした、『アイスアーマードラゴン』ならぬ『霊水晶アーマードラゴン』といったところか。

「しかしまぁ……。あいつを倒したのは俺たちなのに、随分と余裕じゃないか」

　霊水晶アーマードラゴンは接近した俺たちに気を留めるでもなく、霊水晶の柱をバリバリと食べていた。

　食べると、アーマーが強化されるのか。

　いったいどういう仕組みなんだろう？

「師匠、霊水晶を食べると自分の身を覆うアーマーが厚みを増す仕組みが不明です」

「奴は地獄の住民だから、少々常識ハズレなところがあっても仕方がないさ」

　霊水晶を食べ続けているドラゴンの体を覆うアーマーが、ほんの少しずつだけど徐々に分厚くなっていくのが確認できた。

　もしこのまま放置したら、いったいどこまでアーマーが分厚くなるのか。

「そういう事情だから、一秒でも早く倒さないと、防御力が永遠に増え続けるかもしれないわ。急いで倒して！」

「わかりました。ヴェル！　お師さん！　クリムト！」

　師匠のかけ声と共に、四人の魔法使いと霊水晶アーマードラゴンとの戦いが始まる。

　一回倒した相手だが、地獄で氷のアーマーを霊水晶のソレに変え、どれくらい強くなったのか。

　師匠も加わってこちらの戦力は大きいが、向こうもパワーアップしているはず。

　油断しないようにしなければ。

「あっ、そいつに倒されないでね。倒されると、ヴェルたちは死んじゃうから」

「「「……」」」

　大天使様……。

　それはもっと早く言ってください。

　まさか逃げるわけにはいかないので戦いますけど……。
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「（師匠は、あいつをどうやって攻撃するのだろうか？）」




　霊水晶アーマードラゴンとの戦いが始まった。

　俺たちは倒されると死んでしまうと聞いたので緊迫した空気が流れるが、それは以前戦った時も同じだ。

　それよりも初めて師匠と一緒に戦えるので、俺は楽しみでもあった。

　口にすると導師と同類に思われそうなので、決して声には出さなかったけど。

　先手を買って出た師匠が、『飛翔ひしょう』で浮かびながら霊水晶アーマードラゴンと対たい峙じする。

「アル、手伝うか？」

「お師さん、今はまだ前ぜん哨しょう戦なので私に任せてください。まずは敵をよく知る、ですよ」

　師匠がそう言った直後、彼は何本もの『魔法の矢』を放った。

　その威力はとても小さく、もし命中しても霊水晶アーマードラゴンにはなんら効果はなさそうだが……。

「霊水晶のアーマーは、俺たちにとって未知の存在。だからアルは調べているのさ」

　『魔法の矢』だが、赤い火の矢、白い氷の矢、青い水の矢、茶色い岩の矢、緑の風の矢、紫の雷の矢、黄色の聖の矢、黒い闇の矢と、まるで虹のようであった。

　緑の風、紫の雷、黄色の聖などは、師匠が自分で着色したようだ。

　それにしても、師匠が闇の魔法を使えるとは……。

　魔族ではないのに凄すごいと思う。

　もしかしたら、あの世で覚えたのかもしれないな。

　俺も覚えられるかな？

　あとで聞いてみよう。

「八本もの、別々の系統魔法の矢を同時に放つなんて、さすがは師匠！」

「なるほど。弱点を調べているのであるか」

　八つの系統の魔法を同時に使うのは凄いけど、その威力は全然大したことがなかった。

　まさか師匠もそれで霊水晶アーマードラゴンにダメージを与えられるとは思っておらず、その目的は霊水晶のアーマーに効果がある魔法を探るためだ。

　霊水晶がどの魔法に弱いのかなんて、誰にもわからないからな。

　しかし、師匠が放った八本の魔法の矢だが、全部弾はじかれてしまった。

　弱点の系統があれば、霊水晶に変化があるはずなのだが、聖魔法でも駄目なのか……。

「ここは地獄だから、聖魔法の効果があると思っていました」

「霊水晶は魂の抜け殻で、アンデッドではないもの。抜け殻に善も悪もないわよ」

　大天使様。

　そういう情報は、もっと早く教えてください。

「ということは、こういうことか」

　『飛翔』で師匠のところまで移動したブランタークさんが『念力』で霊水晶の柱を引き抜き、それを霊水晶アーマーに叩たたきつける。

　すると、霊水晶のアーマーの一部が割れて剥はがれ落ちた。

「どうやら、魔法よりも力勝負になりそうだな、これは」

　霊水晶はすべての系統魔法を弾くが、物理的な衝撃には弱いのか。

　しかしながら、俺たちは魔法使いなので、力はそれほどないのだけど……。

「ヴェル、こういう時のクリムトじゃないか」

「ああ、『魔導機動甲かっ冑ちゅう』ですね」

　俺たちの中で唯一、霊水晶のアーマーを効率よく破壊できるのは、導師の『魔導機動甲冑』なんだが、いかんせん燃費が……。

「だから、私たちでその燃費の悪さを補うのさ。クリムトに魔力を補充していけばいい」

「魔力の補充ですか？　ですが……」

　魔力には個人のクセがあるので、そのままでは他人に補充できない。

　だからこそ、それができるブランタークさんは凄すご腕うでだと評価されているのだが。

「ヴェル、私もあの世で他者に魔力を補充することができるようになったのさ」

「へえ、それは凄い！」

　あの世で、同じ魔法使い相手に練習したのかな？

「アルが補充してくれる魔力って、とても気持ちいいの」

　大天使様が練習相手だったのか……。

　師匠も男性なので、美女相手だと練習も捗はかどったのかな？

　『大天使様が、師匠に魔力を補充してもらってどうするんだ？』という疑問は、一いっ旦たん置いておこう。

「私とお師さん、そしてヴェルが、順にクリムトに魔力を補充していく。そうすれば、厄介なアーマーごとドラゴンも倒せるはずだよ」

「ですが師匠、俺は『魔力補充』を使えませんよ」

「それなんだけどね。今から覚えてもらおうと思って」

「いや、そんな簡単に覚えられないでしょう……」

　ブランタークさんからコツを聞き、これまで散々練習しても覚えられなかったのに、ぶっつけ本番で『魔力補充』を覚えられるとは思えないのだけど。

「私は覚えられたし、それに、どうやら今回の仕事のせいで、ヴェルに実戦形式の修行を施す時間がなくなりそうだ。ここは本物の実戦で覚えていこう」

「えっ？」

　俺もこの仕事を終えたら、導師やブランタークさんのように、師匠と実戦形式で修行できるんじゃなかったの？

「生者はあの世に長々といられないし、大天使様からの任務が最優先なのでね。暴走した竜たちとの実戦で強くなってほしい」

　暴走した竜たちとの戦闘が修行になってしまった。

　俺、師匠と実戦形式で修行したかったのになぁ……。

　ここ四ヵ月近く──実質四日間らしいけど──大半が瞑めい想そうと座禅と食事の支度で、実戦形式の修行は短い期間しかしていなかったのだから。

「『魔力補充』だけど、一回くらいの失敗なら、一時撤退してまたやり直せばいいじゃない。アルなら上手うまく取りはからってくれるって」

　などと呑のん気きに、大天使様が俺にそう仰おっしゃった。

　相変わらずの無責任ぶりというか、師匠を心の底から信用しているんだろうけど。

「とにかく、やるしかないのである！　アルフレッド！　『魔力補充』のタイミングは任せるのである！」

「クリムト、それは任せてくれ」

「では、行くのである！　ぬぉ───！　『魔導機動甲冑』！」

　またも導師が『魔導機動甲冑』を纏まとい、『高速飛翔』で数十メートルほど飛び上がり、霊水晶アーマードラゴンに対し上空から一気に巨大なハンマーを振り下ろした。

　鼓膜に突き刺さるような不快な破壊音と共に、霊水晶のアーマーが広範囲に渡って砕け散り、俺たちのところにまでその破片が飛んでくる。

「ぬぉ───！」

　導師が魔力の節約など一切考えず、間髪を入れずに全力でハンマー攻撃を繰り返していくと、その度に霊水晶アーマードラゴンから紫色の水晶片が舞い上がっていく。

　細かな破片が舞うと、地獄の薄暗い光にも反射し、キラキラと光って綺き麗れいだな。

「なるほど。奴はしくじったな」

「しくじった？」

「いや、この環境なら仕方がないのか。確かに、アーマーの素材を氷でなく霊水晶にしたことで、すべての系統魔法を防ぐことができるアーマーを手に入れた。だが……」

　氷のアーマーは竜の魔力ですぐに回復できるが、霊水晶のアーマーは霊水晶を摂取しないと回復できない。

　しかしそれを、導師が許すわけがないのだ。

　彼は全力で巨大なハンマーを振り下ろし続け、ただひたすら霊水晶のアーマーを砕いていく。

　激怒した霊水晶アーマードラゴンがその太い尻尾で導師に反撃するも、まるで見透かしたかのように事前に回避してしまった。

　この身のこなしは、師匠との修行の成果だな。

　だが、『魔導機動甲冑』のまま『高速飛翔』を用いて回避するので、魔力の消費量は尋常ではないはずだ。

　師匠との修行の成果で導師の魔力量は大分増えていたが、それでも稼働時間はさほど長くないはずだ。

「……お師さん」

「ほう、ちょうどいいタイミングで声をかけるな。さすがはアル」

　すぐさまブランタークさんが、『飛翔』で導師のところに向かう。

　導師も、もうそろそろ魔力が尽きることは重々承知だったので、攻撃をやめて後方から飛来したブランタークさんと合流した。
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　同時に……。

「ヴェル、気を引ければいい」

「はい！」

　俺と師匠は『爆発閃せん光こう弾』を霊水晶アーマードラゴンに向けて連射し、爆音と閃光でその視界と動きを封じた。

　ブランタークさんが導師に魔力を補充し終わるまでの時間稼ぎなので、音と閃光だけの魔法で威力は皆無である。

　俺と師匠も導師に『魔力補充』をする予定なので、魔力を無駄に消費するわけにいかないからだ。

　それでも無事に、霊水晶アーマードラゴンから導師とブランタークさんの動きを隠すことに成功する。

「『魔力補充』終了！　全部渡すわけにいかないからな」

「十分なのである！」

　ブランタークさんは邪魔にならないよう後退し、魔力が補充された導師は再び全力でハンマーを振り下ろす。

　次々と霊水晶アーマードラゴンの体の各部位を覆う重厚なアーマーが砕けていき、本体が見えつつある。

　霊水晶アーマーがなくなれば、あのドラゴンはただの大きな属性竜にしかすぎない。

　危機感を覚えたのか、霊水晶アーマードラゴンはブレスを吐いて抵抗してくるが、『魔導機動甲冑』を装着した導師にダメージはなかった。

「……次は私か……」

　師匠が『飛翔』で導師と合流し、俺とブランタークさんが『爆発閃光弾』で霊水晶アーマードラゴンの気を引く。

　導師への二度目の『魔力補充』は成功し、次はいよいよ俺か……。

「いきなりのぶっつけ本番。大丈夫だろうか？」

　さっき師匠から『魔力補充』のコツを教わったのだが、いまいちよくわからないというか……。

　そんなに簡単にできたら、世の中にはもっと『魔力補充』ができる魔法使いが多いと思うんだ。

「そんなに気にしなくても、駄目なら一時撤退して、明日にでもやり直せばいい」

「はあ……」

　ブランタークさんの言うとおりで、ここでの一ヵ月は現世では一日でしかない。

　今日撤退して魔力を回復させてから、明日やり直しても問題はないのだから。

　そう考えたら、かなり気持ちが楽になった。

「クリムト！」

「おおっ！　魔力が満タンなのである！」

　師匠から再び魔力を補充された導師は、最初のペースで霊水晶アーマドラゴンをハンマーで殴り始めた。

　このまま霊水晶のアーマーをすべて砕き、向こうに回復する隙すきを与えず、一気に本体を殴り殺すつもりか。

　実に導師らしいけど。

「ヴェル」

「はい？」

「体で覚えてくれ」

　俺の後ろに立った師匠が両掌てのひらを俺の背中につけると、そこからなんとも言えないヒンヤリとした魔力が流れ込んできた。

「ヴェル、これが共通化した魔力だ。これと同じ感覚のものを、自分の体内にある魔力から精製するイメージで。いいかい。『温かい魔力』だと失敗だからね。さあ、魔力をクリムトに流し込むんだ」

「わかりました」

　できるかどうかわからないけど、とにかくやるしかない。

　師匠とそんなやり取りをしている間に、ついに霊水晶アーマードラゴンの霊水晶アーマーがほぼ砕け散って地面に落ちた。

　導師が奮闘したおかげだ。

「ギュワァ───！」

「ふんっ！　自分の体を守るアーマーがなくなったのがそんなに辛つらいのか？　である！　デカイ形なりをして情けないのである！」

「ヴェル」

「はい！」

　いよいよ俺の出番となり、『飛翔』で導師の元に向かう。

　強気な発言で敵を挑発する導師だが、すでに師匠が補充した魔力も尽きかけていた。

　もし俺が『魔力補充』に失敗したら、残念だが今日は撤退するしかない。

　もしそうなったら、霊水晶アーマードラゴンのアーマーは完全回復するので、二度手間になってしまう。

　できれば一回で成功させたいものだ。

「お師さん！」

「わかった。なるべく時間を稼がないとな」

　俺がすんなりと魔力を補充できる保証もないので、ブランタークさんと師匠は、残り少ない魔力で時間稼ぎをしてくれていた。

　見た目だけ派手な『爆発閃光弾』で、霊水晶アーマードラゴンの気を自分たちの方に引いている。

「バウマイスター辺境伯、大丈夫であるか？」

「成功したら褒めてくださいよ」

「そのくらいできてこその、アルフレッドの弟子なのである！」

「厳しいなぁ……。ところで導師は、『魔力補充』はでき……」

「急ぐのである！」

　完全に誤魔化されたが、急ぎ導師に『魔力補充』をしなければ。

　俺は精神を集中し、自分の魔力を練って先ほどのヒンヤリとした感覚に近づけようとする。

　ヒンヤリとした魔力か……。

　俺にわかりやすいように、師匠は共通化した魔力に特徴をつけてくれたのだろう。

　導師と違って、師匠はブランタークさん並みに教えるのが上手だからな。

「……」

「バウマイスター辺境伯？」

「……もうすぐです……」

　師匠とブランタークさんは、ほぼすべての魔力を導師に補充したので、いつまでも魔法を使った時間稼ぎはできない。

　ゆえに焦りは出てくるが、師匠に言わせればその焦りも禁物だ。

　ゆっくりと魔力を練り、あのヒンヤリとした感覚に近づけていく。

　そして、ついにそれができるようになった。

　急ぎ俺の両掌から、導師の背中に共通化した魔力を流し込んでいく。

　俺もかなり魔力量が増えているので、導師の魔力をほぼ満タンにできるはずだ。

「導師、大丈夫ですか？」

「魔力は満タンなのである！　この三ヵ月ほどで、バウマイスター辺境伯の魔力量はかなり増えたのである！　『魔力補充』の習得にも成功したのは上々！　では、覚悟してもらうのである！」

「ヴェル！　自分の魔力を空にしないで！」

「おっと、そうでした」

　いくら導師への『魔力補充』に成功しても、そのあと魔力切れになって落下するのはいただけない。

　師匠が声をかけてくれたおかげで、俺は少しだけ魔力が残った状態で導師の背中から手を離した。

「いよいよこれで最後である！」

　三度魔力が回復した導師に、すべてのアーマーが壊された霊水晶アーマードラゴンは恐怖しているように見えた。

　もはや導師の攻撃を防ぐ霊水晶アーマーはなく、その身で導師が渾こん身しんの力で振り下ろすハンマー攻撃を受けるしかない。

「なるべく早く楽にしてやるのである！」

　どっちが悪役なのかよくわからない導師と霊水晶アーマードラゴンとの戦いは、『魔導機動甲冑』を装着した導師の連続ハンマー攻撃により、導師の完全勝利となった。

　可か哀わい想そうに、霊水晶アーマードラゴンは本体を導師によって袋叩きにされ、その場で消滅してしまう。

「エグイですね」

「少しだけ竜に同情してしまうな。ははん、なるほど」

　霊水晶アーマードラゴンが消滅してから数秒後、地面にはあの黒い星が落ちており、続けて一体の暗黒獣が出現した。

　だが暗黒獣は、俺たちを見るとその場から逃げ出してしまう。

「いくらすさまじい力を誇った竜も、地獄で倒されてしまえば、あとは輪りん廻ね転てん生せいの輪に戻るまで大人しいものよ」

　無個性で大人しい、一体の暗黒獣になってしまったのか。

　そして弱くなったので、慌ててこの場から逃げ出したと。

「この黒い星がよくわからないなぁ……」

「実はそれ、さっき神様に念話で聞いてみたけど、神様もわからないって」

「謎すぎる……」

　とにかく、そのまま放置しておいた結果、あとで大変なことになるかもしれない。

　回収して魔法の袋に仕舞っておくが、イシュルバーグ伯爵はなにをしたいんだ？

「本当に奴は、毎度毎度ろくなことをしないな！」

「黒い星のことは、あとで考えればいいのである！　無事に修行の成果が出たので、このまま次の竜へと向かうのである！」

　まずは初戦、導師と霊水晶アーマードラゴンとの戦いは、連続魔力補充で導師の『魔導機動甲冑』の稼働時間を延ばした俺たちの勝利となったのであった。
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「それにしても、霊水晶の山を見ながらブランデー入りのマテ茶を飲むってのもオツだね」

「さすがにこれほどの死闘を繰り広げたあと、すぐに他の竜を捜索するのは集中力が保もたないゆえ、こうした休憩は欠かせないのである！　おっ、このケーキは美味おいしいのである！」

「甘さ控えめで美味しいわ」

「へえ、今の現世にはこういうケーキもあるんだね」

「あっ、それ、俺が作りました」

「ヴェルはケーキも作れるんだね」

「このレアチーズケーキは、比較的簡単に作れるんですよ」




　霊水晶アーマードラゴンを倒した俺たちは、その場で休憩をとっていた。

　上を見上げると、どんよりとした地獄特有の暗めの空が見える。

　太陽がないにもかかわらず、暗くはないが明るくもない、というのがとても不思議だ。

　逆に天国は、太陽が見えないのに青い空が広がっていたのを思い出した。

　以前、ブロワ辺境伯家との紛争で用いた野外用の椅子とテーブルを取り出し、間食をしながら休憩に入る。

　あの世では眠ることができないので、魔力を回復させるにはただ時を待つしかないからだ。

　ゆえに、その間に食事や間食を楽しむというのは間違った考えではなかった。

　ストレスも解消され、集中力も元に戻るからだ。

　師匠が淹いれたマテ茶を飲みながら、俺が自作したレアチーズケーキを食す。

　このレアチーズケーキは、土台の部分を砕いたクッキーに火魔法で溶かした無塩バターを混ぜ固めたもので代用しているから、焼く作業がない。

　ゆえに、プロのパティシエではない俺でも簡単に作れる。

　生クリーム、クリームチーズは、バウマイスター辺境伯領産で魔法の袋の中に在庫があったし、他の材料も同じく魔法の袋にあったので、上手く完成させることができた。

　早速切り分けて食べるが、素人の俺が作ったにしては十分な美味しさだ。

　他のみんなも満足しているようだ。

「大天使様、この地獄で暴れている住民たちと、それらの頂点にいる四体の竜。そのうちの一体を無事に倒せましたが、他の三体はどこにいるのでしょう？」

「根気よく見つけるしかないわね。地獄は広いから、大天使である私でもある程度接近しないと『探知』できないのよ。あっ、ヴェル、レアチーズケーキおかわり」

「はい……」

「某それがしも！　大きく切ってほしいのである！」

　大きく作ったレアチーズケーキだが、大半は導師と大天使様が食べてしまいそうだ。

「アル、地獄の地図なんてないよな？」

「なくはないです」

「誰が作ったんだ？　それ」

「大天使様から話を聞いて急ぎ作ってみました。ですが、本当に大まかなものなので、精度に関しては期待しないでください」

　そう言うと、師匠はテーブルの上に羊皮紙に描かれた一枚の地図を広げた。

「東南端にあるのが、この霊水晶の山です。地獄ですが、ほぼ八割は森だと思ってもらって構いません。そして森には、多くの暗黒鳥、暗黒人、暗黒獣がひしめいていますが、普段はまったくの無害です」

　普段から多くの暗黒鳥、暗黒人、暗黒獣がいるが、彼らは自分の罪を償うことに精一杯で、まず他者に襲いかかるなどあり得ないと、師匠が説明を加えた。

「だが、短期間で四体の竜たちが地獄に落ちてしまい、さらにそいつらはイシュルバーグ伯爵が体内に仕掛けた黒い星のせいで凶暴化したわけか」

　ブランタークさんが、ブランデー入りのマテ茶をおかわりしながら話を続ける。

「多分、イシュルバーグ伯爵が地獄を混乱に陥れるため、わざと竜たちの体内に黒い星を仕掛けたわけではないと思うけど。竜たちの体に施されたなにかしらの仕掛けが地獄の環境に反応した結果、黒い星になって具現化したのでしょうね。黒い星は凶暴性のシンボルみたいなものだと思うわ。そして、他の地獄の住民たちにも伝でん播ぱした」

　なんて迷惑な仕組みだ。

　俺、そんなものを全部拾って魔法の袋に仕舞っているのか。

　大丈夫かな？

「イシュルバーグ伯爵が意図して地獄を混乱させているわけではないと？」

「腹立たしい人だけど、冷静に状況を判断するべきよ。四体の竜たちは、生前にその体をイシュルバーグ伯爵によって改造されていたのでしょうね。でも、数千年しか生きていなかった骨竜以外の三体をいつの間に改造したのやら……」

　古代魔法文明時代の崩壊は一万年前で、属性竜たちの年齢は数千年だ。

　双方に接点はない……いや、イシュルバーグ伯爵が死んでいないとなると、密ひそかに三体の竜たちになにかしらの細工を施した可能性があるのか……。

　だが、その詳細を大天使様と神様は掴つかんでいない。

「イシュルバーグ伯爵……不気味な人物ですね。私が生きていた頃は、大昔の有名な人という扱いでしたが」

「そのうち、俺たちが直接関わることもあるのかね？」

「現世でも、地獄でも、某たちに迷惑ばかりかけて、まさにいい迷惑である！」

　イシュルバーグ伯爵が生きており、大天使様や神様がその所在や行動を掴めないなんて……。

　そのうち、なにかとんでもないことをしでかしそうだな。

　注意しないと。

「話を戻すけど、この地図を見てもらってもあきらかなように、地獄は広く、いまだ凶暴化した地獄の住民たちがひしめき合っている状態だ。彼らを討伐しながら、残り三体の竜たちを探して倒さないと」

「時間がかかりそうですね」

「幸い、あの世の時間の流れはゆっくりだから、現世ではそれほど時間が経たっていないのが救いかな」

「そうですね」

　残り三体の竜を倒し、地獄を元の状態に戻すのにどれだけ時間がかかるのかわからないが、それが終わる頃には俺たちも大分強くなっているはずだ。

　今はエリーゼたちを信じて、俺は魔法の修行に集中することにしよう。
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「エドガー軍務卿、王国軍のほぼすべての戦力を国中に配置し、魔法使いの魔力回復を再び阻害している巨大魔道具の探索をしているが、いつ見つかるのかね？」

「王国軍と冒険者有志は、全力で国中を探索している。すぐに見つかるだろう」

「そう言ってすでに何日か経過しているわけだが、王都の守りが大分薄いのではないか。先日の陛下のように、ヴァルド殿下が魔族に襲撃でもされたら堪たまらない。戦力を王都の防衛に戻してはどうかな？」

「いや、ブレンメルタール内務卿、エドガー軍務卿には私がそう命じているのだ。今優先すべきは、魔力量の回復であり、それを妨害している巨大魔道具を見つけることだ」

「しかし、ヴァルド殿下」

「今のこの状況は深刻なのだ。魔力不足で王国の経済が停滞し、このままでは多くの民が生活に困窮するようになる。さらに我が国だけの問題ではない。帝国も内乱で受けた損害を復興させようとしているのにそれを妨害され、あの魔族の国ですら困り始めているのだから」

「魔族は全員が魔法使いで、我々以上に魔力への依存度が高いですからな」

「そういうことだ、ブレンメルタール内務卿。もし私が陛下のように襲撃を受ける可能性があるとしても、それは少数によるもの。ワーレンが対応しているので問題ない。それに帝国も魔族の国も、王国に攻め込む余裕がないのが現実であろう」

「確かに……。王国軍を王都に戻すのは、必ずしも得策ではありませんな。ならば、私から提案が……」

「提案？　ブレンメルタール内務卿、それはなんだ？」

「今は王国の非常事態。こういう時にこそ、王都の防衛は普段怠けている者たちに任せましょう」

「怠けている？」

「役職がなく、年金を貰もらっているだけの法衣貴族たちですよ。彼らを臨時に動員して、王都や王城の警備に回すのです。一族の男子や使用人たちを動員すればそれなりの数にはなるでしょう。この騒動が終わったら手当ぐらいは支払わないといけませんが、ルックナー財務卿の許可が出れば」

「どうなのだ？　ルックナー財務卿。予算は厳しいか？」

「いえ、一時的に王都や王城の警備を任せ、臨時の手当を支払うぐらいなら、それほど予算に問題はありません」

「ならばそうするか。ブレンメルタール内務卿、警備に動員する貴族たちを選んでくれ」

「畏かしこまりました」




　所しょ詮せんは、バウマイスター辺境伯とつるんでいる若造よ。

　脇が甘いことといったら。

　今日の閣議で、王都と王城を守る兵力が足りないので、普段仕事をしていない貴族たちを動員しようと言ったらすんなりと認められた。

　まあ普通に考えたら、再び白昼堂々王城の中でヴァルド殿下が襲撃を受ける可能性などゼロに近い。

　陛下の事件で失態を犯したワーレンが、決してそれを許さないだろう。

　ましてや、魔力回復量の減少で同じように被害を受けている帝国や魔族の国が王国に攻め入る可能性はほぼないはず。

　だからヴァルド殿下も閣僚たちも、私の提案を受け入れた。

「（今の王国はてんやわんやだ。どの貴族たちを動員するかは私に委ねられる）」

　この国の貴族たちを管理するのが、内務卿の仕事だからだ。

「（どこにどの貴族たちを配置するのかは、エドガー軍務卿が決めてしまうのだろうが……）」

　だが、普段ろくに仕事をしていない素人たちを王都や王城の警備に回せば、必ず混乱する。

　そんな中で、プラッテ伯爵、シャーシェウド会長、私たちの仲間に加わった貴族たちとその私兵たちが王都や王城の中を動き回っても誰も不自然に思わない。

「（ケチなルックナー財務卿が、許可を出してくれたので助かった）」

　奴が予算を執行すれば、王都と王城に普段は見かけない貴族とその私兵たちがウロウロするようになる。

「（そしてその状況を、王国軍の連中が不自然に思わなくなれば……）」

　警備の仕事に慣れていないので間違って王城に入ったというフリをして、私たちが率いる軍勢が一気に陛下とヴァルド殿下の身柄を押さえ、ヘルター元公爵を新しい王として、貴族たちの支持を集める。

　今、陛下は意識がない状態だし、ヴァルド殿下は若くて頼りない。

　さらに、私たちの決起に参加した役職のない貴族たちもそうだが、現状に不満を持っている貴族たちはとても多い。

　いくら王国の国力が成長して少しずつ仕事が増えているとはいえ、いまだその恩恵を受けられない貴族はとても多いのだから。

「（そんな貴族たちに、彼らを管理する内務卿の私が職を与えると言えば……）」

　必ずや、私たちを支持してくれるはずだ。

　そして……。

「（ヘルター元公爵はバカだ。奴に政務を任せるなんてあり得ないなんて、誰にでもわかる話。となると、王国の実務を担うのは……）」

　侯爵にして内務卿である私ということになる。

　実質、この国は私が統治することになるのだ。

「（魔族たちは、折を見て潰つぶせばいい）」

　いくら優れた魔法使いでも、魔族たちは数が少ない。

　それに、味方である我々に対しては隙ができるはずだ。

　なにより連中は、人間を下等生物だと見下しているからな。

　隙を突いて寝首をかいてやれば、簡単に始末できるだろう。

「（その前に、帝国と戦わせて消耗させるという手もある）」

　始末するまでに魔族たちを上手く利用できれば、リンガイア大陸の支配者はこの私だ。

　あとはその時の状況に応じて、ゾヌターク共和国を征服するのも良し、南と東にある大陸に殖民するのも悪くない。

「（見ていろよ、魔族たち。お前たちなど目的を達成すれば用ナシだし、お前たちの悪事を口実に、ゾヌターク共和国に攻め込むことだってできるのだから。策に溺れ、自分が誰よりも賢いと思っているオットー。今に見ているがいい！）」

　まずは、私たちの企たくらみに参加してくれることになった貴族たちを臨時の警備職に押し込み、王都や王城を歩き回っても不自然ではない状態にする。

　そして、時がきたら……。

「（そうだ！　この私が、リンガイア大陸の新しい支配者なのだ！）」

　人生の後半で巡ってきた、御家断絶の危機からの大きなチャンスだ。

　この賭けに勝ち、我がブレンメルタール家が世界の支配者となるのだ！
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「……大天使様、どうして地獄で流し素そう麺めんなのでしょうか？」

「ヴェルが貸してくれた本に書いてあったからよ。もの凄く興味があるじゃない。だって、ヴェルがリクエストをしてくれって言うから」

「このところ、なにを作っていいのかわからなくなりまして……」

「はははっ、バウマイスター辺境伯は家庭の主婦みたいである！」

「ヴェル、大天使様にどんな本を貸したんだい？」

「ミズホの文化を伝える本です」

「これは、ミズホの文化なのか……。生前の私はミズホにとても興味があったのだけど、結局訪ねることができなくてね。茹ゆでた細いパスタを木の樋といで冷たい水と共に流すなんて、実に風流でいいね」

「アル、この木は『タケ』っていう植物なんだぜ」

「おや、今ではお師さんの方がミズホに詳しいのですね」

「辺境伯様と一緒に行動しているとな、そういうことと縁が深くなるんだよ。俺は辺境伯様の師匠の師匠だからな」

「師匠の師匠ですか。仲がよくていいですね。ヴェルの師匠としては、少し嫉妬してしまいますが」

「その分、辺境伯様の悪運に巻き込まれて色々大変だけどな」

「某は楽しいので、まったく問題ないのである！」

「導師はな」

「ははっ、みんな楽しそうですね。それだったら私も死ななかった方がよかったのかな。なんて思ったりして」

「師匠……」

「冗談ですよ。私は死んでしまったからこそ、ヴェルと出会うことができた。あの短い修行の日々は私の中でかけがえのない思い出なのです」

「師匠……」

「ねえ、もっとソウメン流してよぉ」

「「「「……」」」」




　あの世基準で半月ほどの時が過ぎた。

　その間の俺たちは、師匠が作った地図を頼りに地獄をしらみ潰しに回り、襲ってくる大量の暗黒鳥、暗黒獣、暗黒人を倒し、彼らが落とす黒い星を集め、睡眠が取れないため、魔力が回復するまでの間、みんなで食べる食事や間食を作る。

　なぜか俺以外誰も料理をしないわけだが、ブランタークさんと導師はグレードグランド討伐時からそうだったし、そもそも導師の手料理は危険な匂いしかしないので、むしろ手伝ってもらわなくてもいいと思っていた。

　師匠は間違いなく、やろうと思えばいくらでも料理が上達するはず。

　それができなかったのは、主に女性がそれをさせなかったからかもしれない。

　そして大天使様……。

　これまで料理なんてほとんど食べたことがないと言っていたし、女性だから料理をしなければいけないというのも古い話だ。

　なにより、大天使様は見た目が女性なだけで、天使に性別があるのかもよくわからない。

　だから別に料理はしなくてもいいと思うのだけど、こう、人として、少しぐらい手伝ってもいいような気が……あっ、大天使様は人間ではないのか。

　ただひたすら、竹樋から流れてくる素麺を食べ続けていた。

　念のため、素麺を大量に茹でておいてよかった。

　でも一つだけ文句を言いたい。

　俺たちが思い出に浸りながら師匠としんみりと話しているのに、素麺のおかわりはもう少し待ってほしかった。

　なにも、食べさせないとは言っていないのだから。

　俺は『念力』を使い、竹樋の最上流から茹でた素麺を流す。

　竹樋には冷たくて綺麗な湧き水が常に流れるように設置しており、これがまたすごくいい水なのだ。

　とても地獄の水とは思えない。

「大天使様、この湧き水は綺麗で冷たくていいですね」

「地獄の湧き水はね、誰も汚染する人がいないからとても綺麗なのよ」

「耳に痛い話ですね」

　リンガイア大陸でも徐々に開発が進んでいるので、あと数百年もしたら現代地球のように環境破壊が問題になるかもしれない。

　ただ、この世界では空気を汚す化石燃料がほとんど使われていないので、そこまで環境汚染が酷ひどくはならないかもしれないけど。

　そんなことを考えながら素麺を流していくが、これでは足りないかもしれない。

　もう一度茹でないといけないかなと思いつつ、最近感じてしまうことがあるのだ。

　基本、竜たちに接近した時に探知機となる以外、仕事をしない大天使様についてだ。

　さすがに、少しくらい炊事を手伝ってくれないかなと。

「う───ん、どうしたものか……」

「ヴェル、どうかしたの？　悩みなら、私が相談に乗るよ」

「……いいです……」

　言おうかと思ったが、相手は大天使様だからなぁ。

　もしかしたらすげえ炊事が下手で、かえって俺の仕事が増える可能性もあるわけで……。

　つい言いそびれてしまった。

「はっ！　もしやヴェルは私を信じていないの？　私、大天使なんだけど！　こう見えて結構な力を持つから、この地獄でもかなりのお悩みを解決できちゃうんだけど！」

「いやあ、これは難しいかなって」

「そんなことないわよ。この私に言ってごらんなさい。きっと解決できるから」

「それでは大天使様、料理を手伝ってください」

「……無理ね」

「今、私は大天使で、結構な力を持つって言ってませんでしたか？　料理くらいできるでしょう？」

「私の力は、そういう細こま々ごまとしたことには対応できないのよ！　力がありすぎるのも考えものよね」

「嘘うそつき……」

「ねえ、ブランタークとクリムトは？　ヴェルとずっと一緒に行動しているのに、料理なんてなにもしないじゃない！　いい年して酷くない？」

「あのぅ……。ああ見えて、あの二人は大天使様よりも若いですし、食後の後片づけくらいはしてくれますよ。ちなみに大天使様は、『ヴェルぅ、魔法の袋に仕舞ってあるお菓子頂戴』って言いながら、空中で寝転がっているじゃないですか。そんな様子を師匠に見せて、その……女性としてどうなのかなと……」

　地面じゃなくて空中で寝転ぶものだから、角度によってはドレスのスカートの中が……。

　エリーゼは絶対にそんなことはしないので、俺は大天使様って女性としてどうなのよと思ってしまうのだ。

　『師匠に嫌われませんか？』と。

　あっ、天使に性別があるのかわからないんだった！

「ううっ……ヴェルが苛いじめる……」

「ヴェル、ファーラ様は初めて色々と飲み食いできる状態なので、つい嬉うれしくてこうなってしまっているんだよ。私に免じて、許してあげてくれないか？」

　さすがは師匠、女性には優しいじゃないか。

「優しいわぁ、さすがはアル。ヴェルは駄目！　細かいと女性にモテないわよ！」

「大天使様、辺境伯様は、沢山の奥さんがいるんですぜ」

「知ってるけど、神様はその人の将来をある程度見通せるのよ。ヴェルのポテンシャルはこんなものじゃないから！」

「ほほう、バウマイスター辺境伯の奥さんの数は、これからも増え続けるのであるか！」

「えっ？　そうなんですか？」

　いや、そんな将来知りたくなかった。

　というか、魔法のポテンシャルじゃないのかよ！

「だから女性には優しくね」

「女性に優しくすると、奥さんの数が増えませんか？」

「残念！　優しくしなくても、奥さんの数は増えるけど、優しくないとあなたの足を引っ張る奥さんが増えるわよ。それでもいいの？」

「どうして優しくしなくても奥さんが増えるんだ？」

「ヴェル、世の中には唾だ棄きすべき人物なのに、結婚している人が結構いるじゃないか。そして、そういう人物と結婚する女性も似た者同士だったりする」

　人生の先輩である師匠の言葉は重いが、過去の経験からなのか？

「確かにいますけどね、そういう人。ところで大天使様、明日の食事の支度の手伝いですが……」

「ヴェル、お菓子まだ？」

「……人の話を聞いていない……」

　結局、大天使様は料理を手伝ってくれなかったが、それは仕方がないか。




　さらに地獄探索は続き、遭遇した暗黒鳥、暗黒獣、暗黒人を退治しながら、三体の竜を求め方々をしらみ潰しに探索していく。

　現世ではそれほど時は経っていないと聞くが、あの世ではすでに一ヵ月。

　俺たちは地獄で移動と戦闘を続け、俺は食事を作り続けた。




「このところお肉が続いたから、お魚が食べたいわ」

「……はい」

　家庭の主婦ってのは大変なのだと、今改めて思い知った次第だ。

「明日は魚の料理にしますけど、残り三体のドラゴンが見つかりませんね」

「もうすぐよ。近づいてきている。私にはわかるの」

「ようやくですか……」

　霊水晶アーマードラゴンを撃破してから一ヵ月、地獄に来てから四ヵ月ほどか。

「少し北に移動すると、そこに老火竜がいるはず。赤いイメージなのよ」

「俺たちのパーティが倒した奴だな」

　ブランタークさんの名を世に知らしめたのは、彼のパーティが老火竜を倒したからだ。

　アルテリオも、そのおかげで政商への第一歩を踏み出せたのだから。

「老火竜は四体の中で一番弱いはずなんだが、地獄でどうパワーアップしているのやら……」

　大天使様のリクエストで、おやつに王都の有名な製菓店のケーキを食してから北上すると、地獄に相応ふさわしく赤い池があった。

「血の池？」

「辺境伯様って、すげえこと考えるのな」

「ヴェル、この池は溶岩の池みたいだよ」

　血の池って、日本では割とデフォな表現なんだけど、こっちの世界ではまったく受け入れられなかった。

　森ばかりの地獄にしては珍しく、溶岩の池かぁ……。

　池なのに流れがあるのは、池の底から常に溶岩が湧き出ているせいだろう。

　池から溢あふれ出た溶岩は川となり、近くにある底の見えない谷へと落ちていくのが確認できた。

「出るわよ！」

「なんと！　池から竜が出たのである！」

　俺たちが溶岩の池の畔ほとりに立つと、池の中からなにやら巨大な生き物が現れた。

　こちらにまで溶岩を撒まき散らかし、池の周辺の森では火災が発生する。

　出現するだけで、なんて迷惑な奴なんだ。

「辺境伯様！」

「はい」

　俺たちは、溶岩のせいで森に発生した火災を急ぎ魔法で消火する。

　そうしないと、俺たちが窒息するかもしれないからだ。

「あっ、あの世なので窒息はないのか？」

「ううん。本人がそう感じたら窒息してしまうから、ちゃんと対処した方がいいわよ」

「バウマイスター辺境伯！」

「出たぁ───！」

　ブランタークさんが倒したという老火竜は、グレードグランドよりもひと回り小さかった。

　溶岩の池から出現して体の上三分の二ほどを晒さらすが、池からは完全に出てこない。

「こいつにとっては、溶岩の池はちょうどいい湯加減のお風呂くらいの感覚なんでしょう」

「老火竜だから、火には強いんですね」

　師匠がそう推測する。

　こいつは地獄でパワーアップしているはずだが、それがなんなのかと身構えていたら、老火竜が口からブレスを吐いた。

「火炎？」

「違う！　辺境伯様！」

「あっ、はい！」

　ブランタークさんに注意され、咄とっ嗟さに『魔法障壁』を厚くしたので助かった。

　なんと老火竜は、火炎と溶岩が混じったものを吐いたのだ。

　火炎の熱とマグマの質量が合わさり、その威力はかなりのものだ。

「生前に比べると、圧倒的にブレスの威力が上がってやがるな」

　ブランタークさんがそう呟つぶやいた。

　もし『魔法障壁』を厚くするタイミングが遅かったら、ブレスの直撃を食らうところだった。

「『火炎溶岩弾』って感じですか。でも、他は普通の属性竜かな？」

「そうでもないみたいだよ」

　師匠が『ブリザード』で老火竜を包み込むように攻撃した。

　試すように放っただけなのに、その威力はリサのそれを凌駕りょうがしているのが凄い。

「さすがはアルフレッド！　このまま粉々になるのである！」

「残念、表面だけよ」

　大天使様の言うとおりだった。

　師匠の『ブリザード』で表皮にダメージを受けた老火竜だが溶岩に浸つかると、受けたダメージもすべて回復してしまった。

「火の属性竜だから、溶岩で防御力と回復力まで補っているのか……。大天使様、こいつは倒せるんですかい？」

「直接手は貸せないけど、老溶岩竜の倒し方を伝授するのはアリよ！　このまま老溶岩竜に攻撃しても、すぐに溶岩で回復してしまうから意味はないわ。一人が溶岩の池に潜って底にある溶岩の噴出穴を塞ふさぎ、残り三人で一斉に老溶岩竜を攻撃して、凍らせるしかないわ」

「もの凄く具体的な策ですね」

　しかも的確すぎる。

　これまで何度も、心の中で役立たず扱いしたのがバレたのか？

「あなたたちならやれるはずよ！」

「それはいいのですが、問題は誰が溶岩の池に潜って底にある溶岩の噴出穴を塞ぐかですね。とても危険ですから」

　溶岩とその熱を防ぐ強固な『魔法障壁』で身を包み、溶岩の池に飛び込み、一時的とはいえ底から噴出する溶岩の流れを止めなければいけないのだから。

「誰が溶岩の池に潜るのか、慎重に決めないと……」

「俺がやるよ」

「えっ？　ブランタークさんがですか？」

　正直なところ、彼だけはないと思っていた。

　なぜなら、この四人の中で一番魔力量が少ないからだ。

「もし溶岩の池の中で魔力切れになったら大変ですよ。ここは俺が……」

「いや、俺がやる。『老溶岩竜』を魔力が多い三人で確実に仕留めてくれ」

「わかりました。お師さんの意見を尊重します」

「ブランターク殿、任せるのである！」

「溶岩の池の底を塞いだら、なんらかの方法で合図をするから、三人でカチカチにしてやれ！　じゃあ行くぞ！」

　ブランタークさんは躊躇ためらうことなく『魔法障壁』に身を包んでから、溶岩の池に飛び込んだ。

　そして十数秒後、溶岩池の中から『花火』が打ち上げられる。

　同時に、湧き出す溶岩の流れが停止した。

　ブランタークさんが、溶岩の噴出穴を塞ぐのに成功した証拠だ。

「ヴェル！　クリムト！　全力でいくぞ！」

「はい！」

「おう、なのである！」

　俺、導師、師匠の三人で、三方から老溶岩竜に攻撃を開始する。

「うぉ───！　新たに覚えた『大氷蛇』を食らうのである！」

　魔力量が上がり、師匠から修行を受けた導師は、大蛇の形をした氷魔法を次々と放ち、それを老溶岩竜の体のあちこちにぶつけた。

　溶岩で回復してしまうほど火と相性がいい老溶岩竜は、逆に氷とは相性が悪い。

　老溶岩竜の体のあちこちが酷い凍傷にかかって、不快そうな鳴き声をあげつつ、その全身にダメージを蓄積させていった。

「あっ、でも」

　俺は一つ重要なことに気がついた。

　確かに老溶岩竜は導師の氷魔法で大ダメージを受けたが、もし溶岩に潜ってしまったら、すぐにダメージを回復させてしまうはず。

　キリがないので、その対策を考えなければならないと俺が思ったその時には、すでに師匠が先手を打っていた。

「ヴェルも手伝ってくれ」

「手伝う？」

「老溶岩竜の周囲にある溶岩さ」

「ああっ、そういうことですね」

　師匠は、普通の『ブリザード』を老溶岩竜の足元にある溶岩へと放ち、それを一気に固めてしまった。

　その意図を察知した俺も、同じ氷魔法で老溶岩竜周辺の溶岩を固めていく。

　それにより、固まった溶岩で足と下腹部が閉じ込められてしまった老溶岩竜は動きを封じられたばかりでなく、ダメージを回復させることができなくなったのだ。

　老溶岩竜は火の竜なので、固まって岩になってしまった溶岩ではダメージを回復できない。

「まあ、これもお師さんの献身のおかげだけどね」

「ブランターク殿も熱いはずなのである！　急ぐのである！」

　ブランタークさんが溶岩池に潜って底にある溶岩の噴出穴を『ブリザード』で固めて塞いでいるからこそ、師匠の作戦は成功している。

　しかし、『魔法障壁』で熱さを防いでいるとはいえ、長時間は保もたないはずだ。

「ギュワァ───！」

「お前はそこで、固まった溶岩から抜け出せない間に凍死するのさ。覚悟するがいい」

「某が放てる限りの『大氷蛇』を食らうのである！」

「凍れ！」

　三人が放った氷魔法を食らい、老溶岩竜の特徴的な真っ赤な表皮は凍傷になり、徐々に凍りつき、その範囲が全身へと広がっていく。

　ダメージを回復させようにも足元やその周辺の溶岩は固まっており、もはや脱出することすら困難な状況だ。

　老溶岩竜は、どうにか溶岩が残っている場所に移動しようとするもそれも叶かなわず、ついに倒れ伏してしまった。

「まるで氷の竜みたいになったね」

「倒したのであるか？」

「師匠、導師、アレを見てください！」

　老溶岩竜があっという間に消え失うせ、そのあとには例の黒い星が残った。

　俺がそれを拾って魔法の袋に入れると同時に、まだ固まっていない溶岩池の中から『魔法障壁』に身を包んだブランタークさんが飛び出してきた。

「ふう、さすがにちと熱かったが、アル、無事に老溶岩竜を倒せてよかったじゃないか」

「過去の因縁を考えますと、お師さんに任せてもよかったのですが」

「はんっ、そこまでの拘こだわりはねえよ。それよりも、魔力が上がったおかげで溶岩の中に長時間潜ることができた。そっちの方が嬉しいかな」

「アルフレッド、ブランターク殿、バウマイスター辺境伯。次の竜を目指すのである！」

「そうですね」

「その前に休憩ですが、さすがにここは嫌ですね」

　溶岩の池があって暑いここよりは、すでに見慣れている地獄の森で休憩を取った方がマシだ。

　俺たちは眠れないが、この戦いで失った魔力を回復させるためには休息が必要なのだから。




「ヴェル、今日の食事はなにかしら？」

「バウマイスター辺境伯、某もそこが気になるのである！」

「地獄は娯楽が少なくて駄目だな。俺も食事が楽しみで仕方がないぜ」

「ヴェル、頼むよ」

「急ぎ準備します」

　みんなまったく食事の支度を手伝ってはくれない──片づけは手伝ってくれる──けど、俺もこのほぼ森しかない地獄での楽しみというと、食事の支度と食べることしかない。

　三匹目の竜を探す前に、腹ごしらえといこうか。
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「アマーリエさん、留守をお任せしてすみません」

『みんないい子だし、少ない魔力で可能な限りバウマイスター辺境伯領を守っているわ。ハグレ魔族たちを抱えているブライヒレーダー辺境伯様も助けてくれているし、ローデリヒさんがいるから安心して。ヴェル君はまだ見つからないの？』

「はい……」

『気を使う子だから、今頃お土産でも探しているはずよ。だからそんなに心配しないで』

「そうですよね」

『きっとそうよ。そういえばローデリヒさんが、あとでヴェル君がチェックしなければいけない書類が山ほどあるから、バウルブルクに戻ってきたら大変だって言っていたわね』

「ヴェンデリン様、また逃げ出そうとしてローデリヒさんに叱しかられないといいのですが……」




　王都バウマイスター辺境伯邸にて、ヴェンデリン様の帰りを待つ私たちですが、バウマイスター辺境伯領のお屋敷にいるアマーリエさんから毎日連絡が入るのはありがたいです。

　彼女が、フィリーネさん、フジコちゃん、ルルちゃん、置いてきた子供たちの面倒をよく見てくれるのでとても助かっています。

　現在、領地を開発する人間の魔法使いはほぼいない状態ですが、フジコちゃん、ルルちゃん、アキツシマ島トウを担当するリョウコさん、それに頻度は落ちますがライラさんが集めたハグレ魔族の方々が、ブライヒレーダー辺境伯領と共に開発を優先してくれているのがありがたいです。

　おかげで、他の領地や帝国より大分マシな状態なのですから。

『ハグレ魔族たちだけど、結局、ブライヒレーダー辺境伯領とバウマイスター辺境伯領に集まっているみたい。ハグレ魔族の人たちがそう言っていたわ。陛下を襲撃したのが魔族だから……』

　陛下を襲った魔族に仕事を頼むのはよくないと、他の貴族たちからは思われたのでしょう。

　そのうえ魔力の回復量が大幅に落ち、あきらかに仕事量が減ったため当初の契約を打ち切られるハグレ魔族が多く、それで安全なブライヒレーダー辺境伯領とバウマイスター辺境伯領に集まっているとか。

『ライラさんに言わせると、大半のハグレ魔族たちがテロリストたちに賛同することはあり得ないし、彼らに協力してもろくなことにならないことは理解しているそうよ。そんな危ない橋を渡るくらいなら、たまに魔法で仕事をして、稼いだお金でのんびり暮らした方がいいと思ってるみたい。魔族って、凶暴なのか穏やかなのかよくわからないわね』

　ハグレ魔族たちが、陛下を襲ったテロリストたちに合流するかもしれない。

　ヴァルド殿下はそんな危機感を覚えていたようですが、思ったよりも魔族の方々は理性的というか、覇気、野心がないといいますか……。

　それはとてもありがたいのですが。

「その辺は、人間と違わないのだと思います」

『ただ、ハグレ魔族たちの中にも、テロリストたちに賛同し合流を目指している者たちがまったくいないわけではないみたい。ほんの数名みたいだけど』

「本当ですか？」

『でもね。ライラさんの分析によると、リンガイア大陸の地理に不慣れな彼らが、はたして国を挙げて捜索しているテロリストたちに合流できるのか？　って疑問はあるみたい。それでも要注意なのは同じだけど』

「そうですね。こちらも注意します」

　バウマイスター辺境伯領は、ローデリヒさんもいるので大丈夫なようです。

　そして現在、ギガントの断裂周辺から大分南下した地域を捜索しているテレーゼさんたちからも連絡が入りました。

　魔導携帯通信機の過度な利用は批判の対象ですが、王国に出回る魔導携帯通信機の大半が、ヴェンデリン様が地下遺跡から手に入れたものです。

　魔力も自前で用意しているので、文句を言われる筋合いはありません。

　ただ、ブレンメルタール内務卿とプラッテ伯爵は、私たちに対し敵意を抱いているようですから、彼らに告げ口されないように注意しなければ。

『エリーゼ、そちらはどうじゃ？』

「はい。ヴァルド殿下は、テロリストたちと彼らが所持しているであろう巨大魔道具の捜索に注力するそうで、国中に兵と魔法使いを送るとか」

『そうか……。妾わらわたちも、ベッケンバウアー殿やキンブリー殿と合流して捜索を続けているが、なかなか成果が出ぬ。ヴェンデリンたちも見つかっておらぬ』

「そうですか……ですが、ここで諦めるわけにはいきません」

　ヴェンデリン様も、伯父様も、ブランタークさんも必ず生きている。

　私たちは全員そう信じているからこそ、それぞれ与えられた仕事をこなしながら懸命にバウマイスター辺境伯家を守っているのですから。

『しかしヴェンデリンの奴め、心配をかけさせおって。あとでこの償いはしてもらわなければの』

「本当にそうです」

　ヴェンデリン様、現在バウマイスター辺境伯家は私たちがちゃんと守っていますがお仕事が沢山溜たまっていますよ。

　一日も早くお戻りにならないと、あとで大変なことになってしまうのですから。





　　　　　　　　＊＊＊






「やだやだ！　ぼっ、僕が新王になったら、せ、正妻はエリーゼちゃんがいいんだな！」

「……あの……離縁された奥方様たちを呼び戻すのでは？」

「もっ、もういらないんだな。えっ、エリーゼちゃんがいいんだな。ちゃ、ちゃんと用意するんだな」

「わかりました……（プラッテ伯爵、どうする？）」

「（どうもこうも、用意するしかないだろう。クーデターに成功して王都を制圧したら、次は周辺各地を攻めて併合しなければならない。バウマイスター辺境伯領は、過去のしがらみがない良い土地だ。私か息子が貰もらうので、エリーゼは邪魔だ。しかし、飾りとはいえせっかく王になれるのに、子持ち女がいいとはな。百人の乙女を妻にすると言われても驚かないのだが）」

「（私も驚きはしないがな。あいつの女好きは有名だったからな）」




　プラッテ伯爵と共に飾りの王にするヘルター元公爵のご機嫌取りに行ったら、奴はとんでもないことを要求してきた。

　新王には王妃が必要だが、新しい正妻をバウマイスター辺境伯の正妻エリーゼにすると言い始めたのだ。

　確かヘルター元公爵は、まだ未成年だったエリーゼを自分の二十五番目の妻にしようとし、それが原因で爵位を奪われ、他の妻たちとも離縁、この教会に軟禁される羽目になった。

　離縁された元妻たちと復縁してくれた方が、その実家である貴族たちの助けを得られるので私としてはそうしてほしいのだが、しかし、こいつの無能さと性格のクズさは百も承知だ。

　そんなことには期待しておらず、いかにヘルター元公爵好みの乙女を差し出すか悩んでいたのだが、まさかエリーゼとはな。

「（子持ち女で、しかも夫であるバウマイスター辺境伯を亡くしたばかりなのに、女の趣味でも変わったのか？）」

「（彼女は子持ちとは思えない美しさで、うちの息子も以前は狙っていたからな。なにより、自分が爵位を奪われた最大の原因なのだ。拘こだわっているのでは？）」

「（かもしれないな）」

　まあいいさ。

　幸い、エリーゼは現在王都にいる。

　バウマイスター辺境伯領のこともあり、彼女の守りは意外と薄いので、上手うまく捕らえることができるだろう。

「（エリーゼをヘルター新国王の正妻にすれば、教会の有力者であるホーエンハイム枢機卿の協力も得られるようになるだろう。あいつは王国の妖怪だ。気に入っていた義孫バウマイスター辺境伯は死んだのだから、すぐに次に乗り換えるぐらいはするさ）」

「（確かにあの妖怪ならな。これだから生臭神官は……。まあいい。バウマイスター辺境伯邸にいるエリーゼを捕らえる兵を用意しておこう）陛下が新王に即位した暁には、必ずやエリーゼ殿を正妻としましょう」

「ぷっ、プラッテ伯爵、たっ、大儀だな。えっ、エリーゼちゃ───ん」

　こいつが上機嫌の方が色々とやりやすいし、このバカに娘を差し出す貴族を探すのも大変だろうから、かえって手間が省けたというものだ。

「（バウマイスター辺境伯、この私に逆らうからこうなるのだ。己は死に、愛する正妻はクズに奪われる。ざまあないな）」

　順調に、我々の決起に賛同、協力する貴族たちも増えている。

　そういえば、魔族たちも仲間が増えたと言っていたな。

　あとは準備万端整ったら、この国を奪うだけだ。

　そして私は、この世界の新しい支配者となるのだ。
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「ふんふふんふっふ───、おおっ、飴あめが上手く溶けてきたな」

「ヴェル、なにを作っているの？」

「リンゴ飴ですよ、大天使様」

「なんか、美味おいしそう。この休憩が終わったら、近くにいる次の竜との戦いだからね。しっかりと休まないと」

「ええ……（あなた、戦わないじゃないですか……。お供え効果で、俺たちの限界魔力量は増えるけど……）」




　この鬱うっ蒼そうと茂る森を出ると、地獄には珍しい荒野に出ると大天使様が教えてくれた。

　そして、そこに三匹目の竜がいることもだ。

　その前に、暗黒鳥、暗黒人、暗黒獣の駆逐で魔力を消費したので休みを取っていた。

　食事はブランタークさんのリクエストで『おでん』だった。

　大天使様はハンペンとホロホロ鳥の茹ゆで卵、師匠は大根と竹輪が気に入ったようだ。

　さすがは師匠、大根が好きとは……師匠は通で大人だな。

　大天使様は……子供っぽいけど。

　そしてデザートの時間となったが、最近メニューの選定に悩んでいたので、リンゴ飴を作ることにした。

　鍋で砂糖とミズホ産食紅を煮て飴を作り、それを串に刺した小さなリンゴにコーティングしていく。

　小さいリンゴを用いたのは、よくよく前世を思い出すと、大きなリンゴのリンゴ飴って食べきるのが難しかったからだ。

　残して食べ物を無駄にするのはよくないからな。

　小さなリンゴは酸っぱいが、飴の甘さと相まってちょうどいい美味しさになるよう計算してある。

「他にも、ブドウ、イチゴも用意したので、これも串に刺して飴をコーティングします」

「うわぁ、なんかワクワクするわね」

　俺からリンゴ飴を受け取った大天使様は、それを美味しそうに食べ始めた。

「リンゴの酸味と、飴の甘さが合わさってちょうどいいわ」

「ヴェルは面白いものを思いつくね」

「はははっ、そのうちフリードリヒたちにも作ってあげようかと思いまして」

「ヴェルはもうお父さんだからね。お師さんもだけど」

「アル、なんか引っかかる言い方だな」

「いえね。お師さんが結婚して父親になるなんて、私からすれば想定外ですから」

「まあ、確かにそうかもな」

「私は……もう子供は作れませんからね」

「作れるわよ！　あの世は天使が大いに不足しているから！　だって男性の天使がほとんどいないし！」

　リンゴ飴に続き、ブドウ飴とイチゴ飴を食べていた大天使様が、俺たちの話に加わってきた。

　天使が子供を作れるって本当なのだろうか？

　それと、バウマイスター辺境伯領のみならず、あの世も人手不足？　天使不足か。

「地獄への対処が遅れたのも、神様の下で働く天使の数が足りないからなのよ」

「天使とは、そんなに簡単になれるものなのであるか？」

　導師が疑問に思うのも無理はない。

　なにより、師匠が天使になって女性の天使と子供を作れるっていうのが嘘うそ臭くさいというか……。

　天使に性別があるのかが不明だったけど、実はあったんだな。

「非常に狭き門だけど、人間の中には生前善行を積み、あの世で気が遠くなるほどの期間修行して天使になれた人もいるわ。本当に狭き門だけど」

「へえ、教会で聖人認定された人たちが天使にねぇ……」

「なってないわよ」

「ええっ───！　そうなんですか？」

「ブランターク、人間の基準で聖人とやらになれたって、神様から天使に任命されるわけがないじゃない。条件が全然違うんだから。現世に戻ったら教会の人たちに教えておいて」

「……あははっ、ちょっと遠慮させてください」

　いくら信心が薄いブランタークさんでも、『これまで教会で聖人認定された人たちだけど、あの世で一人も天使になっていません』なんて言う度胸はないか。

　俺にもないし、導師は言いそうだけど、教会が信じないかも。

「師匠がちゃんと修行を積めば、天使になれる可能性が高いということですか」

「そうなのよ。だからもっと修行を重ねれば……」

「天使には興味ないですね。私は修行を終えたら、再び輪りん廻ね転てん生せいの輪に戻りますよ」

「……そうなんだ……」

　せっかく天使になれるかもしれないのに、師匠はまったく興味がないようだ。

　そして、そんな彼に対し悲しげな表情を向ける大天使様。

　なるほど、イケメンは女性を悲しませることも……俺はいい男じゃないから、エリーゼを悲しませないようにしなければ。
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「バウマイスター辺境伯、懐かしい奴の顔を見たのである！」




「アイスアーマードラゴンが霊水晶を身に纏まとっていたので、グレードグランドは岩のアーマーを纏っているかもって思ってたんですけど、これは予想外でした」

「岩が、グレードグランドの周辺に大量に浮かんでいるな。いったいどういう仕組みなんだ？」

「仕組みはわからぬが、隙すき間まから攻撃すればいいのである！」

「あっ、導師！」




　岩が多い荒野で大天使様が『探知』したグレードグランドは、先に倒した二体に比べると生前とまったく見た目に変化はなかった。

　その代わりというか、その周辺に多くの岩が宙に浮かんでおり、グレードグランドを守っている。

　土の竜が超能力竜に？

　なんて思っていたら、導師が先制攻撃を始めた。

　土の竜は風魔法に弱いから、以前俺が『カッタートルネード』で奴を倒したように、あの世で習得した『大氷蛇』の応用魔法『大風蛇』を連続して放つ。

　本来風魔法は効果範囲が広いため、岩の間を潜くぐり抜けて敵本体を攻撃するのが難しいが、蛇の形に収束させれば操作しやすくなる。

　蛇を細くすれば、岩の間を潜り抜けることも可能なはずだ。

「導師にしては考えたな」

「そうですね、クリムトも成長しました」

「意外と頭を使うのね」

　ブランタークさんも、師匠も、大天使様もサラっと失礼な発言をするが、実は俺も同意見だったのは秘密だ。

　でも、似合わないことをした報いであろうか？

　事態は思わぬ方向へと進む。

「上手くいきそうじゃないか……って！」

「ああっ、そういう！」

「ヴェル！」

「はいっ！」

　導師が放った『大風蛇』は、最初グレードグランドを囲む岩の間を順調に潜り抜けていたのだが、突然、動き出した岩と激突。

　『大風蛇』を相殺し、岩の破片を周囲にばら撒まき始めた。

　俺たちにも岩の破片が飛んできたので、慌てて『魔法障壁』で防ぐ。

「大した威力じゃないが、これは厄介だな」

　グレードグランドは、『念力』で岩を動かして自分の体を守る能力を得たようだな。

「本体の強さは、以前三人で倒した時と変わらないのでしょうか？」

「多分な。見た目はまるで変わっていないし、本体が強ければ周囲に岩なんて浮かべないだろう」

「それもそうですね」

　ブランタークさんの推察に、俺も納得した。

「とはいえ、現状グレードグランド本体を攻撃する方法がないんだよな」

「むむむっ、面目ないのである！」

　導師が、『大風蛇』での攻撃を諦めて戻ってきた。

　グレードグランドは、大量の岩を自分の周囲に浮かべて防御力を強化するばかりでなく、それを自在に動かして導師の魔法と相殺して防いでしまった。

　浮かせている岩は荒野のどこにでもあり、補充は容易だ。

　こいつは、思ったよりも厄介かもしれない。

「う───ん」

「ブランタークさん、なにか思いつきましたか？」

「こちらが奴に倒される心配は少ないが、同時に俺たちが奴を倒すのは困難だろうぜ」

　導師のように岩の間に魔法を通そうにも、グレードグランドは『念力』で岩を動かしてそれを防いでしまうのだから。

　そしてこの荒野に、岩はいくらでも落ちている。

　グレードグランドがここを住すみ処かにしているのは、自分の身を守る岩の補充が容易だからだ。

「どうにか、他の魔法を岩の間から通過させれば……」

「お師さん、それは難しいと思いますけど、試してみましょう」

　導師に続き、師匠がグレードグランドに向けて魔法を放つ。

　周辺に浮く岩ごと『竜巻』で巻き込もうという作戦だったが……。

「なんと！」

「そうきたか……」

　グレードグランドは、宙に浮く岩に加えて周辺から岩を『念力』で呼び寄せ、体全体を岩で覆ってしまった。

「これでは、竜巻でその身が舞い上がることも、仕込んだ『風ふう刃ば』で体に傷がつくこともありませんね」

「ヴェル、私が『竜巻』に『風刃』を仕込んだのに気がついたか。さすがだ」

「褒めてもらって嬉うれしいですけど、どうしましょう？　グレードグランドは」

「あの竜は厄介だね。倒されないことに特化しているから」

　グレードグランドは、こちらに攻撃してこない。

　なぜなら、攻撃の際に隙ができて思わぬ不覚を取ることを恐れているからだ。

　ただひたすら、岩を利用してその身を守っていた。

「あの竜は死者ゆえに、食事をとらなくても死なない。寝る必要もない。ずっとあのままでいる可能性が高い」

「ただ、やられないようにしているんですか……」

「そうとも言うかな」

　俺たちを攻撃することに拘らず、ただ倒されないことに特化している。

　倒すのがかなり大変な竜かもしれない。

「あいつ、導師と辺境伯様の魔法で倒されたのを覚えているんじゃないのか？」

「忘れはしないと思いますよ。ああ見えて、属性竜は頭もいいので」

　となると、俺たち以外の魔法使いが倒した方が、グレードグランドにも隙ができるということかな？

「大天使様、他の魔法使いに頼めませんか？」

「残念、無理よ」

　俺たちが相手だと守りを固めてしまうので、他のあの世にいる魔法使いに倒させる。

　という作戦を提案したのだけど、大天使様から却下されてしまった。

「アルやヴェルたちほど優れた魔法使いなんてそう簡単に呼び出せないわよ。下手な人に任せると、倒されてしまうから」

「死者だから、倒されても問題ないのでは？」

「もし倒されてしまうと、これまでの修行の成果が全部台無しになるから、絶対に断られるわ。下手をすると、地獄に落とされてしまうの」

　俺たちは、倒されると死んでしまうんですけど……。

　大天使様は、そこは気にならないんですか？

「じゃあ師匠は？」

「アルは、私の頼みなら必ず聞いてくれるもの。それに、アルが地獄に落ちるなんてことは絶対にないから。もし修行のやり直しになっても、私がずっとフォローするし」

「「「……」」」

　と、嬉しそうに話す大天使様を見て、俺たちは呆あきれてなにも言えなくなってしまった。

　同時に、じゃあ俺たちが死んだらどうなるんだ、と。

「（バカップルか！）師匠、このままだと……」

「ヴェル、なにかいい魔法はないかな？」

「俺ですか？」

「土の竜であるグレードグランドには風の魔法がもっとも有効だが、ご覧のとおり岩で防いでしまう。隙間風で倒せる竜ならいいんだけどね。さらに火魔法には強く、同じ土の魔法で倒すのは非常に困難だ。なにしろ、岩をシールドにしているのだから」

「となると……氷ですか？　師匠」

　土の竜であるグレードグランにとって、氷は得意でもないし苦手でもないが、奴が生き物である以上、限界以上に冷やせば動けなくなってしまうはず。

「『ブリザード』で攻撃しても、大半を岩で防がれてしまうのである！」

　岩の間から漏れた『ブリザード』程度では、他の魔物ならともかく、竜を倒すなんてできない。

　岩がとにかく曲くせ者ものなのだ。

「岩の間に隙間はあるが、その程度の隙間から漏れた魔法では、グレードグランドに大したダメージを与えられない。岩で魔法を防ぐというのは一見、粗が多いように思えるが、補充のしやすさなどを考えると、実によく考えられているね。だからこそ、若いヴェルに新しい発想で奴を倒す魔法を考えてほしい」

「新しい発想ですか……」

　確かに俺の見た目は若いけど、中身はかなりいい年なんだけどなぁ……。

　とはいえ、このままではグレードグランドを倒せないわけで、どうにかしなければ。

「岩の間を通るブリザードの量など高が知れているのか……」

　グレードグランドからすれば、隙間風程度にしか感じないか。

　それに、『念力』で岩を密着させられてしまうと、意外と隙間は少ない。

　そこに火炎、水流、岩矢などを通しても、グレードグランドには大したダメージを与えられないのだ。

「（隙間を魔法攻撃で大きくしてから魔法で……いや、その前に壊れた岩を捨て、新しい岩を周辺から補充してしまうから意味がない。貫通力のある魔法で？　これも、岩を重ねて厚みを増されたら駄目だ。どうやらグレードグランドは、パワーアップの大半を岩を扱う能力に割り振っているようだからな）」

　氷のアーマーを霊水晶に変えた『霊水晶アーマードラゴン』。

　溶岩でダメージを回復できるようにした『老溶岩竜』。

　もしかしたら、グレードグランドのパワーアップのチョイスが一番賢いかも。

「（このままだと千せん日にち手てになってしまうが……。岩と岩の狭い隙間から通して大きなダメージを与える魔法……魔法を縄状にして……いや、それではダメージを大きくできない）」

　頭の中で色々と考えてみるが、なかなか妙案が思い浮かばない。

　一時撤退もやむなしかと思われたその時、不意にあるアイデアを思いついた。

「（岩の隙間からでも液体は通せるし、それをある程度自在に操ることなら可能だ。勿もち論ろん、水魔法でグレードグランドにダメージは与えられない。だが、あの液体なら……）」

　水圧を強めて『ウォーターカッター』で攻撃する方法を考えたが、やはり岩と岩の隙間を通すのが難しい。

　岩だけを切って、終わってしまう可能性が高いからだ。

　それならば、水圧は強くなくてもグレードグランドに大きなダメージを与えられる液体。

　最初は酸の類たぐいを魔法で合成しようかと思ったが、グレードグランドの巨体に致命的なダメージを与えるには時間がかかりすぎてしまう。

　それに、酸の材料になる物なり素材が近辺にない。

　ところがこの液体なら、材料が空気からいくらでも採取できるのだ。

「食らえ！　『液体窒素』を！」

　俺は空気中の窒素を液体にし、それをグレードグランドを守る岩の間から『念力』で通し、本体に大量に振りかけた。

「ギュワ───！」

「おっ！　すさまじい悲鳴である！」

「これって、ただの水じゃあ……竜の体に触れた途端に凍っているのか？　どうしてだ？」

「触れると凍ったり凍傷になる液体ですか……。不思議な氷魔法だ。ヴェル、よく思いつくね」

　次々と魔法で液体窒素を作り出し、グレードグランドを守る岩の隙間からその本体へと振りかけていく。

　いくら防御力が高いとはいっても、沸点がマイナス１９６度である液体窒素をその身に振りかけられ続ければ、竜でも凍傷だらけになってしまう。

　次第に凍傷の範囲が広がり、グレードグランドの表皮が凍っていく。

　そのダメージによりグレードグランドは悲鳴をあげるが、さらに体の奧まで凍り始めたようだ。

「グゥルグルグル……ギュワ───！」

　前回倒した時とは比べ物にならないほど大きな悲鳴をあげ、激痛と凍結による麻ま痺ひで集中力が落ちたのか、ついに『念力』で自分の周囲に浮かせていた岩がすべて落下してしまった。

「もうお前を守るものはなにもない。『アイスカッタートルネード』だ！」

　前回は単独でしか使えず、数分の溜めが必要だった『カッタートルネード』だが、それを改良しトドメとして放った。

　グレードグランドは竜巻に包まれ、竜巻の中で多数飛び回る氷の刃やいばによって全身を切り裂かれていく。

「前回よりもエグイな」

「凍る水の魔法と、大規模な竜巻の溜めを同時に行う！　バウマイスター辺境伯は大きく進歩したのである！」

「これで三体目か……」

　俺たちの目の前で、『アイスカッタートルネード』に包まれたグレードグランドが血まみれとなり、その血すら凍ってしまう。

　徐々にその鳴き声が小さくなっていき、ついにその場に倒れ伏してしまった。

　そして、『アイスカッタートルネード』が解除される前に、その巨体が消滅してしまう。

「ヴェル、例の黒い星を探して！」

「あっ、はい……」

　急ぎ、グレードグランドが倒れ伏した場所に駆け寄ると、そこにはやはり黒い星が残っていた。

「大天使様、結局これはなんなんですかい？」

「いまだにわからないけど、神様から、地獄に置いたままだと悪い影響があるから集めてくるようにって言われているの」

「そっ、そんなに危ないものなのですか？」

　俺の魔法の袋に沢山入っているんだけど、大丈夫かな？

「ヴェルも心配性ね。あちこちで大量に手に入れて魔法の袋にしまっているのに、なにも起こっていないんだから大丈夫よ」

「確かに、これまでなにもなかったですけど……」

「きっと星が黒いから、地獄の住民のような悪あしき存在にしか作用しないはず。私も、アルも、ヴェルも、ブランタークも……アームストロングも、この黒い星の影響は受けないはずよ」

「（導師は言い淀よどむんだ……）」

　大天使様をして、導師はギリ地獄に落ちないレベルなのであろうか？

「クリムトは、天使には向かないだろうね」

「退屈なのでゴメンである！　アルフレッドのような者が相応しいのである！」

　その前に、導師では天使になれないと思うけど。

　第一、導師のような天使がいたら嫌だからな。

「しかし、どういう意図でイシュルバーグ伯爵が地獄の住民たちにも影響を及ぼす黒い星を仕込んだのかは不明だけど、あと一体の竜を倒し、黒い星を神様に預ければ任務終了ですか？」

　大天使様へのお供えという食事の当番や、このところの戦いで魔力量も腕もかなり上がった。

　一日も早く、エリーゼたちのところに戻りたいものだ。

「そうよ！　あと一体……アル、残りはどんな竜なの？」

「ファーラ様、それは実際に倒したヴェルの方が詳しいと思いますけど。ヴェル、どうかな？」

「ええと、アンデッド化して骨のみとなった古代竜です。四体の中で一番厄介な相手だと思います」




　他の三体は属性竜で、骨竜は古代竜だからランクが一つ上となる。

「私が生きていた頃、アンデッド化した古代竜の噂うわさなんて聞いたことがなかったけど、初陣でえらい奴と戦ったものだね」

「ブランタークさんが補佐してくれたから倒せたんですよ」

「俺は乗っていた魔導飛行船を守っていただけで、骨竜自体は坊主……じゃなかった、辺境伯様が一人で倒してしまったからな」

「某それがしでは倒せなかったはずである！」

「今なら、聖魔法を使えるので倒せるのでは？」

　当時の導師は聖魔法が使えなかったからアンデッド化した古代竜を倒せなかっただけで、今は当時の俺ほど苦戦せずに倒せるはず。

　戦闘力でいえば、師匠ですら導師には一歩譲るくらいの実力があるのだから。

「どこにいるのかは知らぬが、この四人で袋ふくろ叩だたきにしてやるのである！」

「頼もしいな、導師」

「本当ですよ、ねえ師匠」

「あとは、アンデッド古代竜がどこにいるのかですけど……っ！」

「アル、どうかしたか？　なっ！」

「バウマイスター辺境伯！」

「これは……。鈍っている俺たちの『探知』でも十分にわかりますね」

　四体目のアンデッド古代竜は、俺たちの近くにいることが判明したのだ。

　ビリビリと、その存在感、魔力を感じることができた。

　さらに、とんでもないことが起こってしまう。

「辺境伯様！　魔法の袋の口！」

「あれ？　どうして勝手に開いて？　うわぁ───！」

　突然、魔法の袋の口が勝手に開いて、中に仕舞っていた大量の黒い星が次々と上空へと飛び散り、アンデッド古代竜がいると思われる北東の方向へと勢いよく飛んでいってしまった。

「大天使様？」

「なにが起こっているのですか？　ファーラ様」

「良くないわね……。アンデッド古代竜が大量の黒い星を集めて、それを吸収しようとしている。おそらくこれまでに倒した三体の竜たちとは比べ物にならないほどパワーアップするはずよ」

「大幅にパワーアップですか？」

「そうよ、アル」

　これまで、生前よりもパワーアップした三体の竜を倒すのも大変だったのに、さらに強い竜と戦わなければいけないのか……。

「（逃げるのはナシですよね？）」

「（辺境伯様、残念ながらそれは無理そうだな）」

「（アルフレッドの手前、死ぬ気で戦うしかないのである！）」

「ですよねぇ……」

「ヴェル！　お師さん！　クリムト！　来ますよ！」

　黒い星が北東へと飛んでいってから一分と経たたず、その方角の空になにか黒い点のようなものが見えてきた。

　薄暗い地獄の空で小さな点ながら遠方からも確認できるということは、かなり巨大な物体のはず。

　そしてその黒い点は、徐々に大きくなってきた。

　こちらに向かっているのだ。

「アレがそうなのか……」

「相手は伝説の古代竜です。地上で固まっていては、一網打尽にされてしまうかもしれない。『飛翔ひしょう』しつつ各個に散開！」

　師匠の指示で俺たちが『飛翔』しながら距離を置くと同時に、黒い点だった物体が巨大な竜であることが判明した。

　しかし、俺とブランタークさんはその竜の姿に違和感を覚えていた。

「ブランタークさん、こいつ、骨だけじゃないですよ」

「属性竜よりも遥はるかに大きい……。こいつが古代竜か……」

「そうよ。地獄ではアンデッドの姿は保てないの。だから生前の姿に戻ったのよ」

　これが、アンデッド古代竜にお肉がついていた頃の姿か……。

　目の透明な水晶体以外、すべて真っ黒な『ブラックドラゴン』は、あのアンデッド古代竜の生前の姿というわけだ。

　一見ただの体の大きな黒い竜に見えるが、他の三体とは違ってかなり遠方からでも、その強大な魔力、威圧感、殺気のようなものを感じ、今も冷や汗が止まらない。

「師匠、これまでの三体とはまるで別物ですね」

「ヴェル、お師さん、クリムト。ブラックドラゴンに対する戦法ですが、残念ながら小手先の小細工が通用するような相手ではありません。四人で全力で倒す。ただそれだけです。大変申し訳ありませんが、助っ人よろしくお願いします」

　師匠は、これまでにない強敵と戦う羽目になった俺たちに軽く頭を下げながら謝った。

　彼は、このブラックドラゴンがとてつもなく厄介な敵であることがわかっているようだ。

「わかりました。師匠から教わったすべてを出しきります」

「どうやらそれしかないようだな。アル、これ以上の魔法使いとしての成長を諦めていた俺にいい機会をくれてありがとうな。現世に戻ったら、飲みきれないほどの高級ワインをお供えしてやる」

「某は秘蔵の高級ブランデーを供えるのである！　まさか、伝説の古代竜と戦えるとは！　これぞ、血湧き肉躍る展開である！」

「みんな、頑張って」

「「「「……」」」」

　大天使様の気が抜けるような応援は相変わらずだが、これまでの修行の成果を出しきれば負けることはないはずだ。

　俺も、ブランタークさんも、導師も、師匠も。

　伝説の古代竜ブラックドラゴンを倒すべく、初手から全力で攻撃を始めるのであった。





　　　　　　　　＊＊＊






「『魔導機動甲かっ冑ちゅう』！」

「導師！　いきなりですか？」

「魔力の節約はちゃんとするのである！」

「あれ？　随分と距離が離れているのに、俺たちは普通に会話できてるな」

「ヴェル、このくらいはサービスよ。私が戦闘に参加しているわけじゃないから」




　地獄で暴れる竜たちの最後の一体であるブラックドラゴンを、俺たちは『飛翔』しながら四方から囲んでいる。

　四人の距離が離れているので会話などできないはずだが、大天使様がお互いの声を届けてくれた。

　あの世では、魔導携帯通信機は使えないからな。

　早速どうやって倒すか相談が始まるが、師匠曰いわく、このような強大な敵に対し小細工などしても労力の無駄だそうだ。

　それを聞いた導師がいきなり『魔導機動甲冑』を使用するが、よく見ると右腕にしか魔力を物質化した鎧よろいは装着されていない。

　片腕だけを『魔導機動甲冑』化させるとは、師匠との修行の成果があったんだな。

　導師は『高速飛翔』でブラックドラゴンに接近し、右腕でその顔を思いっきり殴り飛ばした。

　普通の人間が食らったら木こっ端ぱ微み塵じんになるであろう威力のパンチを食らい、ブラックドラゴンの口の端から黒い液体が流れ出る。

　ブラックドラゴンは血液が黒いのか……。

　いや、もしかしたら、吸収したと思われる大量の黒い星のせいか？

「ギュルギュル……」

「導師、いいアイデアだが、やっこさんはかなり怒ってるようだぞ」

「ブランターク殿、竜に好かれたところで意味はないのである！　機嫌など取っても仕方がないのである！」

「それもそうだ！」

　ブラックドラゴンの苦手な魔法がわからないため、俺は『アイスランス』を、ブランタークさんは『ファイヤーランス』を、そして師匠は『ウィンドランス』を使って攻撃をしてみた。

「……師匠！」

「どうやらこのブラックドラゴンには、得意な魔法の系統も、苦手な魔法の系統もないようですね。『ホーリーランス』！　『ダークランス』！」

　続けて師匠が、聖魔法の槍やりと、闇と思われる黒い魔法の槍をブラックドラゴンに対し放った。

　だが、聖と闇の二つの魔法の槍では、ブラックドラゴンにダメージを与えることができなかった。

　ブラックドラゴンの表皮には、傷一つついていない。

「アンデッドだった時に、ヴェルに聖魔法で倒されたことがトラウマなのかもしれないね。聖と闇の魔法は効果がないみたいだ」

「今はアンデッドではないってのも大きいですね。でも、生き物の精神に影響する闇魔法も効果がないんですか……」

「ブラックドラゴンは伝説の古代竜です。精神の頑強さは、人間の比じゃない。闇の魔法が通用しないのではなく、並の魔力量では効果が出ないのでしょう」

　あの世で修行し続けた師匠の闇魔法でも効果がゼロなのか……。

「では、どうするのである？」

「聖以外の魔法と物理攻撃の効果はあると確認できましたが、この非常に頑強なブラックドラゴンを倒すとなると、攻撃の威力を高める必要があるでしょう」

「急所があると効率がいいんだけどな……」

「いやあ、お師さん。ブラックドラゴンの弱点なんてそうそう見つかるものではありませんよ。ここは堅実に少しずつ削っていくしかないですね」

「やっぱりそうなるのか……」

　四人の強力な魔法で、ただひたすらブラックドラゴンの体力を削っていくしかない。

「さあて、私たちの魔力が尽きるのが早いか、それともブラックドラゴンが倒れる方が早いか。ヴェルの卒業試験も兼ねて派手にやろうか」

「……それしかないですよね……」

　圧倒的な威圧感と殺気を周囲に振りまく、漆黒の古代竜。

　一人では勝てそうにないが、俺たちは修行を続けてきたおかげで大分強くなった。

　どうにかこいつを倒して現世に戻り、魔族たちと決着をつけなければ。

「ヴェル、攻撃は常に全力で。中途半端な攻撃では、奴にダメージが通らないでしょうから」

「みたいですね」

「骨だけでもすげぇ迫力だったのに、肉と皮がついていると、それを上回るな」

「某たちなら勝てるはずである！　さあ、覚悟するのである！」

　俺たちはブラックドラゴンに対し、一斉に攻撃を開始する。

　四方から色々な魔法で攻撃を続け、ブラックドラゴンの体力を削っていく。

　やはり、これといって弱い系統も強い系統もない。

　ただ一定以上の威力がないと、ブラックドラゴンの皮に傷一つつけられない。

　上級魔法使いでないと、こいつにダメージを与えられないだろう。

　さすがは伝説の古代竜。

　そんなことを考えていると突然その口が開き、ブラックドラゴンは黒いブレスを吐き出した。

「導師！」

「おっと！　こいつはブレスを……当たり前であるか！」

　形状は炎ではなく、以前地下遺跡で戦ったドラゴンゴーレムが放った無属性のブレスに近いが、その効果範囲と威力は比べ物にならないほど激しかった。

　ブラックドラゴンの狙いは導師だったので、すぐさま彼に警告を発する。

　彼は魔導機動甲冑を片腕にしか装着していない状態で戦っているので、ブレスを回避しないと体が消し飛ばされてしまうからだ。

　導師は、かなりギリギリのところでブレスを回避した。

「ったく、溜めナシでブレスを吐けるのかよ！　さすがは古代竜だな！」

「師匠、あいつのブレスはなんの属性なのでしょうか？」

　黒いブレスなので闇属性に見えるが、精神に作用するなどの特殊効果があるようには見えない。

　無属性のはずなのに黒くて不思議なブレスだが、ただ一つわかることは、これを食らったら確実に俺たちの体が消滅してしまうことだ。

「ヴェル、今の君たちに肉体はないけど、アレを食らったら確実に魂に大ダメージを受けて死んでしまう。気をつけてくれ」

「防御しながら戦いたいけど、無理そうだなぁ……」

「回避を多用して、極力魔力を節約してくれ。あのブラックドラゴンをどれだけ攻撃すれば倒せるかわからないからだ」

　『魔法障壁』を展開しながら戦うと、魔力切れになってしまう可能性が高い。

　これまでの修行の成果と、大天使様へのお供え効果──限界魔力量は増えたから、ご利益はあったんだ。食い意地が張った大天使様に少し思うところがあっただけで──はあったので、どうにか工夫して戦っていかないと。

「ブラックドラゴンは、ただ強いんですね」

「さすがは、伝説の古代竜といったところかな。死して骨になっても、ヴェルたちに襲いかかるほどなのだから」

「しつこくて迷惑な奴ですけどね。俺たちが集めた黒い星でパワーアップしているはずですから、なんかしてやられた感があります」

「見つけた時点ではどのような効果があるかわからなかったし、放置もできなかったからな」

　俺たちが懸命に暗黒鳥、暗黒獣、暗黒人、三体の竜を倒して黒い星を集めたのに、それが古代竜のパワーアップに使われてしまうのだから。

　やはり、イシュルバーグ伯爵はろくでもない奴だ！

「師匠」

「ヴェル、なにかいい作戦でも思いついたのかな？」

「画期的な作戦ではありませんが、ブレスに当たる確率を落とす方法を思いつきました」

「目を潰つぶす、かい？」

「まあ、非常にベタな方法ではありますが……」

「陳腐な策というのは、多用されているから陳腐なのであり、多用されるということは成功率が高い証拠だから悪くないさ。確かに奴の目を潰せば、ブレスが命中するリスクは減ると思う」

　師匠は、俺の提案を了承してくれた。

「では同時にやりましょう。今の位置からして、ヴェルが右目で、私が左目というのが効率がいいですね」

「はい、それでいいです」

　両方の目を同時に潰すのは、先に片方だけ潰すと、ブラックドラゴンがもう片方の目を意地でも守ろうとして、潰すのが大変になってしまうからだ。

　戦いながらブラックドラゴンを観察していると、奴の瞼まぶたもなかなかに頑丈そうなので、警戒されて目を瞑つむられると面倒だ。

「合わせよう！」

「はいっ！」

「今だ！」

　俺と師匠は、ブラックドラゴンの目に向けて同時に魔法で攻撃をした。

　師匠は強力な火魔法を圧縮し高速で飛ばして、それをコントロールしてブラックドラゴンの左目にぶつけた。

　突然の目潰し攻撃に対し、ブラックドラゴンは対応できなかったようだ。

　その左目から盛大に白い煙が上がり、ブラックドラゴンは鼓膜が破れそうなほど大きな悲鳴をあげながら、滅茶苦茶に暴れ始めた。

「たく、うるせえな。耳が遠くなったらどうするんだよ」

　激痛で空中を暴れ回るブラックドラゴンに対し、ブランタークさんは次々と攻撃魔法をぶつけてダメージを蓄積させていく。

　ブラックドラゴンの体表には傷が多くなり、出血している箇所も増えてきた。

　導師も、威力をさらに増した『大火蛇』と『大氷蛇』でブラックドラゴンに対する攻撃を続けている。

「（師匠の火魔法だが、ただ圧縮しただけじゃないのか……）」

　師匠が放った圧縮した『ファイヤーボール』は、ブラックドラゴンの目に張りつきながら燃え続けている。

　なにやら粘着性のある可燃性の液体を魔法で精製して、これも特別な『ファイヤーボール』に必要なもののようだ。

「さすがはヴェル、すぐに見抜いたようだね。生前、とある場所で燃える臭い水が湧き出る場所を見つけてね。その水を空気中の水分を材料に再現しつつ、粘液状にして、ブラックドラゴンの目にくっついて離れないようにした。圧縮した火魔法でよく燃えるようにね」

「燃える水とは凄すごいですね！」

　この世界にも、石油に似たものが湧き出る場所があるのか。

　あとで、師匠に場所を聞いておこう。

　それにしても、材料や化学式もわからない石油を魔法で作り出し、ナパームのような魔法を開発するとは、さすがは師匠だ。

「ヴェルも上手くいったようだね」

「ええ、師匠ほど凝った魔法ではないですけど」

　俺も師匠とほぼ同時に、以前試作した魔銃の弾丸、タングステン製で椎しいの実型に加工したものを魔法で飛ばして、ブラックドラゴンの右目を潰すことに成功した。

　ブラックドラゴンは、右目から黒い血を流しながら暴れ続けている。

「無事、アルフレッドとバウマイスター辺境伯が、ブラックドラゴンの両目を潰すことに成功したのである！　これなら、二度と某も狙われ……のぅお───！　なのである！」

　ブラックドラゴンの両目が見えなくなったので、導師が安心して攻撃しようとしたら、なんとブラックドラゴンは正確に導師がいる場所目がけてブレスを吐いた。

「目が見えてないのに、導師を狙ってブレスを吐いただと！」

　ブランタークさんが驚くのも無理はない。

　両目が潰されたはずのブラックドラゴンが、まるで見えているかのように導師に向けて黒いブレスを放ったのだから。

　再びギリギリでかわす導師だが、さすがに冷や汗ものだったと思う。

「完全に視力を奪えてないのか？」

「ブランタークさん、それはないです」

　もう一度確認するが、ブラックドラゴンの右目は俺が魔法で飛ばしたタングステン製の弾丸で潰されており、左目も師匠の火魔法で焼かれていた。

　あの状態で目が見える生物など存在するはずがない。

「魔力の動きかな？」

　導師は他の三人よりも魔力の消費が激しく、片腕のみながら『魔導機動甲冑』を展開している。

　体の表面を流れる魔力の量が俺たち三人よりも多いので、ブラックドラゴンが『探知』しやすいのかもと、俺は推測した。

「師匠」

「う───ん、クリムトには悪いけど、その戦法が一番勝率が高いだろうね」

　四人の中で一番魔力を消費し、それが体外に漏れて目が見えないブラックドラゴンに『探知』されてしまう導師。

　ならば、ブラックドラゴンのブレス攻撃を導師に集中させつつ、他の三人でブラックドラゴンへの攻撃を集中させる戦法がいいだろう。

　俺がすべて言わなくても、師匠は察してくれた。

　この数ヵ月で、俺と師匠の師弟関係はますます深まったと思う。

「某は被害担当であるか！　致し方なしなのである！　『大火蛇』乱れ打ち！」

　俺たちの意を汲くんでくれた導師は、ブラックドラゴンを挑発するように火魔法を放っていく。

　彼の攻撃にイラつき始めたブラックドラゴンは、作戦どおり導師にばかりブレス攻撃を続けた。

「回避に慣れたのである！」

「シュ───！」

「導師、注意しろよ！」

「随分と変わった鳴き声である！　なんと！」

　ブラックドラゴンがこれまでにない威力のブレスを、導師に向けて広範囲に放った。

　範囲を広げて、確実に導師をブレスで倒そうとしたようだ。

　ブラックドラゴンを怒らせてブレスを吐かせ、それを回避してブラックドラゴンの疲弊を狙っている俺たちには好都合だったが、狙われている導師は回避で大変そうだった。

　導師が回避したブレスが、広大な地獄の森の木々を薙なぎ払っていく。

　その威力は、骨竜の比ではなかった。

「当たったら、すぐにあの世行きである！」

「もしそうなったら修行のやり直しになってしまうから注意してね」

「当然である！　某は百五十歳まで生きるつもりなのである！」

　百五十歳って……。

　導師なら本当にその年齢まで生きていそうだから怖い。

「ギュワ───！」

　これまで静かだったブランタークさんだが、密ひそかに動いていたようだ。

　ブレスを吐き終えたブラックドラゴンの口の中で爆発が発生した。

　ブランタークさんがタイミングよく、魔法を口の中に叩き込んだのであろう。

　かなりのダメージを受けたようで、口の端からも黒い血を流し始めた。

「ヴェル、畳みかけよう！」

「はい！」

　師匠は限界まで圧縮した風の槍で、俺は魔法の袋に入れていたタングステン製の魔銃の弾丸で、ブラックドラゴンの羽に次から次へと穴を空けていく。

　段々と背中の大きな羽が穴だらけになり、ついに浮力を失って地面に落下していく。

　巨大な重量物であるブラックドラゴンの落下で土煙が盛大にあがり、ブレスで木々が薙ぎ払われた地面に巨大なクレーターができた。

「ギュワ───！」

「あいつ、某ばかり狙うのである！」

「クリムト、これに懲りたら、過剰な魔力の放出を抑える訓練をしないと」

「むむむっ、某の苦手な分野である！」

　導師は、威力のある魔法を派手に使って敵に大ダメージを与えるのが得意な魔法使いだ。

　今回の修行で大分魔力の節約を会得したようだけど、それは俺たちも同じこと。

　勿論そういうのは、俺やブランタークさんの方が得意なわけだけど。

　結果として、ブラックドラゴンは視力を失っても、魔力を感じやすい導師ばかりをブレスで狙い続けるというわけだ。

　それを読んで戦いに組み込む師匠は凄いけど、いい性格をしているとも……親友である導師の強さを信じてこその策ではあるけど。

「次は足だ！」

「了解！」

　ブランタークさんが、ブラックドラゴンが落下した地面から、鋭く巨大な岩いわ棘とげを出した。

　それが下腹に突き刺さり、足の甲を貫通するが、よく見ると岩棘の先端にカエシがついていた。

　ブラックドラゴンが暴れると岩棘が折れるが、カエシのせいで体から抜けず、ブラックドラゴンの下腹と足の甲に岩棘の先端部分が突き刺さったままだった。

　続けて師匠が、ブラックドラゴンに刺さった岩棘に火魔法をかける。

　火魔法で加熱されて真っ赤になった岩棘が、ブラックドラゴンの足の甲とお腹の中も焼いていく。

　ちょうど先端部分が体内に入っているので、火魔法で熱して内部から焼く作戦か。

　残酷だが、非常に効果的な戦法だな。

　周囲に不謹慎なほど美味しそうな焼けた匂いを漂わせながら、ブラックドラゴンの体内が焼かれ、火傷やけどによるダメージが蓄積していく。

「相当エグい魔法で攻撃してるんだが、なかなか倒れないね。岩棘が刺さったまま、内部から焼かれているから見た目以上にダメージを負っているはずだ」

「さすがは古代竜。耐久力が尋常ではありませんね」

　と言いながら、師匠は『アイスランス』を頭上から乱れ撃ちしていた。

　一度命中して表皮に穴が開き血が流れているところに再度命中させると、さらに傷が深くなり、出血量が増えていく。

　魔物、しかも古代竜と戦いながら、魔法をまったく同じ場所に当てる。

　師匠の他は、ブランタークさんくらいしかできないかもしれない。

「普通の竜ならとっくに死んで……こっちに来たか！」

　これまでは導師にしか吐かなかったブレスだが、形なり振ふり構っていられなくなったのか。

　今度は、俺に向けて放ってきた。

　大分余裕をもってかわせたが、まだブラックドラゴンは倒れそうにない。

　むしろこいつには、無限の生命力があるのではないかと、段々と怖くなってきたほどだ。

「……師匠？」

「さすがのブラックドラゴンも、もうそろそろ限界だと思うが……」

「ぬぅぉ───！　これでトドメである！」

　導師が『魔導機動甲冑』を装着した右腕で手刀攻撃を繰り返して怒ど涛とうのラッシュをかけ、ブラックドラゴンにダメージを与えていく。

　俺たちも魔法を連射し続け、ようやく段々とブラックドラゴンの動きが鈍ってきた。

「師匠、もうすぐですね。さすがのブラックドラゴンも動きが鈍ってきましたよ……師匠？」

「いや、ヴェル、気をつけてくれ」

　傷だらけ、血まみれのブラックドラゴンはすでにほとんど動かなくなり、いつ息絶えてもおかしくない状態なのに、師匠は油断することなくその動きを警戒していた。

　まるで、次の手があると予想しているかのように。

「アルフレッド、さすがにこいつはもう終わりであろう。気にしすぎである！」

「こいつがただの古代竜ならもう終わりでしょうが、ヴェルが倒した時にはアンデッドになっていました。だからですよ」

「アル、お前はこいつが……なるほど、アルの予想が当たりやがった！」

　ブラックドラゴンが完全に息絶えた直後、なぜかこれまでの三体のように消滅せず、背中に割れ目ができ、そこから骨のみとなった竜が飛び出してきた。

　その姿は、魔物との初めての実戦で俺が倒した骨竜そのものだ。

　唯一の違いは、その骨が黒いことであろうか。

「あの世では、アンデッドは実在できないのでは？」

　さっき、大天使様がそう言っていたよね？

「ヴェル、世の中には例外ってものが存在するのよ。これも、イシュルバーグ伯爵のせいね」

　俺の疑問に対し、大天使様がすかさず答えた。

　大天使様すら予想できないことをする人間、それがイシュルバーグ伯爵か……。

「黒い骨の竜……あの黒い星の影響でしょうか？」

「間違いなくそうだろうな。そして、もう一つ困ったことがある」

　そう言いながら、ブランタークさんが骨竜に対し『アイスランス』を放つが、黒い骨竜には傷一つつかなかった。

「皮と肉があった時とは、まるで違うのである！」

「どれどれ……」

　俺が『ファイヤーボール』を、師匠が『ウィンドカッター』を当ててみるが、骨だけになったブラックドラゴンにはまったく効果がなかった。

「おかしい……。一度倒されて、骨のみのアンデッドとして復活したのは理解できますが、火魔法すら通用しないなんて……」

　骨のみのアンデッドでも、骨が焼け落ちるほどの高温で燃やせば脆もろくなるはずだが、黒い骨竜にはその気配すらなかった。

　攻撃魔法が一切通用していないように見えるのだ。

「やはり、例の黒い星の影響かもしれません」

　あの黒い星は骨を黒く染めたばかりでなく、より強力なアンデッドとしたのか……。

　もしそうなら、通常の攻撃魔法で倒すのは困難かもしれない。

「まだ威力が足りなかったのである！　この度の修行で改良した『フレアバーストバーニング』を食らうのである！」

　俺や師匠に続き、導師が骨竜の全身を激しい炎の柱で包み込む。

　普通の魔物や動物なら骨がガラス化してしまうほどの温度だが、骨のみになったにもかかわらず、骨竜にはまったく変化がなかった。

「師匠、この黒い骨竜はアンデッドとして究極に強化され、前よりも大幅にパワーアップしている、と見ていいのでしょうか？」

「これも黒い星の影響だろうね。ただ、弱点がないものなど存在しない。こいつの弱点はわかりやすくあるはず」

　師匠が黒い骨竜に対し『聖光』を放つと、当たった頭部の角つのの先端部分が白くなり、数秒後、白くなった角の先は呆あっ気けなく崩れ落ちてしまった。

「聖魔法は効果があるようですね。というか、聖魔法しか効果がないともいえます」

「二度倒さないと倒せない。厄介な奴だが、やるしかない！」

　俺たちは『聖光』を放って黒い骨竜を倒そうとするが、危機感を覚えたのか、骨竜は素早く回避してしまい、なかなか命中しなくなってしまった。

　何度も攻撃して、ようやく命中させたと思ったら……。

「効果がないのである！」

　黒い骨竜の肋ろっ骨こつの部分に命中させた『聖光』の威力が足りなかったようで、なんの変化もなかった。

　それにしても、いつの間にか『聖光』を使えるようになっていた導師はさすがだな。

「導師、聖魔法の威力を落とすなよ！」

「とはいえ、命中しなかったら魔力の無駄なのである！」

「ジレンマですね……」

　黒い骨竜は素早いのでなかなか聖魔法が命中しないうえに、数を打とうにも、魔法の威力を落とすとダメージを与えられない。

「大半が当たらないのに魔法の威力を上げたら、こいつを倒す前に魔力切れになってしまいますよ」

「もしや、我々はこの黒い骨竜の罠わなに嵌はまったのかもしれません……」

「師匠、といいますと？」

「大量の魔力を使って皮と肉があるブラックドラゴンを倒しても、次にこの黒い骨竜が残っていますからね。大半の魔法使いが魔力切れで負けてしまうか、撤退する羽目になるでしょう」

　二回倒さないと倒せないことで、倒されないようにしているのか……。

　こいつも厄介な敵だな。

「師匠、一いっ旦たん撤退しますか？」

　とはいえ、ブラックドラゴンは一度しかその戦法を使えないはずだ。

　今の黒い骨竜の状態から、脱ぎ捨てた皮と肉を取り戻し、再びブラックドラゴンに回復できるとは思えない。

「そう断言したいところですが、古代竜を倒したら、アンデッドの黒い骨竜になるなんて不思議なことを起こせる黒い星の影響を受けていますし、なによりこいつは素早い。逃げ切れないかもしれません」

「それがありますか……」

　偶然かもしれないが、最後の一体だけあって、ブラックドラゴンは一番厄介な竜だ。

　さて、どうしたものか……。

「良い手があるのである！」

　導師がなにやらいい作戦を思いついたようだ。

「クリムト、大丈夫かい？」

「魔法が当たらぬほど素早いのであれば、こうやって動けなくすればいいのである！　『魔導機動甲冑』！」

　今度は『魔導機動甲冑』で全身を包んだ導師が、素早くこちらの魔法を回避し続けている黒い骨竜にしがみついた。

「ぬぉ───！　動くなである！」

　続けて膨大な魔力で黒い骨竜を地面に投げ飛ばし、再び飛び立てないよう『高速飛翔』を用いて、上から全力で押さえつけ始める。

　黒い骨竜は必死に導師を弾はじき飛ばして飛び上がろうとするが、導師が全力で押さえ込み続けるのでその場から動けなくなってしまった。

「今である！」

「ヴェル、時間がない！」

「はい！」

　今この時も魔力をバカ食いしている導師が、骨竜を押さえつけられる時間は短い。

　俺と師匠も、残りすべての魔力を使い切るつもりで『聖光』を一斉に放った。

　左右に別れて、まずは両羽の部分を狙って飛行能力を奪うことを優先する。

　飛べなくてもあの巨体が大暴れしているので、導師は押さえ込むのが大変そうだ。

　『聖光』を浴びた黒い骨竜が大きな悲鳴をあげ、徐々に羽の先端部分から骨が白くなって崩れていく。

　やはりこいつを倒すには、強力な聖魔法を用いるしかないのか。

「師匠、順調ですね」

「今のところは、ですね。一秒でも早く倒されてくれ！」

「駄目よ！　このままだと魔力切れで倒しきれないわ！」

　大天使様の声が聞こえたと思ったら、とんでもない内容だった。

　俺と師匠の『聖光』だけでは、黒い骨竜は倒せないというのだから。

「導師は……駄目だ！　このうえ、聖魔法で攻撃してくれなんて言えない」

　『魔導機動甲冑』を装着した状態で、あの巨体の動きを封じるのに精一杯だ。

　聖魔法を使う余裕などなく、なによりそれで骨竜を押さえつけられなくなったら、こちらの『聖光』を回避されてしまう。

「となると、あとは……ブランタークさん！」

「お師さん！」

「ブランターク殿！」

「おっ、俺か？　俺は聖魔法なんて使えないぞ！　それなら俺がどちらかに『魔力補充』をすれば……」

「お師さん、待ってください！」

　俺に『魔力補充』をしようとしたブランタークさんを師匠が止めた。

「ふぐぅ───！　これは堪たまらんなのである！」

　黒い骨竜が、その大きくて太い尻尾を全力で振り回し、自分を押さえつける導師を叩き始めた。

　常人なら一撃で木っ端微塵だが、導師はなんとか耐えている。

　『魔導機動甲冑』のおかげでダメージはない……防御力もとてつもないな……が、このままでは魔力の消費が増えて『魔導機動甲冑』が解けてしまう。

　もしそうなったら、導師は黒い骨竜を押さえられなくなるばかりか、尻尾による一撃で本当にあの世行きだろう。

「お師さんの位置なら、黒い骨竜を正面から狙えます。私とヴェルでは、両羽への『聖光』で骨竜を押さえつけて弱らせるまではできますが、トドメをさすまでには至りません」

「実は俺たち、結構ギリギリなんですね」

　それは、師匠が助っ人を懇願するのを躊躇ためらわないわけだ。

「逃げようにも、激怒したこいつはもう逃がしてくれないか……」

「こいつは予想以上にパワーアップしていました。お師さん、こうなったら腹を括くくってください」

「一緒に修行した俺は、これまで使えなかった『魔力補充』を覚えましたよ。だからブランタークさんも聖魔法を……」

「俺は辺境伯様ほど若くねえんだぞ！　もうロートルで覚えも悪いんだから」

「でも、このままだと……」

　黒い骨竜を倒せなくても逃げられればいいが、素早いこいつは逃がしてくれないだろう。

　つまり、俺たちが黒い骨竜を倒せないと、このまま死んでしまう可能性が高い。

「あの魔族たちを放置したまま、あの世には行けませんよ！　ブランタークさんならやれますから！」

　事実、ブランタークさんは俺たちの中で一番のベテランで、技巧派と呼ぶに相応しい技量と器用さを兼ね備えている。

　俺は、ブランタークさんならやれると信じていた。

「お師さん、あなたは私の師匠ではないですか」

「某には、同時に聖魔法も使う余裕がないのである！　そろそろ魔力が……こいつを押さえきれなくなる前に……暴れるなである！」

「わかったよ！　これまでの魔法使い人生に賭けてみるぜ！　出ろ！　『聖光』！」

　ブランタークさんにしては珍しく、魔法名を強く唱えながら両手を黒い骨竜の尻尾に向けた。

　よほど気合が入っているのだろう。

「（頼む……『聖光』よ、出てくれ！）」

　俺たちも、もう少しで魔力が尽きてしまう。

　すでに、魔晶石に溜めておいた数ヵ月間の魔力も使いきってしまったので、もし逃げきれてもリベンジには時間がかかってしまうだろう。

　そうなると、現世のエリーゼたちが……。

「ブランタークさん！」

「お師さん！」

「ブランターク殿！」

「出ろぉ───！」

　俺たちの懇願するような視線がブランタークさんの両腕に集中してすぐ、まずは彼の両手の先が青白い光に包まれ、続けて『聖光』が黒い骨竜に向けて発射された。
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「やりましたね！　ブランタークさん！」

「案外やれるものだな！　全力でいくぞ！」

　ブランタークさんも加わり、三人で発射した『聖光』を浴びた黒い骨竜はダメージが限界許容量を超えたようだ。

　恐ろしいスピードで白くなり崩れ去っていく。

「ギュワァ───！」

　頭が崩れ去るともう鳴かなくなり、残るは胸の部分にある真っ赤に輝くコアと、その周りにある肋骨のみとなった。

　それだけになってもカタカタと肋骨を動かして最後の足あ掻がきを続ける黒い骨竜であったが、ブランタークさんが聖魔法を習得した時点で勝負はあった。

　すべての黒い骨と、真っ赤で巨大な魔晶石も白くなり、まるで風化したように崩れ去ってしまったのだ。

　いくらアンデッドでも、その身が完全に消滅してしまったら生きていられない。

　俺たちは、ブラックドラゴンをアンデッドの黒い骨竜を含め倒すことに成功した。

「ふう……ギリギリでしたね」

　ブランタークさんが聖魔法を覚えなかったら勝てなかったはずなので、本当に薄氷を踏むような勝利であった。

「某も、もう魔力切れである！」

「さすがは私のお師さんです。ちゃんと聖魔法を習得したのですから」

「あの世で修行を始めてから、ようやくアルの師匠として面目躍如といったところか」

　師匠に褒められたブランタークさんは、満更でもないといった表情を浮かべていた。

「ああ、喉が渇いた」

「ブランタークさん、どうぞ」

「ただの冷たい水がうめえな。それに今夜は辺境伯様のおごりで祝杯をあげられるだろうからな」

「みんな、ありがとう」

　大天使様の能天気な声に少しイラッとしつつも、これで四体の竜はすべて倒した。




　みんな強くなったし、早く現世に戻って魔族たちにリベンジしなければ。
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「私もお願いね」

「私も！　お供え楽しみねぇ」

「神様はいっぱい貰もらっているはずなのに、私たちには全然くれないんだもん。人間は存在しない天使に一生懸命お供えしているし」

「綺き麗れいに撮ってね」

「はあ……」




　地獄で暴れていた四体の竜を無事に倒すことに成功し、俺たちは天国に戻ってきた。

　なお、四体の竜たちが倒されたからといって、『これまで闇に包まれていた地獄が、眩まばゆいばかりの光に包まれました』なんてことはない。

　今も地獄は中途半端に薄暗く、暗黒鳥、暗黒獣、暗黒人が多数彷徨さまよっており、あまり長居したいとは思わない場所だ。

　四体の竜がすべて倒されたあと、まだ暴れている暗黒鳥、暗黒獣、暗黒人を探したのだけど、なぜかみんな大人しくなっていた。

　最後に倒したブラックドラゴンが、自分を強化するために他の黒い星をすべて吸い上げてしまった可能性が高いと、ブランタークさんがそんな見解を述べていた。

　そんなわけで地獄に平和……地獄が平和ってのも変な言い方だけど、無事に神様から命じられた仕事を終えたので、俺たちは現世に帰るため天国に戻ってきた。

　すぐに現世に帰れると思ったら、なぜか大勢の美しい天使たちに囲まれ、俺は彼女たちの写真を撮る羽目になる。

　地獄で大天使様と約束したとおり、教会に大天使様や天使たちの正確な像やステンドグラスを作り、現世の人たちからお供え物が貰えるようにするためだ。

　心のどこかで冗談だと思っていたのに、よほど大天使様も天使たちもお供え物に飢えていたようだ。

　神様がケチでお供え物を分けてくれないという、あまり聞きたくない愚痴を聞かされてしまった。

「ヴェル、沢山料理を作って。みんなの分ね」

「はあ……」

　俺たちはすぐにでも現世に帰りたかったのだけど、大天使様と天使たちのお願いなので仕方がない。

　思いつく限りの料理を作り始めたのだか、さすがに今回は師匠、ブランタークさん、導師も手伝ってくれた。

　それでもとてつもない量の料理を作ったので、半日ほど時間を費やすことに。

　和食、洋食、中華、デザート。

　魔法の袋に仕舞ってある食材と調味料を使い、無事に大量の料理とデザートが完成した。

「ありがとう、ヴェル。みんな、滅多にない大量のお供え物よ！　楽しみましょう」

「わ───い。この料理、なにかしら？」

「前に神様が食べていた料理とは、また違うのね」

「こっちの方が美味おいしそう。いただきます！」

「「「「「「「「「「いただきます！」」」」」」」」」」

　天使も『いただきます』って言うんだな。

　四体の竜を倒した俺たちがご馳ち走そうを振る舞われるのが普通なのに、なぜか最後に半日も料理を作り続ける羽目になってしまった。

　珍しく、師匠たちが手伝ってくれたのが救いかな。

「師匠もブランタークさんも、やればできるじゃないですか」

「ヴェル、私は冒険者として活動していたから元々最低限の料理を作れたよ。でも、私の冒険者用野外料理はレパートリーが貧困でね。ヴェルの料理は本当に美味しそうだ」

「どこで覚えてくるのか、いつも不思議なんだよ」

「古い本に記載されていたんですよ」

「ヴェルは、古代魔法文明時代の料理や、様々な地方の料理に興味があるんだね。私も見たことがない料理が多いけど、これは私が勉強不足だったかな」

「……（もしかすると師匠は、俺に前世があることに気がついているとか？　まさかな）」

　神様や大天使様でも気がついていないのだから、それはないか。

　大量に作られた料理だが、大天使様と天使たちが恐ろしい勢いで食べている。

　よほど普段、お供え物に縁がないんだな。

「某それがしも食べたいのである！」

「クリムト。もう少しで現世に帰れるし、この料理はすべてお供えしてください。とてもいいことがあるから」

　師匠に止められて、珍しく導師は料理を一口も食べなかった。

「ふう……お腹いっぱい」

「美味しかったわ」

「これからは、現世の人たちが沢山お供えしてくれるわよ。ヴェルが、私たちにそっくりの像や絵画、ステンドグラスを作ってくれるから」

「楽しみねぇ」

「本当、待ち遠しいわ」

　大天使様と天使たちが、俺たちが作った大量の料理とデザートをすべて平らげた直後、体の奥から湧きあがる熱さを感じた。

　間違いなくこれは、俺たちの現時点での魔力量と限界魔力量が大幅に上がった証拠だ。

「ヴェル、お供えの効果はあったでしょう？」

「はい」

「現世では、お師さんとクリムトは二週間、ヴェルは一週間ほど魂のない状態だったけど、あの世では一年、半年の期間、三人は有意義な修行ができたと思う。大天使様や天使たちへのお供えで、さらなる魔力量の大幅な上昇も達成できた。ここまで強くなったのだから、きっと魔族たちを倒せるはずだよ」

「そうよ。現世のマナを独占し、枯渇させ、世界のバランスを崩すような連中、死んだら地獄行きよ！　容赦なく倒してしまいなさい！」

　大天使様も、俺たちのパワーアップに太鼓判を押してくれた。

　そして、世界のバランスを崩しているあの魔族たちを倒せと言う。

　それはいいのだけど、師匠と腕を組みながら言うのはどうかと思います。

　ブランタークさんと導師が、ニヤニヤしているじゃないですか。




『人間たちよ、この度の地獄の平定、誠に大儀。褒めてつかわす』




　突然どこからか、とても威厳のある男性の声が聞こえてきた。

　そしてそれを聞いた瞬間、膝をつき頭を下げる大天使様と師匠、そして天使たち。

　もしかすると、神様なのか？

「ヴェル、頭、頭」

　あっ、はい。

　声だけとはいえ相手は神様なので、俺たちも急ぎ膝をつき頭を下げた。

　それにしても、さっきまでは貰ったお供えを分けてくれないと愚痴っていた相手なのに、さすがは神様というべきか。

『そしてアルフレッドよ。人間たちを強化し、地獄の平定を成功させた功績を称たたえ、そなたに褒美を出そうと思う。そういえばそなたは、輪りん廻ね転てん生せいの輪に戻り、再び人間として生まれ変わりたいと言っておったな。今回の功績により、天国での修行を終えたと見なし、その願いを叶かなえてしんぜよう』

「神様、ありがとうございます」

　師匠はずっと、一日でも早く輪廻転生の輪に入り、再び人間として生まれ変わりたいと言っていた。

　たとえ今の記憶がなくなっても、人間として生きていきたい。

　若くして亡くなってしまった師匠は、人間としての暮らしに未練があるのだろう。

「……」

　師匠に天国に残って天使になる修行をしてもらいたい大天使様は、神様の言葉を聞いてわかりやすいほど悲しげな表情を浮かべていたけど。

　師匠がいなくなるのが嫌なのだろう。

「（アルの奴、女泣かせだねぇ……）」

　ブランタークさんは、大天使様に好意を寄せられている師匠のモテぶりに感心していた。

　俺も凄すごいなとは思うが、同時にちょっと大天使様が可か哀わい想そうになってしまった。

　この人は、暇があれば俺に料理やデザートを作らせる人だったが、お供え効果で魔力量を大幅に増やしてくれたし、明るい性格なので、なんだかんだ言って地獄での数ヵ月は楽しかった。

　俺には、師匠が別の人間として生まれ変わるのと、これから懸命に努力して天使になるのと、どちらが幸せなのかわからないけど、大天使様と師匠って意外とお似合いのような気がするのだ。

「あの……師匠」

「ヴェル、どうかしたのかな？」

「ええと……。師匠が天使になっても似合うと思いますよ」

　ここにいる天使たちは女性ばかりだけど、師匠はイケメンだから馴な染じむんじゃないかな。

　職場環境が悪くて、転職したくなるってことはないと思う。

「師匠が人間として生まれ変わりたいのなら、それはその意思を尊重したほうがいいと思いますけど……」

「う───ん」

　なぜか師匠が、俺にぐっと顔を近づけた。

　やはり何度見てもイケメンで、俺もイケメンに生まれたかったなと思ってしまう。

「あの幼かったヴェルが、男女の機微まで理解できるようになるとはね。本当に成長したものだ。だけど……」

「だけど、なんですか？」

「そういえばヴェルは、まだ二十歳にもなっていなかったね。今、他の人間として転生してしまうと、私はヴェルに魔法を教えるという約束を果たせなくなってしまう。神様、私が天使になれるかどうかわかりませんが、もうしばらく天国で修行をさせてもらえないでしょうか？」

「アルぅ───」

　師匠が人間に生まれ変われるという神様からの褒美を断り、このまま天国で天使としての修行を始めると宣言した瞬間、わかりやすいほど大天使様が嬉うれしそうな表情を浮かべた。

『私としては、君が残ってくれるというのならありがたい。その可か愛わいい弟子が天寿をまっとうして再びここに戻ってきた時、魔法の修行の続きをする許可を出そう』

「ありがとうございます」

『では色々と名残り惜しいが。人間たちよ、現世に帰り、世界のバランスを崩そうとしている魔族たちを止めるがいい。そのために私は、アルフレッドを通じて修行をさせたのだから』

「必ずや、魔族たちの悪行を阻止します」

「神様に名指しで批判されているような連中ですからね。必ず倒しますよ」

「ぶちのめすのである！」

『では人間たちよ、サラバだ』

「ヴェル、現世の時間で百年後ほどだと思うけど、その時にまたここで会おう。今度は二人でみっちりと修行をしようではないか」

「俺も楽しみにしています」

　最後に師匠と握手をした瞬間、目の前は真っ暗になり、急激に眠気が襲ってきた。

　あの世では眠ることができないので、俺たちはこれで現世に帰れるのだと確信しながら、そのまま意識を失ってしまう。

　あっ、でも……これは、久しぶりに意識を失ったからか？

　なにか大切なことを忘れてしまったような……。





　　　　　　　　＊＊＊






『どうやら、地獄の住民たちを凶暴化させた黒い星は、生前から四体の竜に仕込まれており、その目的は、単純に竜たちを強化するためだったようだ』

「神様、つまりあの黒い星は人間が作ったただの強化アイテムってことですか？」

『そのはずだが、どういうわけか死んでからも竜たちの魂に残り続け、ある程度の時を経てから、自分たちのみならず地獄の住民たちすら凶暴化させてしまった。黒い星を作り、竜たちに仕込んだと思われるイシュルバーグ伯爵とやらも、黒い星にそのような効果があるとは思っていなかったはず。ただ本人にその自覚はないものの、かの者は一万年以上もの時を生き、我らですらその正確な所在を掴つかめていない。これからも警戒が必要だが、あの人間たちからかの者に対する記憶は消させてもらった』

「ヴェルやブランターク、アームストロングが頑張って探したところで見つかるような相手ではありませんしね」

『倒すのも極めて困難どころか、まず不可能と見ていい。ならば、あの人間たちがかの者を探し続けることに意味はあるまい。だから、ここで得たイシュルバーグ伯爵に関する記憶を消したのだ。さすがに永遠の命を持つことはあり得ないので、いつかあの世にやってくるはず。その時に、かの者の真意を問い質ただそうではないか』

「そうですね。私は、アルに天使としての修行を施します」

『お気に入りだから気合も入るか。しかし、あの男はかなりの好男子だ。いまだ男性の天使がいない状況なので、今頃、他の天使たちも甲か斐い甲が斐いしく世話をしているのではないのかな？』

「あ───っ！　抜け駆けは許さないわよ！　アルは私のものなんだから！」




　おうおう。

　大天使ともあろう者がはしたない。

　だが、その気持ちはわからなくもないか。

　なにより、アルフレッド・レインフォードはいい天使になってくれそうなので、人間に転生することをやめ、ここに残ってくれてよかった。

　彼の弟子に感謝せねばなるまい。

　そして、現世のマナ供給のバランスを崩している愚か者たちを倒してくれることを期待しよう。

　神は現世でもあの世でも、トラブルを直接解決できないもどかしい存在なのだから。





　　　　　　　　＊＊＊






「あ───っ！　無事に目を覚ました！　よかったぁ……」

「……ええと……あなたはどちら様でしょうか？」

「私は、ビンス村のマーガレットと言います。魔法使い様は、この村の近くを流れる河の岸に流れ着いたんです。そしてそれから一週間、ず───っと寝たままで。あっでも、その前にも別の魔法使い様と、大きな体の武道家様も流れ着いていまして、そのお二人は二週間も寝たままでして……」

「お───い、マーガレット！　先に流れ着いた二人も目を覚ましたぞ！」

「えっ？　同時にですか？　そんな偶然ってあるんですね」




　随分と長い間、あの世で修行したり、地獄で四体の竜を退治したりしていたはずだが、本当にあの世の一ヵ月は現世の一日でしかなかったようだ。

　師匠や大天使様たちとサヨナラの挨拶をした直後、突然目の前が真っ暗になり、目が覚めたと思ったら、視界に入ってきたのは目慣れない顔の女の子であった。

　年齢は十五歳くらいだと思う。

　クセのあるオレンジ色の髪と青い瞳の美少女が安あん堵どの表情で俺に話しかけてきた。

　俺は溺れ死なず、この子の村の近くまで流されてきたのか……。

　事前に師匠からそう聞いてはいたが、もしかしたらもう死んでいるかも、とか思ったりもしていたので、目を覚ますことができてほっとする俺であった。

「俺の前に、二人の魔法使いが流れ着いてきたって？」

「はい、お一人は武道家の方ですけど」

「ええとね。その武道家の人はとてもそうは見えないけど、実は魔法使いなんだ」

「え───っ！　そうだったんですね！　私は武道家様の面倒も見ていましたが、魔法使い様だとは思いませんでした」

　彼は魔法使いの格好をしているのに、なぜか武道家に間違われることが多かった。

　主に体の大きさと筋肉のせいで、さらに戦い方も武道家みたいだからな。

「二人も目を覚ましたのか……」

「お知り合いなのですか？」

「そうだよ」

　三人で一緒に師匠や大天使様たちと別れたので、同時に目を覚ましてもおかしくはない。

「お二人は、魔法使い様の一週間前に同じ川岸に流れ着いて、二週間も意識がなかったんです。もしかしたら、このまま目を覚まさないのではないかと心配しましたが、目を覚まされてよかったです」

　そう言いながら、安堵の表情を浮かべるマーガレット。

　この子はとても優しいんだな。

　導師とブランタークさんが気を失っている間、あの世で師匠と修行していたから大丈夫だと教えても、彼女には信じてもらえないか。

　常識的に考えて、救出した人が二週間も意識不明だったら、それは村の人たちも心配して当然だろう。

「見ず知らずの二人を二週間も看病してもらって大変世話になった。俺の名前は。ヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターだ。このお礼は必ずさせてもらう」

「えっ！　魔法使い様は、あの竜殺しの英雄バウマイスター伯爵様だったのですね。こんな田舎にもバウマイスター伯爵様の噂うわさは流れていますよ」

　俺の正体を知ったとたん、目を輝かせながら俺を見るマーガレット。

　俺も有名になったものだと思いつつも、バウマイスター伯爵かぁ……。

　情報の伝達速度からして、ここはかなり田舎のようだ。

　なぜならマーガレットは、俺が辺境伯に陞しょう爵しゃくしたことを知らないのだから。

　ビンス村は、かなり奥地にあるのであろう。

　いずれにせよ、これだけ世話になったのだからマーガレットとビンス村には相応のお礼をしなければ、大貴族として俺の沽こ券けんに関わるというもの。

　だが、それはもう少しあとの話だ。

　今は一秒でも早く、導師とブランタークさんと話がしたい。

　そう思いながら立ち上がろうとすると、マーガレットに止められてしまった。

「バウマイスター伯爵様、一週間も寝たきりだったので、いきなり起き上がると危ないですよ」

「大丈夫さ」

「足腰が立たないと思いますよ。私の亡くなった祖父が病気で寝込んだ時もそうでしたから」

　普通ならマーガレットの言うとおりだろうが、あの世で大天使様が俺たちの身体を維持していると言っていたので、このまま立ち上がっても大丈夫なはず。

　一週間ぶりにベッドから起き上がったが、立ちくらみや眩暈めまい、足のふらつき、筋力の低下は一切見られなかった。

　これも、お供え物の効果かな。

「なっ、大丈夫だろう？」

「不思議です！　バウマイスター伯爵様は奇跡を起こされました！」

　一週間も寝たきりだったのに、リハビリもせずに立ち上がった俺にマーガレットがえらく感心しているが、ある意味ズルなのでどうにも心が落ち着かなかった。

　彼女は純粋そうなので、ちょっと悪いことをしてしまったような気分に陥るのだ。

「ですが、お二人のところに行く前にお着替えになった方がいいと思います。その……看病の関係で……。オシメは外した方が……」

「なっ！」

　ベッドから起き上がってから気がついたが、一週間も目を覚まさなかった俺を看病するために、俺にはオシメがつけられていた。

　大天使様のおかげで、一週間飲み食いしなくても痩せ衰えることはなかったが、出るものは防ぎようがなかったからであろう。

　この年でオシメをつけられ、シモの世話をされてしまうとは……。

　しかも、美少女にだ。

　考えれば考えるほど恥ずかしくなってくる。

「ちゃんと着替えてから、二人に会いに行くよ」

「それがいいと思います」

　なんだろう？

　この美少女からオシメを取り替えられたのだと考えると、ドキドキしてくるのは……。

　俺には、特殊な性癖などないというのに……。

「一週間ぶりの歩行なので、十分にお気をつけください」

「ありがとう、マーガレットさん」

　魔法の袋から取り出した下着やシャツ、ローブに着替えた俺は、導師とブランタークさんが看病されているという隣の家に入った。

　あまりに色々とあって気がつかなかったのだけど、看病されていた家を出ると外は暗く、天には星空が広がっている。

　すでに二人も目を覚ましており、俺と同じく着替えをしているところだった。

　一緒にあの世から現世に戻ってきたので、同時に目を覚ましたのか。

「ふう……二週間も寝たままだったからなぁ……」

「仕方がないのである！」

　二人も俺と同じく……いや倍の二週間、オムツをつけられて看病されていたのだ。

　いい年をした大人なら恥ずかしくなって当然だ。

　さすがの大天使様も、人間の排はい泄せつまでは止められなかったようだ。

　下手に排尿、排便を止められて膀ぼう胱こう炎えんや便秘になるのも嫌なので、文句も言えないか。

「アルや大天使様の言っていたとおり、二週間も寝たままだったのに、身体になんの影響もないのが凄いな」

「ブランターク殿くらいの者が二週間も寝たきりだと、そのままというケースも多いのである！」

「そこまでジジイじゃねえよ！　それよりも、俺たちと辺境伯様をこんな目に遭わせた魔族たちだ。せっかくあの世で修行して強くなったんだ。リベンジしないとな」

　ブランタークさんにしては珍しく、えらく好戦的だった。

　よほど最初の敗北が堪こたえたのであろう。

「確かにのんびりしている場合ではないですね。一刻も早く俺たちの無事をみんなに伝え、魔族たちに対し反撃に出ないと。陛下のこともありますし、まずはこの一週間でどう状況が変わったのか、詳しい情報を得ないといけません」

　俺が代表して、エリーゼに魔導携帯通信機で連絡を取ってみる。

　ところが、どういうわけか彼女は出なかった。

　不思議なことがあるものだと思いつつ、続けてテレーゼに連絡を取ってみると、珍しく彼女の声が動揺しており、慌てたような口調で俺に返答した。

『ヴェンデリン、やはりそなたは生きていたのか！　よかったが、今、大変なことになっておるのじゃ！』

「大変なこと？」

　だからエリーゼと連絡が取れないのか。

『実は私たち、ギガントの断裂から少し南の位置にいるんです』

『ヴァルド殿下が、例の魔力回復を阻害している装置の発見が最優先だと述べられたので、エリーゼ様からの指示で、私たちが先生たちの代わりに捜索に参加しているんです』

『ベッケンバウアーさんと、キンブリーさんも一緒ですよ』

　アグネスたちの声も聞こえ、どうやらエリーゼたちとは別行動を取っているようだな。

　確か、一週間前までは捜索隊の規模を縮小するという話で、だから俺は一秒でも早く王城のヴァルド殿下の元に馳せ参じるために単独行動していたわけで、そしたら魔族たちに狙われて死にかけたのだ。

　それなのに、ヴァルド殿下は再び方針を変えたのか……。

「テレーゼ、アグネスたちは俺の代わりというわけか」

『あたいも、テレーゼたちの護衛名目で一緒にいるし、姉御とカタリーナはちょっと離れた場所で捜索をしているぜ』

　カチヤ、リサ、カタリーナも、魔族たちの捜索に参加しているのか。

　俺の代わりだろうが、エリーゼが正妻としてちゃんと差配してくれたようで助かった……なんて安心してる場合ではない。

　テレーぜは、エリーゼと連絡が取れない理由を俺に教えてくれた。

『どうやら、王都でなにか緊急事態が起こっているようなのだ。妾わらわたちも、バウマイスター辺境伯領に残っているアマーリエたちも懸命に連絡を取ろうとしておるのだが、まったく繋つながらないのだ。急ぎブライヒレーダー辺境伯にも連絡を取ってみたが、やはり王都とその周辺との連絡がつかずに慌てておった。そして、こういう状況について妾には覚えがある』

　覚え？

　もしや……。

「王都の『通信』が阻害されているのか？　帝国内乱で使われた巨大魔道具と似たようなものが王都で使われていると？　あっ！」

　もしや、俺たちが懸命に探していたものは王都かその近くにあり、すでに発動しているのか！

『そうとしか思えぬ。残念じゃが、北部にいる王国軍も、その他、例の巨大魔道具を捜索してる軍人や冒険者たちも同じような状況らしい。魔導携帯通信機、『通信』の魔法、共に使えず、現在王都がどうなっているのかまったくわからぬそうだ。王都に近い場所にいる王国軍が偵察を出し、王都に帰還する準備を始めたそうだが、はたして間に合うかどうか……』

「辺境伯様、なんか嫌な予感がするな」

「某も同じである！　そしてこういう嫌な予感は必ず当たるのである！」

　魔力回復を阻害する巨大魔道具と、『通信』を阻害する装置が同じものなのかはわからないが、一つだけわかっているのは、俺たちを倒した魔族たちがそれを持っており現在王都で使用している可能性が高いということだ。

「ヴァルド殿下は悪手でしたね。まさか、魔族たちと巨大魔道具が王都のお膝元にあったなんて。そして頼りの王国軍は、それを探しに全国に散っている」

「なにより、魔導飛行船や『飛翔ひしょう』で王都救援に向かうことが困難な状況ってのがなぁ……」

　実際、テレーゼたちもベッケンバウアー氏、キンブリーさんも王都を救援できない。

　実力の問題ではなく、魔力不足で王都まで飛んでいけないのだ。

「バウマイスター辺境伯領も、向こうにはお子様たちしかいないからなぁ……」

　同じく距離の問題があるし、まさか子供を王都の救援に向かわせるわけにはいかない。

「う───む。このビンス村は、ちょうどギガントの断裂と王都との中心地点にあるのである！」

　導師がテーブルの上に地図を広げた。

　俺たちは思ったよりも南に流されていたようで、よく溺れ死ななかったものだ。

「距離的にいうと、俺たちが一番早く王都に辿たどり着ける可能性が高いですね。他の王国軍は……詳細な配置がよくわからないし、『飛翔』が使え、十分な魔力を持っている魔法使いでなければ厳しいと思います」

「だが一つ問題があるぞ。俺たちも魔力不足なんだ」

「今は某たちも魔力が満タンであるが、予備の魔晶石は空っぽなのである！　もし王都で魔族たちとの戦闘があって、それが長引けば……」

　確か、俺たちを襲った魔族たちは大量の魔力を手に入れており、魔法が使い放題だったんだ。

「ですが、現在エリーゼたちが王都にいます。連絡が取れないということは非常事態です。自力で脱出してくれればいいのですが、もしかしたら魔族たちに狙われているかもしれない。俺が迎えに行きます！」

　だって、エリーゼ、ルイーゼ、イーナ、ヴィルマは俺の妻で、エルは俺の親友で家臣なのだから。

「俺も王都ブライヒレーダー辺境伯邸に詰める家臣や兵士たちが気になるし、導師も家族がいる。だが……」

　ここで問題になるのは、三人で急いで王都に辿り着いたとしても、現地で魔力を使い果たして動けなくなることだ。

　三人で戦えば強いが、稼働時間に難がある。

　王都に向かうのを一人か二人にして、残留者の魔力を予備の魔晶石に入れて持つという戦法の方がいいような気がするのだ。

「幸い、あの世での修行で俺たちは他の魔法使いの魔力を補充することができるようになりました」

　これも、師匠の修行のおかげだ。

「もし現在の王都がクーデターが発生した帝都のような状態になっていた場合、残念ながら一時王都の放棄もやむなしなのである！」

「そんなに深刻な事態になっているんでしょうか？」

「王都との『通信』を阻害する魔道具ともなれば、魔力をバカ食いするのである！　現状、大量の魔力を用意できる者たちとなると、あの魔族たちしか思いつかないのである！」

「さらに、帝国内乱で使われたような魔道具なら、やはり魔力回復を阻害する魔道具同様、相当デカイはずだ。それを王都の中心部で使えば、多くの人たちの目に触れてしまう。これまでずっと隠れ続けてきた連中が、そんな目立つことをするのはおかしい」

「おかしいのに、どうしてそんなことをしたのか？　それは、もう魔道具を隠す必要がないからである！」

　魔族たちは、王都を占領しようとしている？

　確かに王国軍の大半は国中に分散しているけど、数の少ない魔族が人口の多い一国の首都を簡単に奪取することができるのだろうか？

「破壊活動をするという手も考えられるが、それなら大規模に『通信』を阻害するなんて面倒くさいことはしないはずだ。一番可能性があるのは、王国貴族の中に魔族たちと通じ、独自の戦力を用意している奴がいる可能性だ」

「そういえば、おかしいと思ったのである！　バウマイスター辺境伯が王都に向かおうとして単独行動を取ったところを、魔族たちに都合よく襲撃されたのである！　魔族たちに情報を流した者が、それもかなりの大物がいる可能性が高いのである！」

　ヘルムート王国貴族に裏切り者がいる。

　だとしたら、今のろくな戦力がない王都なら、魔族と組めば十分に占領することが可能か。

「辺境伯様、俺の魔力を持っていけ！　王都のブライヒレーダー辺境伯家の連中は、自分でなんとかするはずだ。いい大人だしな」

「某の家族は、間違いなく独自に逃げ出しているはずである！　某の魔力も持っていくのである！　エリーゼは我が姪めいであり、今はバウマイスター辺境伯家の責任者となっているとか。彼女は真面目だからホーエンハイム子爵家のことも心配だと言って残るかもしれないのである！　必ず彼女も王都から連れ出すのである！」

　導師とブランタークさんは、一日でも早く魔族たちにリベンジを果たしたいだろうに、俺に魔力を譲ってくれた。

「ありがとうございます。必ずエリーゼたちを連れて王都を脱出します」

　あの世での修行で強くなったから、もしかしたら王都を奪おうとする魔族たちや裏切り者も全員すぐに倒せるかもしれない……なんて夢は、師匠と修行をしていると考えなくなる。後日、態勢を整えてから確実に反乱者たちを倒すため、今はエリーゼたちの王都脱出を助けよう。

「では、急ぎ王都に向かいます！」

「頼むぞ」

「バウマイスター辺境伯、修行の成果を見せるのである！」

　俺は装備を確認し、王都へと『飛翔』で移動しようと外に出た。

「た、たたっ、大変失礼しました。バウマイスター辺境伯様」

　マーガレットは、ブランクタークさんと導師の発言から、俺が辺境伯であることに気がついたようだ。

「この村だと情報が入ってくるのが遅いだろうから仕方がないさ」

　すると、マーガレットからあるものを渡された。

「バウマイスター辺境伯様、お詫びといってはなんですが、これ、大昔に私のお祖父じいさんの知り合いの魔法使いが忘れていったものだそうです。なぜか数十年も持ち主が取りに来なかったそうで。もしこれがお役に立つのならどうぞ」

　マーガレットがくれたのは、この村を訪れたことがある魔法使いが忘れていった魔晶石であった。

　その魔法使いの魔力が入っているようだが、かなりの量だ。

　以前の俺なら他人の魔力は使えなかったが、今なら使えるのでありがたい。

「とても助かる。この村に流れ着いた俺たちを看病してくれて、こんなに貴重なものまでいただいて。あとで必ずお礼をするので、なにが欲しいのか考えておいてくれないか？」

　マーガレットには、シモの世話までさせてしまったからな。

　必ずその恩に報いなければ。

　よほどの無茶でなければ、俺はマーガレットの願いを叶かなえてあげるつもりだ。

「じゃあ、少し王都まで行ってくるよ」

「バウマイスター辺境伯様、ご無事の帰還をお待ちしております」

　俺は『高速飛翔』を用い、全速力で王都を目指す。

　エリーゼたちが無事ならいいのだけど。
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「婿殿が行方不明になってもう一週間か……。その間に大分王都が物騒になったのぅ……」

「ホーエンハイム枢機卿、随分と町中に立つ兵士たちが増えましたけど、なんか装備もバラバラで、貴族の諸侯軍みたいですね」

「役職がなく、王都で暇をしている貴族たちが急きゅう遽きょ王都の警備に駆り出されていてな。だから装備もバラバラなのだよ。急に必要な人数を揃そろえられない者もいて、大分遠い親戚や、知人、友人まで臨時の家臣扱いし、中には素性も知れぬ平民を雇って、爵位に見合った人数を揃えている貴族たちもいる。だから、なんとも頼りないわけだ」

「王国軍は目下、ヴァルド殿下の命令で国中を隈くまなく捜索中だものね。でも、もし再び魔族の襲撃があったとして、この人たちで対抗できるかな？」

「できはせぬが、陛下を守りきれなかったワーレン殿が、近衛騎士隊を強化して王城の守りを固めておる。少人数での奇襲を二度も許さないと思うのだ」

「ワーレン様、陛下が目を覚まさないから責任感じてますからね」

「知己の魔法剣士たちを雇って、戦力を強化していると聞く。二度と同じ手は食うまい」




　ヴェルが行方不明になって一週間。

　今日は私とルイーゼで、ホーエンハイム枢機卿の警備を担当していた。

　王国軍の大半が王都を離れて任務にあたっているので、教会の聖堂騎士団は非常に忙しくなり、さらに陛下が白昼堂々と魔族に襲われるような状況だ。

　大貴族や要職にある人たちに護衛が必要な状態なのだけど、家族がいる屋敷の警備も必要で、でも法衣貴族は家臣が少ない人が多い。

　ホーエンハイム子爵家は教会の手伝いにも人を出しており、人手が足りないから私とルイーゼの出番となったというわけ。

　エリーゼには、ヴィルマとエルとハルカがいるから大丈夫だし、お屋敷にも家臣と兵士がいるから警備の人手は足りている。

　バウマイスター辺境伯家は当主であるヴェルが行方不明だから、ヴァルド殿下から任務を与えられていないという理由もあった。

　ヴァルド殿下が焦って、ヴェルを単独行動させたのが行方不明になった原因なので、エリーゼたちに働けとは言えなかったのでしょう。

　その代わり、王都滞在中お世話になっているホーエンハイム枢機卿の護衛をしてお返ししているってわけ。

　幸いというか、北方で捜索に参加しているテレーゼたちにも、バウマイスター辺境伯領で留守番をしているアマーリエさんたちにも大きな問題は発生してないから、エリーゼと私たちは王都でヴェルを待ち続けることができた。

「魔力回復量の大幅減少で移動に大きな制限があるから、以前のように気軽に移動できない。積極的にヴェルを捜せないのが辛つらいわね。一日も早く元の状態に戻ってほしいものだわ」

「それは、テレーゼたちに任せるしかないよ。ヴェルや導師たちもそうだけど、ベッケンバウアーさんが言っていた、大昔に作られた巨大魔道具はなかなか見つからないね」

「王国軍と魔法使い有志が懸命に探しているから、悪い魔族たちと一緒にすぐに見つかるわよ」

「早く見つかってくれないと、王都の守りが頼りないよね。ボクに言わせると素人さんばかり。また魔族が再び攻めてくるかもしれないし、もしそうなったら彼らじゃあ心こころ許もとないもの」

「先日のような少数での襲撃ならワーレンさんが防ぐし、大軍がいきなり湧いて王都を攻めるなんてことはあり得ないわよ。王国軍にだって目はあるんだから。すぐに察知されて、それを知った近隣の王国軍が戻ってくるわ。ヴェルもそのうち戻ってくるから大丈夫よ」

「それもそうだね。ヴェルは、どこで道草を食っているのかな？」

「婿殿もだか、ブランタークと導師もじきに戻ってくるはず。さすれば問題あるまい」

　ホーエンハイム枢機卿も、王都のあちこちに配置されている兵士たちを頼りないと思っているみたい。

　なんか訓練不足以前の人が多いし、そんな人が沢山いても戦力にならないから、暇な貴族たちに手を借りるなんて場当たりな方策はやめた方がいいのに……予算の無駄だし。

　それにしても、臨時とはいえこんなに沢山の兵士を集めて、お金は大丈夫なのかしら？

　ルックナー財務卿が文句を……きっと言えなかったのでしょうね。

「あの……」

「なにかな？　イーナ殿」

「いくらホーエンハイム子爵家の人たちや聖堂騎士団が忙しくても、私たちに護衛を頼むほど人手が切迫しているのが不思議です」

　セバスチャンさんもいるのだから、わざわざ私たちに護衛を頼む必要はないと思うのだけど……。

「もしかして、なにか他にやらなければいけない仕事があって人手不足になってしまったのですか？」

「そんなところだな。この仕事は内緒でやっているので、他の人に話さないでもらいたい」

「わかりました」

「内緒ですね」

　ホーエンハイム枢機卿は、内緒で人を使ってなにかを探っている？

　王都と王城には素人ばかりだけど沢山兵士がいるのに、あえて彼らを使わない。

　ホーエンハイム枢機卿が、信用できる家臣と教会の人間だけを使ってなにかを探っているのね。

　そしてそれは、現時点では誰にも言えないのか……。

「このところ魔族たちが暴れ回っておるが、あまりに唐突に色々と起こりすぎる。陛下が襲撃された件などは、あれだけの大規模な捜索をしたのに、魔族たちがどこに逃げたのかすらわからなかった。挙句の果てに、単独行動をしていたとはいえ婿殿が待ち伏せをされて襲われた形跡がある。おかしなことが多すぎるの」

「もしかしてそれって、人間の、それも王国貴族の中に魔族と通じている人がいるってことですか？」

「ええっ！　人間なのに、魔族と組んでしまうの？」

「ルイーゼ殿、それは別におかしな話ではない。世の中には、自分が利益を得るためならどんな相手とだって組む人間は存在するのだから。なにより魔族は、見た目が人間とそう違うわけではない。だから、そういう貴族がいてもおかしくないとは思っている」

　でも、それを公に探すのは憚かばかられるから、ホーエンハイム枢機卿は自分の警備を私たちに頼んでまでなにかを探るのに人手を割いているのね。

「ワシの杞き憂ゆうで終わればいいのだが……」

「どうなんだろう？　イーナちゃん」

「そうねぇ……」

　確かに、陛下が白昼堂々と王城の中で襲われた件なんかは、王城に自由に出入りできる貴族が手引きでもしないと成功しなかったはず。

　なにより、陛下を負傷させられて激高した王国軍が王都やその周辺を血眼ちまなこになって捜したのに見つからず、次に現れたのはかなり北方で、王都に向かって単独飛行していたヴェルを待ち伏せして襲撃したのだから。

「怪しいですね、確かに」

「間違いなく、他の大物貴族たちも独自に人手を出して調べているはずだ」

「協力すればいいのに」

「それが理想なのだが、残念なことに他の貴族たちからすればワシも容疑者の一人なのだよ。お互いに疑心暗鬼に陥りながら、存在するかわからない裏切り者を捜しているわけだ」

　他の貴族に打ちあけて、協力し合うのは難しいのね。

　そして、ますます王都と王城の警備が薄くなってしまう。

「勿もち論ろん、裏切り者が存在しない可能性もある。もしかしたら、ヴァルド殿下もワシらに隠れて裏切り者を捜しているかもしれない。確か彼は、『シャドウ』とかいう優秀な密偵を個人で雇っていたはずだ」

「陛下がいないばかりに……」

「別に、ヴァルド殿下に統治者としての資質がないわけではないのだ。だが、急に全権を任されたからこんな結果になってしまう。せめて婿殿がいれば……」

「ヴェルが？　もっと若くて経験不足だと思うなぁ」

「ヴァルド殿下が婿殿を横に置き、閣僚たちの前で自分の意見を述べる。それに婿殿が賛同するだけで、話が進む案件などいくらでもあったのだ。だから、一日でも早く婿殿に戻ってきてほしいものだ」

　陛下と導師の関係のように、ヴァルド殿下はヴェルを頼りにしてるわけね。

「そうだよねぇ……ヴェル、早く戻ってこないかなぁ……」

　こんな時こそヴェルが必要なのに……。

　ブレンメルタール内務卿やプラッテ伯爵のように、もうヴェルは死んだと公言して憚らない人も多いけど、絶対にその事実は認めたくない。

　もし彼らの言い分を信じたら、本当にヴェルが死んでしまうような気がするから。

「（ヴェル、早く戻ってきて）」

　みんな、不安に押し潰つぶされそうになりながらもバウマイスター辺境伯家を守っているのは、必ずヴェルが戻ってくると信じているから。

　無事に戻ってきたら、必ず心配かけさせられた埋め合わせをしてもらうわよ。
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「ブレンメルタール内務卿、随分と人数を集めたようだが、さすがは長年仕事がなかった駄目貴族たちが場当たり的に集めた連中だ。これが我らの味方かと思うと、大いに不安になるな」

「……彼らは、それでも貴族なのだ。じきに慣れるはずだ」




　オットーの奴！

　自分も役職ナシ貴族と大差ない無職のくせに、魔法が使えるからって偉そうに！

　私のやり方に文句をつけるな！

「まともな貴族は、いつか役職を得た時に備えて家臣と兵をちゃんと揃えるものだ。金がかかるが、それができない貴族には永遠に声がかからん。それもわからず、急に仕事が降って湧いてから焦って知り合いを呼んだり、平民を臨時で雇ってお茶を濁すような者たちは、王都の大して重要でない場所にしか配置していない。当然、私たちがこれからやることも伝えておらぬ」

「お前やプラッテ伯爵の兵たち、そして魔道具ギルドの魔法使いたちを王城に固めているのか」

「そうだ。ヴァルド殿下も閣僚たちもわかっていると思う。役職ナシ貴族の家臣や兵たちなど役に立たないどころか、いざ有事になれば足を引っ張りかねないということを。なにより、得体の知れない者たちまで交じっているのだから。ワーレンやエドガー軍務卿は彼らを王城に入れたくないから、王都のあちこちに配置した。カカシよりはマシなのでな。つまり、元からあてにされていないのだ」

「なるほど。その中でちゃんとした家臣と兵を持っている貴族たちは自然と王城内に配置されるのか……」

「そういうことになる」

　現在の王城を守る兵の大半は、私たちの手の者だ。

　これにオットーたちが加われば、あっという間に王城を落とせるだろう。

　そしてその際に、なにも知らされずに王都のあちこちに配置されている有象無象たちがさらに王都を混乱させる。

　慌てて王都に戻ってきた王国軍は、彼らへの対処で手間取り、私たちに時間を与えてくれるという戦術だ。

　王国軍は、王都のあちこちにいる兵士たちが敵か味方か区別できないので、なかなか王城に辿り着けないはず。

「我らも仲間を増やした。ハグレ魔族などといわれて人間にいいように利用されている、同胞とは認めたくない連中だったが、己の間違いに気がつき、我らの大義に協力してくれることになった。魔法使いなので、大幅な戦力アップだ」

「ハグレ魔族をか……。連中の対処には大いに苦慮したが、こちらにつく者たちがいるのはいいことだ」

「ところで、お飾りの王はちゃんと動かせるのだな？　奴が迅速に新王への即位を宣言し、それに王都の住民や貴族たちが従うことで、我らが少数であるという不利を補う策なのだ。本来なら王など飾りでも立てたくないのだが、大事の前の小事とこちらは我慢しているのだ。確実に実行してくれなければ困るぞ」

「……（そっ、それは……）」

　一番聞かれたくないことを聞いてきたな。

「なんだ？　確か、王都郊外にある教会に軟禁されているので、決起直前に連れ出して王城に入れるだけではなかったのか？」

「それが……。その前に、妻を迎えに行くのだそうだ……」

「妻を？　以前聞いた、教会に軟禁される時に離縁された妻たちか？　大事の前だ！　あとにしろと言え！」

「離縁された妻たちじゃない。新王になった自分に相応ふさわしい、正妻エリーゼを迎えに行くのだと……」

「この大事な時に、そいつはバカなのか？　いくら飾りの王でも愚かすぎだろう。あとにさせろ！」

「それが……。自分が先に王城に入ったせいで、もしエリーゼに逃げられたらどうするのだと言い始めた。取り巻きたちがいらぬ知恵をつけたのだ。へルター元公爵を一人にできない、一隊を編成して、エリーゼを捕らえに行く……本人は迎えに行くと言っているが、それができなければ彼は新王にならないと言い出したのだ」

「バカか！　なんとかしろ！」

　なんとかしろと言われても、もしも先にエリーゼを確保しようとしたら、敏さといホーエンハイム枢機卿に気がつかれてしまう。

　そうでなくても奴は自分の家や教会の人間を密ひそかに動かし、なにかを探っているはずなのだから。

　間違いなく奴は、裏切り者の存在に気がついた。

　ならば今夜の決起まで、見つからないよう慎重に動かなければ。

　元々、へルター元公爵などあてにしていない。

「我々が急ぎ王城を占拠し、陛下とヴァルド殿下の身柄を押さえれば問題ないはずだ」

　新王の即位は、へルター元公爵がエリーゼを無事に確保して、彼が満足してからでも十分に間に合うはず。

「下手に拒否してヘソを曲げられても困るのだ。へルター元公爵に行動の自由を与え、万が一にもなにかあると困るので、相応の戦力もつける」

「とんでもないバカだな、我らの飾りは。それにしても、そのエリーゼとかいう女はそんなに綺麗なのか？」

「聖女と呼ばれる美女だが、あのバウマイスター辺境伯の正妻だ。以前、彼女を巡って彼と争った結果、へルター元公爵はすべてを失って教会に軟禁された。執着があるのだろう」

「理解はしたが、本当に愚かな男だ。王を名乗るのもおこがましいが、飾りなので我慢するしかない。しかし、そいつにあまり優秀な兵は割けんぞ。別にこちらとしては、エリーゼの確保に失敗してもまったく問題ないのでな。ご機嫌取りで言うことを聞いてやるだけだ」

「それについては私も同じ意見だ。つける人員は、罪を犯して教会に軟禁されていた元貴族たちでいいだろう。数は揃えられるし、そいつらも新王のために働けば出世できると思って頑張るはずだ」

「魔法使いを所望する可能性が高いな。仲間になったばかりのハグレ魔族たちに任せて能力を見るとしよう。バカなお飾りも満足するだろう」

　ハグレ魔族を？

　……ああ、そういうことか。

　オットーは、まだそいつらを信用していないのだな。

　だからヘルター元公爵につけて様子を見るということか。

「（まあいい、こちらとしても好都合だ）協力に感謝する」

「いくら飾りでもバカすぎなのは考えものだ。しばらくしたら、ヘルター元公爵とやらは処分する必要がある。とにかく、いよいよ今夜だ！　必ずやこの国の中枢を押さえるのだ！」

「そうだな」

　それにしても、へルター元公爵は早速バカを晒さらしたな。

　折を見て奴を始末し、そのあとには私が新王となろう。

　奴の王としてのいいところは、そのあとに誰が新王に即位しても遥はるかにマシに見えるところだ。

　とにかく、もはや後戻りはできない。

　私は、必ず王になってやる！
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「さぁ、始めようか！　世界が大きく変わる瞬間だ！」




　真夜中の王城で、私はそう宣言した。

　特定の誰かに伝えるためではなく、ただそう叫びたかったからだ。

　我々は雌伏の時を経て、ついに世界の主役へと躍り出るのだと世界に対し宣言する。

　たとえ今、誰も聞いてくれなくても、もう我々は止められない。

　我々以外の者たちは、我々の変革を素直に受け入れるしかないのだ。

「同志たちよ！　諸君らの働きに期待する！」

　すでに私の同志たちは、城内外の各所を兵士たちと共に占拠し始めているはずだ。

　頼りになる王国軍は、私たちを捜すため王都から離れている。

　王城や王都の重要拠点の多くは、ブレンメルタール内務卿が引き込んだ貴族たちとその兵たちが警備していた。

　いかに堅城でも、内側からなら落とすなど容易たやすいこと。

　私は、ただ作戦の成功を待てばいい。

「もうそろそろ、目を覚まさない王と、若造の王太子を捕らえたという報告が入るはず」

「同志オットー！」

「おおっ！　同志カイツェルか！　王と王太子の身柄は無事に押さえられたようだな。次は、その家族と閣僚たちの身柄かな」

　ターゲットを一人でも多く捕らえることで王国の統治機構を麻ま痺ひさせ、お飾りとはいえ新王に従う者たちを増やせるのだから。

「あの……とても言いにくいのですが……」

「どうした？　同志カイツェル？」

「それが……。王と王太子とその家族に逃げられました！」

「はぁ？　逃げられただと？　王城には多くの味方の兵たちがいたはずだ！　なにより、同志たちもいる！　どうして逃げられるのだ？」

「それが……。漆黒の全身鎧よろいを装着した大男二人に人間の兵士たちが一瞬で蹴散らされ、同志たちもあまり魔法が使えず……」

「どうして魔法を使わぬ？」

「王と王太子はなるべく無傷で捕らえるという作戦でしたし、狭い王城内で派手な魔法を使うと、全身鎧の大男二人が守っている王たちがダメージを受けてしまうというのもありました……」

「魔力で身体能力を強化して、近接戦闘で倒せばよかろう」

「とは思ったのですが、人間の兵士たちは元々王国の国民なのです。王と王太子を連れた全身鎧たちに手が出しにくいようでして……。さらにその二人が異常に強くて、同志リライと同志ミハエルがノックアウトされてしまいました」

「あの二人がやられただと？　そんなに強い魔法使いがまだ王城内にいたのか？」

「いえ、どうやらその鎧は魔道具のようでして……」

　防衛隊の特殊部隊が持つ『バトルアーマー』を、下等生物が製造、所持しているというのか？

　そんなことはあり得ないと思うが……。

「バトルアーマーと似たようなものかと。古代魔法文明時代の遺産のようです」

　古代魔法文明の遺産、それなら納得できるというもの。

「しかしそんなものを持ってるのは……大貴族か？」

「そうかもしれません。幸いにも王城の完全占拠と、城内にいた貴族たちの拘束には成功していますが、エドガー軍務卿とアームストロング伯爵という王国の重鎮たちは拘束できていません。おそらくは王と王太子を連れた全身鎧の大男二人がそうだと思われます」

　さすがは武闘派というか、まんまと王城から逃げおおせたわけか。

「それが少しおかしな点もあって、どうして真夜中なのに彼らは王城内にいたのか……」

「もしかすると、情報が漏れていたのか？」

　我らの中に裏切り者が？

　いや、同胞たちはあり得ない。

　有象無象が多い人間の中に裏切り者がいると考えた方が自然か？

「しかしながら、作戦は概おおむね成功しています。王都の主要箇所の占拠には成功していますから」

　全身鎧男二人は、王と王太子とその家族を逃がすので精一杯だったということかな。

　だが王たちは予想外の事態になにもできず、無ぶ様ざまに逃げ出した。

　その権威は大きく失墜し、あのバカ王が王位に就いてもさほど人間たちは騒がないかもしれない。

　新王は一応王族なので、たとえ表面上でも多くの貴族たちが従うはずた。

　これから徐々に体制を固めていけば、今は表面上だけ従っている貴族たちも、心から新体制を受け入れるようになるはず。

「私の策は成功したのだ！」

「そうです！　我々は国を手に入れたのです！」

　あとは徐々に、下等生物である人間たちに我ら魔族の素晴らしさと偉大さを実感させ、自然とつき従うようにしていけばいい。

「王都にはまだ、我らに抵抗している者たちもいよう。新王の名前を出し、無駄な抵抗をやめ我々に従うよう命じればいい。戦闘ばかりさせても、無駄に消耗するだけだからな」

　なにより、これからヘルムート王国全土を平定しなければならない。

　さらにその先には、アーカート神聖帝国とゾヌターク共和国の征服事業も待っているのだ。

　我らに従うことによって得られる利益があるとわかれば、人間たちも雪崩なだれを打って我々に従うようになるはず。

「明日からも我々の苦難は続く。だが、必ずやこの世界を手に入れるのだ！」

　我々こそがこの世界を正しく導き、後世にその名を永遠に語り継がれる存在となるのだから。
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「夜分に失礼する」

「ホーエンハイム枢機卿、遅えよ！」

「王国の妖怪らしくもない」

「今回ばかりは仕方あるまい。まさか、ブレンメルタール内務卿が魔族と組んでいたとはな。今からの拘束は難しいか……」

「バウマイスター辺境伯、ブランターク、我が弟を倒した魔族たちだ。それに加えて、現在の王城と王都の警備は素人たちが担っている。しかも彼らの中には、それを提案したブレンメルタール内務卿と懇意な連中も多い。俺は、連中がこれを機にブレンメルタール閥を形成して我らに対抗するものだとばかり思っていたが、まさかクーデターを起こすつもりだったとはな。これで帝国のことは笑えなくなったな」

「素人だけならまだよかったが、まさかその多くが獅子身中の虫とは、笑えやしねえ。しかし、役職ナシがそんなに辛いのかね？　年金があるから、平民よりも遥かに恵まれてるってのによ」

「貴族だから、無駄にプライドが高いんだろうな。閣僚であるブレンメルタール内務卿と空軍の重鎮であるプラッテ伯爵、魔道具ギルドのシャーシェウド会長とて裏切ったのだ。他の有象無象たちが裏切っても不思議に思わねえ。しかし残念なのは、連中の企たくらみを阻止できる戦力がねえってことだ」




　ヴァルド殿下の命令で、頼りになる連中はみんな王国各地に散っているからな。

　だからこそ、ブレンメルタールたちは動くんだろうけど。

「つまり、一いっ旦たん王城と王都は連中に取らせるのか。無念、クリムトがいれば」

「聖堂騎士団だけではどうにもならん。教会関係者とその家族は、教会本部に立て籠こもる。一刻も早く王城と王都を押さえたい反乱者どもは、教会本部のみに戦力を割けまい。すぐに国中から王国軍が戻ってくるので、王都の死守も必要だ。そうなったら、ますます教会本部のみに拘こだわっていられぬさ」

「王都の周りの王国各地から戻ってくる王国軍と、聖堂騎士団との挟み撃ちは辛いだろう。ブレンメルタール内務卿たちは無理をしてでも落とすかもしれないぞ」

　連中、素人が多いから、アームストロング伯爵の懸念も理解できるが……。

「こちらは非戦闘員も多いから、逃げた方が犠牲も多かろう。短期間だと思うので教会本部は死守する。そのための普段からの備えだ。婿殿たちすら倒した魔族たちがいるが、教会から討って出るわけではないし、亀のように閉じ籠っていれば守りきれるはずだ」

「まあ、俺でもそうするかな」

　大した軍事的才能もないくせに、ホーエンハイム枢機卿はベターな戦術を選ぶな。

　聖堂騎士団だけでは教会本部を守るので精一杯だが、陥落は防げるか。

　王城と王都が反乱者たちの手に落ちても、教会本部が健在なら王国政府への批判は少なくなるし、反乱者たちに反抗的な人たちの心の支えにもなる。

　大ピンチなのに王国政府に恩を売るなんて、相変わらず食えない爺じいさんだ。

　俺たちも、白昼堂々陛下を襲った魔族たちには違和感を覚えていた。

　独自に調査してたんだが、真相に気がつくのが遅かった。

　魔族だけならともかく、反乱者たち相手に防戦する戦力がねぇ！

　ヴァルド殿下が、王国軍を国中に分散させすぎた。

　今回は一旦敗まけを認めて、陛下とそのご家族の身柄を最優先で逃がす。

「王国軍の施設は、反乱者たちの標的にされるから駄目だ。俺とアームストロング伯爵の屋敷で籠ろう城じょうする風に見せかけて、陛下たちを王都から脱出させる」

「それしかないな。他の閣僚たちはどうする？」

「下手にその情報を教えた結果、ブレンメルタール内務卿……もうあのクソは、野郎で十分か。奴の拘束を目もく論ろみ、向こうに勘づかれると陛下たちが危ない。閣僚に任じられる大貴族たちなんだ。もしブレンメルタールの野郎に出し抜かれて捕まったり殺されたりしたら、それはただ間抜けなだけだ」

「他の貴族たちに構っていられないというのもある。俺も、クリムトがいないから戦力が大幅に不足しているんだ」

「教会も同じだ。ルックナー財務卿……生き残れるといいな」

「あれでも、なかなかのやり手だからな。大丈夫だろう。ついでに悪運も強い」

「俺とアームストロング伯爵は、陛下とそのご家族の救出に忙しいから、どうせ助けてやれないけどな。自力でなんとかしてくれ」

「お主ら、これから王城に戻るのか？」

「ああ。連中も迷惑なことに、真夜中に始めるらしいからな。先に密かに待機しておく」

「婿殿すら倒した魔族だぞ。魔力がないお主らで大丈夫か？」

「大丈夫だ。我がエドガー侯爵家も、アームストロング伯爵のところも古い家だし、代々軍系貴族の家柄だ。短時間ならいなせるのさ」

「いなす？」

「まあ見てなって。俺たちの家にはとっておきの秘密兵器があるのさ」

「かかる経費のことを考えると、涙が出そうになるけどな。アームストロング伯爵家に代々伝わる逸品だ」

　こんな時に備えてご先祖様が手に入れ、長年大切に保存してきたお宝を惜しげもなく使えば、たとえ相手が魔族でも、時間稼ぎくらいはできるだろう。

　ただ完全な状態ではないと、以前整備をしてくれた魔導ギルドのベッケンバウアーから聞いてるから、使い捨てにするしかない。

　はぁ……。五千万セントの価値があるって言われていたし、いざという時のためとはいえ、俺の代で使いたくなかったな。

「俺も自分の代で使いたくなかったが、こういう時のために秘蔵していたのだから、惜しまず使わないと。せいぜい派手に暴れてやるさ！」

「ワシは……思わぬ不覚であった」

　王国の妖怪は、情報が早いのが取り柄えなのにな。

　残念ながら、クーデターを阻止できないことが悔しいんだろう。

　俺もアームストロング伯爵も同じ気持ちだけどな。

「しょげるなよ、ホーエンハイム枢機卿。あとで逆転すればいいし、勝てば俺たちにも利益はあるぞ」

　さすがに、王国への反乱は許せないからな。

　どうせ大半が、ブレンメルタールの野郎の口車に乗るような間抜けだ。

　あとで、不良債権貴族たちを大処分できる。

　あいつら、いるだけで予算を食うからな。

　せっかくバウマイスター辺境伯のおかげで役職は増え続けているってのに、間抜けな連中だ。

　そんな誘いに乗らずに我慢していれば、これから南方探索もあるから、役職を得られただろうに。

　少し忍耐が足りなかった……いや、バカなんだろうな。

　反乱になんて参加したら、爵位の没収どころか、縛り首でも文句を言えないのだから。

　必ずやブレンメルタールの野郎たちと魔族を倒し、増えた役職は俺たちの親族や寄より子こたちに褒美として分け与えてもらおう。

　欲深いって？

　俺たちは、先祖代々王国の藩はん屛ぺいとして仕えてきた大貴族だが、功績に対し褒美が出なければちゃんとお仕えできない。

　貰えるものはちゃんと貰うさ。

　美しい御恩と奉公の関係ってやつさ。

「ところで、エリーゼたちもホーエンハイム枢機卿と共に教会本部に立て籠るのか？」

「いや、エリーゼにはバウマイスター辺境伯領のこともある。王都の屋敷は放棄して領地に逃げてもらう。婿殿がいないバウマイスター辺境伯家の人間に、ブレンメルタール内務卿もさほど興味はあるまい。上手うまく逃げられるはずだ」

「ブライヒレーダー辺境伯家とバウマイスター辺境伯家の戦力で、南方から王都に圧力を加えてもらわないといけないからな。俺とエドガー軍務卿も、陛下とヴァルド殿下、そのご家族を救出して、王国軍と合流を果たすさ」

「それがいいだろう。教会本部はそう簡単に落とさせんよ」

　ホーエンハイム枢機卿との密談は終わり、俺たちは真夜中に始まるであろう反乱劇に対処すべく密かに王城に入った。

　ただ一つだけ、誰も予想していなかった人物が予想もしていなかった行動を取り、エリーゼたちを危機に陥れてしまうとは……。

　ホーエンハイム枢機卿も、まさかあいつがいまだにエリーゼに執着していたとは、予想だにしていなかったのだから。
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「エドガー軍務卿とアームストロング伯爵か？　こんな夜中になにごとだ？　そしてなんて格好だ」

「ヴァルド殿下、詳細な説明はあとで。あなたが殺されるかどうかはわかりませんが、死ぬよりも辛いことになりたくなければ、急ぎ陛下とご家族と共に脱出していただきます」

「……魔族が再び襲ってきたのか？」

「それだけならまだいいのですが、ブレンメルタール内務卿以下、多くの貴族たちが魔族に同調し、現在、王城と王都の占拠を試みています」

「私が、父を襲撃した魔族と例の巨大魔道具の捜索のために王国軍を分散させ、ブレンメルタール内務卿の助言に従い、職がない貴族たちに王城と王都の警備を任せたからか……」

「一時、王城と王都の放棄もやむなしという結論に至りました」

「陛下とご家族は、すでに我々の家臣たちが避難させております」

「あとは、ヴァルド殿下のみです」




　真夜中に、突然叩たたき起こされた。

　代王たる私を突然起こしたのは、全身に漆黒の金属鎧を纏まとったエドガー軍務卿とアームストロング伯爵で、後者は、行方不明のアームストロング導師を思い起こさせる。

　二人の言うことは正しく、徐々に私室の外から剣と剣がぶつかる音や悲鳴が聞こえてきた。

「やはり私では、父の代わりは務まらぬか……」

　すでに公爵家に婿入りしているが、その弟の方が王に相応しいのかもしれないな。

「私はここで……」

「「かぁ───つ！」」

　突然大男二人に一喝され、私はその場で硬直してしまった。

　失態を犯した私が責任を取り、ここに残るのは駄目ということか。

「話に時間がかかりすぎた！　アームストロング伯爵、殿下を頼むぞ」

「任せてくれ」

　責任を感じた私は王城に残ろうと思ったのだが、次の瞬間にはアームストロング伯爵によって抱きかかえられていた。

「正面突破だ！　俺が先だぞ！」

「エドガー軍務卿、任せる！」

「ヴァルド殿下だ！　身柄を押さえろ！」

　反乱軍の兵士たちが、私を捕らえようとする。

　私を生け捕りにし、利用するつもりか。

　ところが、全身漆黒の鎧を装着したエドガー軍務卿が容赦なく彼らに突撃をかけ、反乱軍の兵士たちを蹴散らしていった。

　元々軍人である彼は武芸に長たけ、さらに巨体で力も強かった。

　だが、重たい全身鎧を装着しながら、王城の廊下を常人ではあり得ない速度で走り、殴られた兵士たちが派手に数メール先まで飛ばされたり天井に叩きつけられたりする様子を見ると、魔法で強化しているようにしか見えなかった。

「二人は、魔法を使えたのか？」

「いえ、俺もアームストロング伯爵も、魔法なんて使えませんよ」

「アームストロング伯爵家に先祖代々伝わっている、『パワードアーマー』です。内蔵した魔晶石の魔力で弟のように戦えるのです」

「それは凄いな！」

　さすがは、歴史の長い大貴族。

　そのようなものを秘蔵していたとは……。

「ですが、大きな弱点があります」

「弱点？」

「大分使い古された大昔の発掘品で、いつ壊れても不思議ではなく、さらにこの魔力不足の折、魔力をバカ食いするので、とっとと逃げ出します」

「そうか……そうしてくれ」

　とっておき、最後のカードというわけだな。

　ならば、これがあれば反乱軍や魔族など楽勝というわけにはいかないか……。

「壊れたら大赤字か……」

「これでヴァルド殿下に死なれたらさらに大損なので、とっとと脱出します」

「そうだな……ここは再起を図らないと」

　もしヴェンデリンがここにいても、私を連れて逃げ出していたはずだ。

　責任を感じて死んでも意味はないな。

　すぐに王国軍を再集結させ、王城と王都を取り戻さなければ。

「今は魔族と反乱者たちに王都と王城を預けておくが、必ずすぐに取り戻してやる！」

「その意気ですぞ、ヴァルド代王」

「陛下とそのご家族は、我らの家臣とワーレンたちに任せています。なので、王城において向こうは有効な反撃はできません」

　父が襲撃された責任を感じ、ワーレンが必死に近衛騎士隊の強化を続けていたが、王城で防戦せず父と家族の安全を第一に考えてくれたか。

　ワーレンは父の仇かたきを取りたかっただろうに、私情を捨てて戦略的に動いている。

　ならば、私もそれを見習わなければ。

「しかし、私は抱きかかえられたままか？」

「これが一番早いのでご勘弁を。あと、口は閉じていてください。舌を噛かみますから」

「舌を？」

　そう言うや否や、漆黒のパワードアーマーに身を包んだ二人は、全速力で王城の廊下を走り始める。

　そして、それを阻止しようとする兵士たちを次々と跳ね飛ばし、殴り飛ばしていくが、絶対にその速度を落とさなかった。

「（確かに口を閉じていないと舌が……）」

「エドガー軍務卿」

「なんだ？　アームストロング伯爵」

「もう残存魔力量が心許ない。正面門から出るのはやめよう」

「そうだな、時間がかかるからな。アームストロング導師ならこうしたはずだ」

「（アームストロング導師が？）」

　私を抱えた二人は適当な部屋に入ると、そのままベランダに出た。

　そして三階のバルコニーから、そのまま地面へと飛び降りたのだ。

「クソッ！　俺たちが降りたら怪け我がをしてしまうじゃないか！」

「魔法使いか魔族はいないのか？」

「さっき、魔族が二人弾はじき飛ばされて、まだ気絶してるよ」

「それに、俺たちの担当は王城だからな。ヴァルド代王の身柄は惜しいが、王城の外まで追いかけられない」

　練度の低い兵たちで助かった。

　突然三階から飛び降りた衝撃で口の中を切ったが、大した怪我じゃない。

　無事に王城から脱出した私たちは、いまだ意識がない父と家族を連れたワーレンや両家の家臣たちと共に、一番近くにいる王国軍との合流を果たすべく王都を脱出したのであった。




「やってくれたな！　ブレンメルタール内務卿！　必ずやヴェンデリンと共に、王都と王城を取り戻してやる！」

　一日でも早く、ヴェンデリンが見つかるといいのだが……。





[image: ]




「……こんな時間なのに、随分と王都の中心がうるさいですね……」

「大変だよ、エリーゼ！　王都でクーデターが発生したから、ホーエンハイム枢機卿のお使いの人が、急いで屋敷を放棄して王都から脱出しろって！」

「エリーゼ様、急いで」

「お爺じい様やお父様、お母様、お兄様たちはどうするのでしょうか？」

「教会本部で籠ろう城じょうするってさ」

「……わかりました。私たちは、急ぎ王都を出ましょう」




　真夜中に突然ルイーゼさんが私の寝室に飛び込んできたと思ったら、屋敷の外からガチャガチャと鎧よろいの金属の部分を鳴らしながら走り回る人たちの気配、複数の叫び声、わずかにですが剣と剣がぶつかり合う音も聞こえてきて……。

　とにかく、今が緊急事態なのは理解できました。

　私は急いで着替え、ルイーゼさんと一緒に寝室を出ます。

　すると、すでにヴィルマさんとイーナさん、エルさんとハルカさんも支度を整えていました。

「エルさん、王城はどうなっているのですか？」

「帝国で発生したクーデターに比べると、王都各所で発生している戦闘は少ないみたいだ。火災なども起こってない。俺は、臨時に配置されている兵士たちが怪しいと思ったんだが、大半がわけもわからず混乱しているようだな」

「反乱を起こした兵力は少ないのですね」

「それでも王城は駄目だろうな。確かに反乱者自体は少ないんだが、王城周辺に配置された素人たちが壁になって、安易に救援に行けない。敵か、そうじゃないのかわからない連中が一番性質たちが悪い。王城にも王国軍がほとんどいなくて、ブレンメルタール内務卿の私兵たち……こいつらが反乱者だな。陛下とヴァルド殿下の身柄が押さえられてしまったら、俺たちは手が出せないぞ。ホーエンハイム枢機卿の言うとおり、まずは逃げるしかないな」

「お爺様は、事前に気がつかなかったのでしょうか？」

「事前に対処できる時点で気がついていたら、俺たちも手伝わされたはずさ。つまり、今回は防げないってことだ。エリーゼ、とっとと逃げ出すぜ」

　エルさんにそう言われ、私たちは家臣や兵士たちと共に屋敷を出で王都からの脱出を試みます。

「なにがどうなってるんだ？」

「王城で戦闘が起こってるらしいが、お館やかた様はなにも言ってこないぞ。俺たちはどうすればいいんだ？」

「勝手に動くわけにいかない。ここで待機だ」

　真夜中の王都を走っていると、臨時で雇われた兵士たちが慌てふためいていました。

「なるほどな。役職ナシ貴族たちが集めた兵力など、味方にしても邪魔でしかない。王城奪取をこちらに邪魔させないための盾ってわけか」

「盾？　エル、どういうこと？」

「ルイーゼ、お前が王国軍なら、王都各所でなにをしていいのかわからずに右往左往している雑兵たちを無視して王城を目指せるか？」

「無視して背中を見せたら、突然後ろから攻められるかもしれないのは嫌だね。でも、全部対処してたら時間がかかりすぎちゃう」

「だからだよ、もう王城は駄目だ」

「陛下とヴァルド殿下は？」

「ヴィルマ、こっちにはヴェルがいないんだ。助けている余裕はない！　バウマイスター辺境伯領まで逃げるか、少なくとも王都を出るぞ」

　他になにもいいアイデアを思いつけず、私たちは王都の屋敷を捨て、いまだ混乱の中にある王都を出ることを決めました。

「（こんな時、ヴェンデリン様がいてくれたら……）」

　ヴェンデリン様が不在の今、私はバウマイスター辺境伯家の責任者です。

　その言葉を口にすることはできず、心の内に大きな不安を抱えながら、私たちは王都からの脱出を図るのでした。
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「えっ、エリーゼちゃんを迎えに行くんだな」

「お任せください、陛下。必ずや、エリーゼ様を陛下の正妻として迎え入れましょうぞ」

「急げよ！　もし逃げられたら、オットー殿に頼んで、お前たちを罰してもらうからな」

「どうせエルヴィンと一緒にいるはずなので、奴に命令してエリーゼを差し出させますよ。弟は兄の命令を聞くのが正しいのですから」

「た、大儀。えっ、エリーゼちゃんを手に入れたら、か、必ず取り立ててやるんだな」

「ありがたき幸せ」




　ふん！

　やはり人間というのは下等生物だな。

　オットーの話によると、こいつらはクーデターによる政権奪取後、この国の混乱を少なくするためにお飾りの新王として即位させる予定の、ヘルターとかいう元公爵とその仲間たちだそうだ。

　今、俺たちの前で間抜けな面つらを晒さらしている豚がヘルターだ。

　そしてその豚に媚こびる、バルシュミーデという元男爵、エンデルスとヘプケンという元騎士。

　他にも彼らと同じく王都近郊の教会に軟禁されていた連中が、豚に取り入ろうと懸命だった。

　駄目な王族や貴族たちの典型例だが、オットーはこんなゴミ連中は使い捨てにするから問題ないと言っていた。

　どうせすぐにボロを出して人間たちに嫌われるから、その時に処刑すれば、我ら魔族が拍手喝采で新しい支配者として迎え入れられるだろうと。

　オットーたちが新しい支配者として人間たちに迎え入れられるために、豚と豚に媚びへつらう者たちを利用するわけか。

　オットーにしては考えたじゃないか。

　ハグレ魔族と呼ばれている俺たちは、リンガイア大陸で一旗揚げようと密航してきた魔族であったが、このところの魔力回復量の低下で稼げなくなってしまった。

　人間たちから大人しくしていろと言われたが、せっかく魔法を駆使する仕事で得られるようになった収入がガタ落ちとなり、これではなんのために祖国を密出国したのかわからない。

　そこで、この騒動の元凶であるオットーたちに合流することにしたのだ。

　このところヘルムート王国の王を襲撃したり、人間の魔法使いたちを複数倒したりした連中だが、人数が少ないので喉から手が出るほど戦力が欲しいはず。

　そこで、この俺ガイル・ハーケンと、昔からの友人であるドルトイ・マーズ、リック・シャーザの計三名は、バウス伯爵が用意してくれたハグレ魔族専用の寮を抜け出し、どうにかヘルムート王国内で暴れている同胞たちと合流することに成功した。

　そして初めてオットーたちを知ったのだが、どうやらこいつらは、俺たちハグレ魔族たちを見下していることがわかった。

　お金のために人間の軍門に降くだった、軟弱者だと。

　だからオットーは、自分も含めて十名の同志たちしか装着していない、巨大魔道具が集めた魔力を無限に引き出せる指輪を決して渡さない。

　俺たちは、オットーたち十名と、彼らを支える技術者たち、その他ゾヌターク共和国に残っているサポート会員たちの下という扱いだった。

　バウス伯爵の下で働いていた他のハグレ魔族たちにオットーたちへの合流を提案したら全員から断られてしまったので、確かに、ハグレ魔族の評価が低くても仕方がないとは思う。

　だが、俺たち三人は別だ。

　魔法の訓練もするようになり、決してオットーたちよりも実力が下なんてことはない。

　そう不満に感じていたら、オットーはそれを見透かしたかのように言ってきた。

『我わが儘ままな新王が、王城にある玉座よりも、新しい妻を迎えに行くのだと言って聞かない。あの豚に迫られる女も大概不幸だが、奴にはまだ利用価値がある。奴に同行して、エリーゼという女を連れてきてくれ』

『……』

『不満か？　しかし、なにかしらの実績をあげてくれなければ、ガイル・ハーケン、ドルトイ・マーズ、リック・シャーザの三名を『同志』と呼ぶのも難しいのでな。そのエリーゼという女の周囲には複数の魔法使いたちがいると、ブレンメルタールの奴が言っていた。その抵抗を排除し、あの豚にエリーゼを渡してくれ。さすれば貴殿らの功績を認め、同志と呼べるようになるだろう』

『（試されているのか……。確かになにかしらの功績をあげなければ、俺たちはオットーたちから信用されなくて当然か……）』

　オットーたちは、ハグレ魔族を軟弱者として見下しているのだ。

　ならば人間の魔法使いたちを倒し、エリーゼとかいう女をあの豚に渡す。

　よかろう、俺たちの実力を見せてやろうではないか。

　オットーとのそんなやり取りのあと、王城と王都各所を押さえつつあるオットーやブレンメルタール内務卿たちを尻目に、豚が指揮する部隊──奴にそんな能力はないので、その取り巻きたちが部隊の指揮をとっているようだが──と合流した俺たちは、王都バウマイスター辺境伯邸へと突入する。

　ところが、すでに屋敷は無人であった。

　どうやら、エリーゼたちに勘づかれて逃げられてしまったようだ。

「む、むぅ───ん！　えっ、エリーゼちゃんがいないんだな！」

「ガイル殿、陛下のためにも急ぎエリーゼ様の居場所を突き止めてほしいものですな」

　エリーゼを逃がしたのは、豚とその取り巻きたちが無能でモタモタしていたからだ。

　それを、まるで俺たちに責任があるかのような言い方をしやがって！

　とにかく、豚に取り入って出世しようと考えている元貴族たちがウザくて堪たまらない。

　こいつらは揃そろいも揃って口ばかりで、なにか不都合があるとすぐに俺たちに文句を言う。

　なんとかしなければ、豚に言いつけるぞと。

　腹が立つが俺たちは成果を出さないといけないし、どうせ豚もその取り巻きたちものちに処分される。

　自分たちの将来も想像できないようなバカたちに怒っても仕方がない。

「王都を出たとしても、まだそれほど遠くに行っていないはずだ。『飛翔ひしょう』で追いかけるので、あんたらも追いかけてくれ」

「必ずや、陛下の正妻となるエリーゼ様を見つけるのだぞ」

　バルシュミーデとかいう、カマキリのような腰巾着野郎の嫌みを背中に受けつつ、俺たちは『飛翔』で王都の外を目指すのであった。

「ガイル、あのバカたちにはあとで必ず俺自身が引導を渡してやる！」

「本当、マジで頭にくるな」

「戦功をあげるまでの我慢だ」

　エリーゼとかいう女を、あの豚に届けて喜ばれるクソみたいな仕事だがな。

　このところ、魔力回復量が大幅に減少したせいで魔法が使えず、寮に閉じ籠こもっていただけだったが、今はオットーがくれた大量の魔晶石がある。

　もしエリーゼを渡すまいと周囲の人間たちが抵抗したら、久々に派手に魔法をぶっ放して、豚やその取り巻きたちと接して感じていたストレスを発散しようと思う。

「一度オットーたちの懐に入れば……」

「俺たちが主導権を取り、奴を追い落とすことも可能だ」

「そうすれば、俺たちこそが一国の支配者に……いや、世界すら手に入るかもしれない」

　やはり、魔法を使って土木工事をするなんて性に合わない。

　俺たちの偉大なる野望を達成するため、まずはエリーゼとかいう女を捕らえるか。

　それを妨害する者たちがいたら、魔法でズタズタに引き裂いてやる！





　　　　　　　　＊＊＊






「ふう、無事に王都を出られたな」

「王都のあちこちにいた兵士たちって、なにをしていいのか右往左往してて、逃げてるボクたちが目に入ってなかったみたいだしね」

「まずは、第一関門突破ってところかしら？」

「エリーゼ様、大丈夫？」




　王都バウマイスター邸から逃げ出した私たちですが、不思議なほど王都の各所にいた兵士たちから詮せん索さくや追撃を受けず、無事に王都を出ることに成功しました。

　どうやら反乱者たちの数が少なく、王城と王都各所にある重要拠点の確保で精一杯のようで、逃げ出す私たちに構っている余裕はなかったようです。

　戦闘になることなく王都から出ることができ、このまま近くにいる王国軍と合流するか、南下してブライヒレーダー辺境伯領を目指すか。

　ブライヒレーダー辺境伯様が反乱に与くみしているとは考えにくいので、きっと匿かくまってくれるはずです。

「とはいえ、この状況で魔導飛行船は使えないから、馬車を探さないとな」

　いまだ魔力回復量が大幅に減少したままなので、おいそれと魔導飛行船を使うわけにはいきません。

　さらにもう一つ……。

「……やっぱり繋つながりませんね」

「反乱者たちの仕業かな？」

「そうとしか考えられないわ。魔導携帯通信機が使えないなんて、帝国でクーデターが起こった時と同じじゃない」

　先ほどから、北部にいるテレーゼさん、バウマイスター辺境伯領にいるアマーリエさんと連絡を試みているのですが、魔導携帯通信機がまったく反応しません。

　これは反乱者たちが、帝国内乱時に使用された通信と飛翔を阻害する魔道具を持ち込んだ証拠でしょう。

「王都からもう少し離れたら、『通信』ができるはずです。まずは、もっと王都から離れて……」

「おっと。そうはさせないぜ、エリーゼさんよ」

「誰ですか？」

「俺たちはこの世界を支配する予定の者たちだ。へえ、あいつが気に入るはずだ。なかなかの美しさだな」

「あの豚とはえらく不釣り合いだが……」

「これも仕事なので、勘弁してくれよ」

「抜かったなぁ……。このところ、敵を『探知』しづらくて困っちゃうなぁ」

　三人の発見が遅れたルイーゼさんが頭をかき、ヴィルマさんは私の前に立ちます。

　『探知』の能力が落ちているのはすべての魔法使いが同じなので仕方がありません。

　上空からまるで私たちを見下ろすように、耳が尖とがっている三人の若者たちが私たちに視線を送る……やはり、魔族が王都を騒乱に陥れている犯人だったのですね。

「あなたたちが、ヴェルや導師、ブランタークさんに攻撃を仕掛けた魔族ね！」

　イーナさんが、上空に浮いたままの魔族たちに対し、鋭い眼光を向けます。

　あきらかに彼らが、私たちに害をなそうとしているからでしょう。

「ここで見つかるとはな。エリーゼ、わかっているな？」

「はい」

　エルさんが言いたいのは、決して魔族たちとは戦わずに逃げる。

　これしか手がないと言いますか、向こうは魔力を無駄に消耗してしまうというのに、空中に浮いたまま。

　魔力に余裕がある証拠です。

　一方今の私たちには、イーナさんとルイーゼさん、ヴィルマさんしか魔法使いがいません。

　私も魔法使いですが、治癒魔法と聖魔法しか使えないので、魔族との戦いではあまり戦力にならないのです。

　私は久々にメイスを構えます。

「随分と勇ましいことで。しかし、エリーゼさんには傷一つつけられないので安心してくれ」

「エリーゼを無傷で捕らえてどうするつもりよ？　この変態！」

「変態！」

　魔族たちの目的は私？

　ですが、いったいどんな理由で？

「傷一つつけないとは言ってもエリーゼはろくでもないことになりそうだし、ボクたちはいくらでも傷つけていいように受け取れるから、ここは抵抗させてもらうよ」

「そうね、不届き者には罰を与えないと」

「エリーゼ様、私の傍そばから離れないで」

「魔族が三人かぁ……。やるっきゃねえな」

「私も戦います」

　伯父様、ブランタークさん、ヴェンデリン様を倒したかもしれない魔族三名に対し、戦力になるのはイーナさん、ルイーゼさん、ヴィルマさん、エルさん、ハルカさんのみ。

　分が悪いなんてものではなく、ただそれなのに三人の魔族たちは上空に『飛翔』したまま、一向に私たちに対し攻撃を仕掛けてきません。

　空に浮いたままでは、貴重な魔力を無駄に消費するだけなのに……。

「俺たちが、どうしてお前たちに攻撃しないかわかるか？」

「わからないだろうな」

「……おっと、その答えが追いついたぜ」

　三人の魔族たちが攻撃を仕掛けなかったのは、後続の味方が私たちに追いつくのを待つためでした。

　そして、新たな敵の部隊を指揮していたのは……。

「えっ、エリーゼちゃ───ん！」

「うわぁ。出たよ、あの豚元公爵」

「というか、あの人、まだ生きていたのね」

「豚？」

「なんたる無礼！　この方こそ、ヘルムート王国の新しい王だというのに……」

　確か、このえらく痩せた男性はバルシュミーデ元男爵だったはず。

　魔族と組んでクーデターを主導したブレンメルタール内務卿は、元王族で教会に軟禁されていたヘルター元公爵を新王とし、自分は裏で実権を握るつもりなのでしょうか？

　ですが魔族たちもいるので、それは難しいようにも感じます。

　そして、ヘルター元公爵がまだ私に未練があったとは……。

「ヘルター元公爵、私はすでにヴェンデリン様と結婚しており、子供も生まれております。重婚や不倫は罪なので、諦めて軟禁されていた教会にお戻りください」

「ぼっ、僕が新王になれば、えっ、エリーゼちゃんを妻にしても、まったく問題ないんだな。おっ、王たる僕には誰も逆らえないんだな」

「相変わらずですね、あなたは」

　ですがなにを言われようと、私がヘルター元公爵の妻になるなどあり得ません。

　残念ながら戦力的には不利なので、どうにかこの場から逃げ出さないと。

　一瞬イーナさんに視線を送ると、彼女は私と同じ作戦を考えていると、顔の表情で伝えてきました。

「（問題は、どうやって逃げ出すかですが……）」

　いまだ私を諦めず、クーデターの最中なのだから王城にいればいいのに、わざわざ私を追いかけてきたヘルター元公爵も厄介ですが、エルさんが対たい峙じしている人たちも同様に厄介でした。

　先日、ホールミア辺境伯領で発生したクーデターに参加し、領地と爵位を奪われたエルさんのお父様やお兄様たちも、ヘルター元公爵の部隊に参加していたのですから。

「親父、兄貴たち。いよいよ、落ちるところまで落ちたようだな。命は助かったんだから、教会で大人しく余生を過ごせばいいものを……」

「エルヴィン！　我々はへルムート王国の真の王であるヘルター陛下に従っている真の騎士なのだ！　侮辱は許されんぞ！」

「本当の反乱者は、エルヴィン！　お前だ！」

「ものは言いようだな」

　エルさんの家族は、またも反乱に参加してしまったのですね。

　さすがにエルさんも、もう呆あきれているようです。

「えっ、エリーゼちゃ───ん！」

「ふふふっ、聞けば、バウマイスター辺境伯は魔族に殺されたとか。エリーゼ殿の伯父であるアームストロング導師もでしたな。バウマイスター辺境伯家はもう終わりなのですよ。新たにヘルムート王国の王となるヘルター陛下の妻となりなさい。結婚歴のある子持ちの女性が王妃となれる。こんな幸運は滅多にありませんぞ」

「ご遠慮させていただきます。それに、ヴェンデリン様は必ず生きていますから」

「強情ですね。一刻も早くヘルター陛下の慈悲に縋すがりつきなさい」

　バルシュミーデ元男爵は、執しつ拗ように私に対し、ヘルター元公爵の妻になるよう説得してきます。

　ですが、私はヴェンデリン様以外の妻になるつもりはありません。

　なにより、もしその選択肢を取ったらフリードリヒたちはどうなってしまうのか。

　ヴェンデリン様があれだけ誕生を喜んでくれたフリードリヒたちは、必ず守らなければいけないのですから。

「私には夫も子供もいます。そのようなお誘い自体が迷惑です！　第一、フリードリヒたちはどうなるのです？」

「まあ、命は取らないであげましょう。教会で死ぬまで軟禁ですが、私たちに同じことをした報いですよ」

「同じこと？　笑わせないでください。貴族でありながら決闘を汚けがし、他にも様々な不ふ行ぎょう状じょうが原因で教会に送られたあなた方と、なんら罪のないフリードリヒたちが同じなわけがありません！　あなた方の妄想につき合っている暇はありません！」

「ぬぬっ……。生意気な……」

　ヘルター元公爵は、どうして私に拘こだわるのでしょうか？

　離縁された妻たちがいるのだから、まずは彼女たちを呼び戻すべきでは？

　教会に送られる前のヘルター元公爵の評判を聞くに、離縁された奥さんたちも、元の鞘さやに収まりたくはないでしょうけど。

　私も以前、何度も妻になるように言われ続け、迷惑……いえ、迷惑なんていうレベルじゃありませんね。

　段々と腹が立ってきました。

「迷惑です」

「えっ、エリーゼちゃん？」

「あなたのような人間に、そんな風に思われていること自体が迷惑です！　お爺様がいくらそう伝えても理解できないような、そんな頭の悪い人が新しい王？　なにかの悪い冗談ですか？　あなたの妻になるくらいなら死んだ方がマシですし、あなたのような人が王になったら、みんなが迷惑します！　教会に戻ってください！」

「えっ、エリーゼちゃ───ん……」

　つい頭にきて言ってしまいました。

　ですが、まったく後悔していません。

　それよりも、他のみんなは……。

「はっはっはっ、エリーゼも言うようになったじゃないか。俺もまったく同じように考えてたぜ」

「愚王の手下も、やはり愚かですね」

「エルヴィン！　お前の妻は生意気だぞ！　義父である私や義兄たちに対しなんて無礼な口を！」

「そうだ！　お前は素直にエリーゼをヘルター陛下に差し出す手伝いをすればいいんだ！」

「弟は、父と兄の言うことを聞くのが決まりだ！」

「生意気な妻をちゃんと教育しろ！」

　エルさんとハルカさんは、教会で軟禁されていたはずなのになぜか反乱に参加している父親や兄たちと対峙していました。

　目上の存在である自分たちに従って私を差し出すよう強く命令されていますが、エルさんは半ば嘲ちょう笑しょうを浮かべながら断ります。

　いくら家族でも、そんな理不尽な命令を聞く理由もありませんから。

「そんなことを言われても、俺はバウマイスター辺境伯家の家臣なんだぜ。反乱者の手下の命令は聞けないな」

「妻は夫の味方をするものです。たとえ親に命令されたとしても、反乱者に同調するなんてあり得ません」

「生意気な！」

「新王たるヘルター陛下に逆らう者は斬る！」

「やってしまえ！」

　エルさんとハルカさん二人に対し、一斉に十数名が剣を抜いて斬りかかりますが、逆に次々と斬られてしまいます。

　彼らの中には元貴族が多かったのですが、だからといって武芸に優れているわけでもなく。

　エルさんは元々兄たちから剣の腕前を嫉妬されるほどでしたから、三対一でも負けるわけがありません。

「え、エルヴィン……。実の兄を斬るのか……」

「その程度なら死なないだろう。大人しく教会に戻れ！　もう俺に父も兄もいない！」

　肉親としての最後の情でしょうか？

　エルさんも、彼の意を汲くんだハルカさんも、彼らにトドメをさすことはしませんでした。

　ヘルター元公爵が率いてる兵力の大半を無力化し、あとは上手うまく逃げ出すだけだと思ったのですが、ここで思わぬ妨害が入りました。

「甘いなぁ、人を殺せないその甘さが命取りなのさ」
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　なんと魔族の一人が、エルさんとハルカさんに斬られ負傷して倒れていた人たちに、治癒魔法をかけて回復させてしまいました。

「治癒魔法だと！」

「魔法使いの一定数が使えるのだから、俺が使えても問題あるまい」

「ルイーゼ！　イーナ！　ヴィルマは、エリーゼの傍から離せないか……」

　魔族三人を抑えていたはずの二人に、エルさんが一体どうなっているのだと声をかけます。

「私とルイーゼの二人だけで、三人の魔法使いを抑えるのは無理よ！」

「こいつらは魔族だから魔力量が多いし、魔力を回復できるみたいだしね」

　イーナさんとルイーゼさんの隙すきを突き、ヘルター元公爵と一緒にいた魔族の一人が、負傷して倒れていた人たちを治癒魔法で回復させてしまいました。エルさんの情けが、ここで仇あだとなるとは……。

「この状況で敵に情けをかける。敗れても文句は言えまい。お前ら、死なない限り何回でも回復させてやる。エリーゼを捕らえろ！」

「わかった」

「へへっ、やはり弟は兄に勝てないんだ……」

「エルヴィン、俺たちを殺せるか？」

　魔族の一人から治癒魔法で治療された、エルさんの家族が立ち上がりました。

　剣で斬られているので強がりだと思いますが、同時に自分たちが絶対に殺されないことを確信したのでしょう。

　再び剣を構え、エルさんとハルカさんに迫ります。

「魔族以外は全然弱いけど、彼らはここで引くわけにいかないものね」

　イーナさんの言うとおりで、ヘルター元公爵が率いている人たちはすでに失うものがなく、さらにここで手柄をあげれば、彼のシンパとして出世できる。

　そして、彼らにとって最大の手柄とは……。

「えっ、エリーゼちゃん、恥ずかしがることはなっ、ないんだな。ぼっ、僕の胸にとっ、飛び込んでくるんだな」

「エリーゼって、変なのに好かれやすいのかしら？」

「優しいのも考えものだね。ボクも気をつけよう」

「お前ら、そんな会話をしている余裕があるのか？」

「さあ、魔力を使い果たせ！」

「……くっ！　イーナちゃん、ちょっと相手が悪いね」

「そうね」

　イーナさんとルイーゼさんは、二人の魔族に苦戦していました。

　彼らは防御に徹し、二人の魔力を消耗させる作戦を続けていたからです。

「バカは、敵をどうやって倒すのかに拘るが、俺たちはそんなことは気にしない」

「我々には、大量の魔力があるからな。魔力が補充できないお前たちの魔力が尽きれば、それで我らの勝ちだ。無理に攻撃魔法を連発するなど、バカがすることなのだから」

「っ！　倒しきれない！」

「ボクの攻撃も、全部『魔法障壁』で防がれちゃう」

「鉄壁の『魔法障壁』の前には、少々魔力を込めた槍やりの攻撃など無力でしかない」

「ましてや素手の攻撃などな！」

　イーナさんとルイーゼさんは、魔族たちのみを撃破してこの場からの脱出を試みますが、ただ魔力を消耗するのみで、なかなかその目的を達することができませんでした。

　同行している非戦闘員も多く、私も治癒魔法が使える以外は、身体能力などは一般人並みでしかないのですから。

「さあ、エリーゼ殿。我々の要求を受け入れ、ヘルター陛下の妻となるのです」

「……嫌です」

「このままだと、全滅するのにですか？　聡そう明めいなあなたならおわかりのはずだ」

　ヘルター元公爵たちだけなら、私たちはとっくに無事に脱出できたはず。

　ですが、魔力を回復できる魔族が三人いるばかりに、イーナさんとルイーゼさんも徐々に押され始めていました。

「同じ条件なら、ボクだけで二人は倒せたはずなのに……」

「はぁ───！　攻撃が通らない……」

「お前の魔法使いとしての実力では俺に勝てないな。いくら槍に火炎をのせても、俺の『魔法障壁』でほら。おっと！　そんな攻撃が通用するか！　このチビめ！」

「当たらない……」

　二人とも絶対に口にしませんが、すでに魔力の大半を消費してしまっているはず。

　そして私を隙なく守りながら魔族に手て斧おのを投げたヴィルマさんですが、回避されてしまいました。

「戦力の要かなめである二人の女性は、魔力切れも時間の問題。エリーゼ殿の護衛は下手に動けない。剣士二人は、さすがに親と兄たちを殺すことはできないようですな。そして、戦闘では役に立たない人たちも多い。エリーゼ殿、素直に降くだりなさい。あなたがその身をヘルター陛下に差し出せば、他の全員は逃がしてあげてもいいのですよ」

「私だけが、この身を差し出せばいいと？」

　悔しいですが、バルシュミーデ元男爵の言っていることは事実です。

　追撃者に魔族が三名もいたせいで、私たちの逃走は失敗に終わった。

　それも、私に執着するヘルター元公爵の常識ハズレな行動のせいで。

　普通なら、私など放置して反乱軍を指揮しなければいけない立場なのに……。

「エリーゼ！　そのカマキリ野郎の口車に乗っちゃダメよ！」

「イーナちゃんの言うとおり。どうせボクたちを逃がすなんて約束、絶対に守らないんだから」

「エリーゼ様、駄目！」

「そうだな、反乱に加担したような連中の言い分なんて信用できないね！」

「私もバルシュミーデ元男爵、あなたが真実を語っているように思えません」

　イーナさんも、ルイーゼさんも、ヴィルマさんも、エルさんも、ハルカさんも。

　私がバルシュミーデ元男爵の提案を受け入れることに反対のようですが、このまま抵抗し続けても私以外の人たちが魔族たちに殺されてしまうでしょう。ですがもし私がこの身を差し出せば……。

「どうも私は信用がありませんね。ですが、我々の今日の目的はエリーゼ殿なのです。むしろ他はどうでもいい」

「反乱者が、敵を逃してもいいってのかよ？」

「まさか、逃げる敵をすべて討つか捕らえるなんて不可能でしょうし、すでに味方が王城も王都の重要拠点も落としているでしょうから。あまり欲張っても仕方がありませんし、バウマイスター辺境伯がいないあなたたちなんて、烏う合ごうの衆しゅう以外の何者でもありません。エリーゼ殿を渡すのなら逃がしてあげますよ」

　と、勝ち誇ったように語るバルシュミーデ元男爵。

　悔しいですが、私一人のためにみんなを死なせるわけにはいきません。

　エルさんたちだけでなく、他の家臣や使用人たちもいるのですから。

「わかりました。私がそちらに行けばいいのですね」

「エリーゼ！　駄目よ！」

「へんっ、そういうのは俺たちに勝ってから言うことだ。駄目魔法使いは辛つらいよな」

「言ってくれるね。そっちは、魔力が沢山使えるから有利なだけなのに！」

「その状況を作った我ら魔族が強いだけだ。負け犬の遠とお吠ぼえは空むなしいな」

「クソッ！」

「もっと、魔刀に使う魔力があれば……」

「エルヴィン、だから言っただろう？　親の言うことは聞けと。私とお前を除く息子たちは、これから栄誉を極めるのだ」

「バウマイスター辺境伯家の重臣などとは比べ物にならないほどな」

「褒美が楽しみだぜ」

「そんな異民族の娘でなく、俺たちは大貴族や王族の娘を娶めとり、毎日贅ぜい沢たくに暮らすのさ！　弟の分際で兄に逆らうからこうなるんだよ！」

「「……」」

「さあ、エリーゼ殿。ヘルター陛下の元で跪ひざまずきなさい。そして、『あなた様の妻にしてください』と懇願するのです」

「わかりました……」

「「「「エリーゼ（様）！」」」」

「エリーゼ様！　私はまだ戦える！」

「ヴィルマさんは、私以外の安全を頼みます」

　これも、みんなを助けるためです。

　それに、バウマイスター辺境伯領にはフリードリヒたちもいますし、反乱者たちは王城と王都にある重要拠点を落としたのみ。

　必ず王国は反撃して、ブレンメルタール内務卿たちとヘルター元公爵たちは敗北する。

　そのためにも、私は一人でも多くのバウマイスター辺境伯家の人間を助けなければ。

「（みんなが逃げることに成功したら、私は……。こんな男の妻になるくらいなら……）」

　教会では自害を禁止していますが、こんな男に汚されるぐらいなら……いえ、隙を見てこの男と共に死にましょう。

　そう決意しながら、私はヘルター元公爵の元に歩いていきます。

「えっ、エリーゼちゃ───ん！」

「さあ、エリーゼ殿。ヘルター陛下に跪くのです。そして言いなさい『妻にしてください』と」

「……わかりました」

　まずは、この男を油断させなければ……。

　私が覚悟を決め、ヘルター元公爵に跪こうとしたその瞬間……。




「人間が豚に跪くもんじゃない。エリーゼは、バウマイスター辺境伯である俺の妻なんだからな」




　この一週間、ずっと待ち望んでいた人の声が聞こえました。

　最初は幻聴かもしれないと思ったのですが、それと同時に上空から恐ろしいスピードでなにかが落下してきて、近くにいたバルシュミーデ元男爵を一撃。

　哀れ彼は、そのまま地面に埋め込まれてしまいました。

　私がバルシュミーデ元男爵を地面に埋め込んだ人物を確認すると、なんとその人は、私が会いたくて堪らなかったヴェンデリン様その人だったのです。

「豚に通訳はいらないよな。お前如ごときが、偉そうにエリーゼに命令するな。急いでいたので少し状況は飲み込めないが、エリーゼ、大丈夫か？　大分心配をかけてしまった……」

「あなた！」

「「「「ヴェル（様）！」」」」

「お館様！」
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　これまで、ヴェンデリン様は必ず生きていると信じて留守を守っていましたが、実はもうこの世にはいないのではないかと、いつも不安に駆られていました。

　なので一週間ぶりにヴェンデリン様の声と顔を見たら、安心したのと、なによりも嬉うれしくてそのまま彼に抱きついてしまいました。

　込み上げてくるものもあり、私は泣いているのを悟られないよう、ヴェンデリン様に抱きつき続けます。

「エリーゼ、ずるいよぉ、ボクも」

「ルイーゼ、私たちはあとでいいでしょう。あとでね」

「そう、あとで平等にヴェル様に」

「はははっ、みんな心配かけたな」

「ヴェンデリン様、わっ、私は！」

「留守中、色々と大変だったみたいで申し訳ない。さてと、魔族三人……俺を襲撃した連中じゃないな。実力は連中よりも一段落ちるって感じだ」

「突然、お前はなんだ？」

「俺たちが『探知』できなかっただと？」

「そこはお互い様だろう、あの装置の影響なんだから。『通信』も駄目だから嫌な予感がして、急ぎ王都まで飛んできてよかった。詳しい状況はあとで聞くとして……エリーゼ、あとは俺に任せて、みんなを連れて避難してくれ。どうやら、王城は落ちたみたいだな」

「はい……あの、私も……いえ、急ぎ避難します」

「ありがとう、エリーゼ。俺もあまり長居はできないが、こいつらに負けることはないので安心してくれ」

「あなた、無事のお帰りをお待ちしております」

　せっかくヴェンデリン様に再会できたのにすぐに別れるのは惜しいですが、妻が夫の足を引っ張るわけにいきません。

　私はみんなに、急ぎ王都から離れるように命じます。

「ヴェル、大丈夫かしら？」

「でも、魔力が残り少ないボクたちがいても、足手纏まといになっちゃうから」

「お館様も、使える魔力はそう多くないはずですが、大丈夫なのでしょうか？」

「大丈夫です」

　私も『探知』能力が落ち……元々魔法使いの実力を察知することも得意ではありませんが、今のヴェンデリン様が以前とは比べ物にならないほど強くなっていることだけはわかりました。

　残念ながら、現時点では王城を取り戻すことはできないと理解しているはずなので、すぐに私たちを追いかけてくるでしょう。

「ボクも、ヴェルに抱きついてみようかな。一週間ぶりの再会なのは同じだから」

「テレーゼたちやアマーリエさんも同じことを言いそうね。とにかく今は、王都から少しでも離れることが大切よ。ところでエルは？」

「自分は魔力云うん々ぬんは関係ないので、お館様を守ると言って残りました」

「本当は私も残りたかったけど……。みんなを無事に脱出させるため。他に敵がいない保証もない」

「エルさんがいれば、ヴェンデリン様も大丈夫ですね」

　エルさんがいれば、ヴェンデリン様も無茶はしないでしょう。

　戻ってきたら、これまでのお話を沢山聞いて、久々に夫婦の時間を過ごしたいものです。

　ヴェンデリン様、無事のお帰りを。





　　　　　　　　＊＊＊






「エル、残ったのか？　ヴィルマがいるから、エリーゼたちは大丈夫だろうけど」

「俺は魔法使いじゃないし、魔力切れでもないからまだ戦えるさ。魔族じゃなく、人間が相手ならな。エリーゼたちがピンチに陥った原因の一つに、俺がいらぬ情けをかけたってのもある」

「……一緒に逃げればよかったのに」

「俺は、バウマイスター辺境伯の護衛なのでね。それに、どこの世界に主君だけ手を血で汚させる家臣がいるんだ」

「……肉親殺しは、俺だけで十分だったんだけどな」

「帝国内乱で人は殺しているから今さらだろう。ヴェル、あまり時間をかけられないんだろう？」

「ああ。実は急きゅう遽きょ魔力を、導師とブランタークさんに分けてもらって飛んできたからな。サクっと終わらせないといけない」

「なら、魔法が使えない連中に構うな！　ヴェルは三対一で大変そうだが……」

「どうかしたか？　エル」

「なんか、随分と雰囲気が変わったな。魔法使いとして凄すごみが増したような……」

「事情はあとで話す。いくぞ！」




　導師とブランタークさんに魔力を分けてもらい、全速力で王都に飛んできてよかった。

　修行の成果か、巨大魔道具の影響があっても、複数の魔法使いたちが戦っている気配を感じたので現場に急行すると、以前エリーゼを巡って決闘を行ったヘルター元公爵とその取り巻きたちやら、どこかの教会に軟禁されていたエルの父親と兄たち、そして三名の魔族たちが、エリーゼたちに害をなそうとしていたのだから。

　それにしても、ヘルター元公爵はまだエリーゼに未練があったのか。

　しかも自分の妻になれとは、相変わらず理性の欠片かけらもない男だな。

「よっ、よくもエリーゼちゃんを！」

「豚、お前のために懸命に通訳してたバルシュミーデ元男爵だが、そのまま放置していいのか？」

　大切な忠臣じゃないか。

　俺が落下速度を利用して地面に埋め込んでしまったので確実に死んでいるが、せめて他の家臣たちに救出させるなりすれば……ああ、こいつは自分だけが可か愛わいい人間だったな。

「エル、ヘルター元公爵以外は任せる」

「バウマイスター辺境伯！　バルシュミーデ元男爵亡き今、我々が、ヘルター陛下をお守りするぞ！」

「お前ら、今のうちにヘルター陛下に忠誠を誓うなら許してやる」

　エンデルスとヘプケンとかいう元騎士たちが、いまだ未練がましくエリーゼが走り去った方向を眺めているヘルター元公爵の前に立った。

　彼のナンバー２であったバルシュミーデ元男爵が死んだので、その後釜に座ろうと必死だな。

「ヘルター陛下？」

「ヴェル、ブレンメルタール内務卿と魔族たちが手を組んでクーデターを起こした。こいつらは、ヘルター元公爵を新王に据える予定みたいだな」

「……随分な無茶をするな」

　ブレンメルタール内務卿め、魔族と組んででも俺を殺したかったのか……。

　そしてそのためには、陛下の代わりにヘルター元公爵のような無能どころか、害悪でしかない人物を飾りでも王にしようとするなんて手段を選ばなすぎだろう。

「貴族の風上にも置けない連中だし、俺も一応王国の家臣なんでね。国家に反逆した者は、たとえ元王族でも死罪から逃れられない。エル、あとは任せた」

「ああ」

「ふんっ！　えらそうに！　ヘルター陛下には指一本触れさせないぞ！」

「尋常に勝負だ！」

「お前ら、気がついていないのか？」

「えっ？　お前はなにを……」

「へっ、ヘルター陛下！」

　俺はあとをエルに任せ、魔族三人と戦うべく『飛翔』で浮かび上がって身構えるが、すでに反乱者であるヘルター元公爵には引導を渡している。

　彼を守る二人の騎士たちの間を縫い、絶対零度の『氷結』魔法で凍らせてしまったのだ。

　どんな生物でも、体の芯まで凍ってしまったら生きているわけがない。

「汚いオブジェの完成だな。縛り首でなく楽に死なせてやったんだ。むしろ感謝してほしいぐらいだ」

「陛下ぁ───！」

「バウマイスター辺境伯！　よくも陛下を！」

「ヴェルは魔族たちの相手で忙しいからな。俺が相手をしてやっているんだが、気がついているか」

「えっ？　なっ、なんで私の……こんなに血が……」

「お前はなにを……ぐはっ！」

「ふう、同じ剣士であるハルカはともかく、女性陣には退場してもらって正解だったかもな」

　エルの素早い斬撃を食らった二人の騎士は最初痛みすら感じず、その場に血溜だまりを作りながら倒れ込んでしまった。

　あそこまで深く体を斬られたら、どんな人間でも助からないだろう。

「親父、兄貴たち。今度は死んでもらう」

「なんだと！　実の父親や兄を殺すだと？　なんたる親不幸だ！」

「確かに俺は親不孝かもしれないが、反乱者は縛り首が相場だ。曲がりなりにも元貴族だった親父や兄貴たちが縛り首になるなんて、これ以上の恥はないはず。剣で斬ってやるのがせめてもの情ってやつだ」

「ふんっ！　エルヴィン、少しぐらい剣術に自信があるからといっていい気になりやがって！　俺は昔からそういうお前が大っ嫌いだったんだ！」

「親父、四人で一斉にやればエルヴィンに勝てるぞ」

「弟は兄に勝てないものさ。ここで死ぬがいい！」

　エルは、剣を抜いた父親と兄三人に囲まれた。

　一対一ではエルに勝てなくても、四人なら勝てると思ったのだろう。

　だがそれこそ、お前たちの勘違いなんだと、俺が彼らに教えてやる義理はないか。

　エルの姿が一瞬消え、再び姿を現した瞬間、もう勝負はついていた。

「えっ、エルヴィン………本当に実の父親を……」

「俺は、お前の兄……」

「血族殺しが……」

「呪われるがいい……」

　エルにより、オリハルコンの剣で深く斬り裂かれた四人は、盛大に血を噴き出しながらその場に倒れ伏した。

「すまん、エル」

「いいさ、どのみち俺がやらなければいけなかったことなんだ」

　エルは、二度のクーデターに参加した自分の父親と兄たちを自ら討った。

　さらに続けて、凍ってオブジェのようになっているヘルター元公爵に従っていた、やはり元貴族やその手下たちを次々に斬り捨てていく。

　軽く三十名以上はいたはずだが、全員がエルに斬り殺されてしまった。

　ヘルター元公爵に従っていたような連中なので剣術に自信がある者はいなかったようだが、それにしても恐ろしい実力だ。

　なにより、エルは自分の仕事をちゃんとこなした。

「次は俺の番だ。魔族たち、運悪く死んでしまったら、それも運命だと思って諦めてくれ」

「俺たち三人に勝てるとでも？」

「オットーたちに負けたお前が、俺たちに勝てると思っていることが滑稽だ」

「それにしても悪運が強い。まさか死んだと聞いていたバウマイスター辺境伯が生きていたとはな。まあどうせ、これから俺たちが殺すから、結局は同じことなんだが……」

　三人の魔族たちと対峙する俺だったが、一つだけ気になることがあった。

「お前たちは、オットーたちが俺を襲撃した現場にいたか？」

　実は、残念ながら詳しく覚えていないのだけど、この三人が俺を襲撃した魔族たちよりも実力的に一段落ちることだけは理解している。

　これも師匠のおかげだが、どうしてわざわざそんなことを聞くのかといえば、クーデターに参加している魔族の数を把握しておきたかったからだ。

「ゾヌターク共和国からの援軍か？　いや、お前らハグレ魔族か？」

　残念ながら今の状況では、いくら魔族でもゾヌターク共和国からリンガイア大陸に密航できないはず。

　となると、すでにこの大陸に渡っていた者。

　前に魔王様とライラさんが言っていた、野心を持ったハグレ魔族たちか。

「大半のハグレ魔族たちが、今回の騒動を静観しながら大人しく暮らしているのに。過ぎた野心は身を滅ぼすぞ」

「安心しろ。俺たちの実力があれば、給料を貰もらって雇われる存在から、この世界を支配する存在になれるということだ」

「確かに、他のハグレ魔族たちは臆病な飼い犬ばかりなので、オットーに合流したのは、我々三名だけだがな」

「あとで仲間に加わっても拒絶はしないが、大功をあげた俺たちの下で働くことになる」

「使用人根性が抜けきらない、可か哀わい想そうな連中だ」

　魔族たちのリーダー、オットーとやらに合流したのはこのハグレ魔族三人だけか。

　いい情報が手に入った。

「それにしてもお前たちは冷たいじゃないか？　仲間を見殺しにして」

　たとえ下等生物とみなしている人間でも、一緒にエリーゼを追いかけていたのではないのか？

　それなのに、俺とエルがヘルター元公爵たちを倒しても、彼らを助けようともしないのだから。

「ヘルター元公爵の命令を聞かなければいけなかったんじゃないのか？」

「別にそうしてもよかったんだが、ちょうど運よく手柄首が飛び込んできたのでね」

「バウマイスター辺境伯、お前のことだよ」

「オットーたちが殺しきれなかったお前を、俺たちが倒す。そうすれば、彼らも俺たちを認めざるを得ないだろう。その豚はどうせ飾りの王だからな。死んでしまったら、代わりを探せばいいだけのことだ」

「なるほど。しかし、俺を殺せるかな？」

「殺せるさ」

「俺たちはまだまだ大量の魔力を使えるのに、お前は限られた魔力で戦うしかない」

「戦いにおいて、物量というのは無視できない存在だからな。魔力切れで死ぬがいいさ」

　エルは仕事を終えたので、あとは俺がこの三人の魔族たちを倒すだけだ。

　以前なら絶対に勝てなかっただろうが、これも師匠との修行のおかげだ。

　可哀想だが、生かしておくと魔族たちの戦力が減らない。

　今の生活に満足できず、無謀なクーデターに参加した報いだ。

　あの世で修行して強くなった俺の実力を胸に、お前たちもあの世に行くがいい。

「さあ、始めようか？」

「一度負けて殺されかけたくせに、随分と自信満々のようだな」

「人間が魔族に魔法で勝てるわけがないのに、懲りない奴だ」

「せっかく命拾いしたのに、再び命を捨てに来るとはな」

　こいつらの名前は……聞いている時間もないし、知る必要もないか。

　三対一で俺が圧倒的に不利……ということもないと思う。

　魔力の補充には難があるが、あの世での師匠との修行で俺の魔力量は増大しているし、さらに魔力を節約しながら効率的に戦えるようになった。

　『探知』の感度も増しており、例の巨大魔道具が作動しているにもかかわらず、三人の魔族たちの実力もほぼ察知できた。

　俺を殺そうとした魔族たちよりも弱く、せっかく働き口を得ることができたのに、欲をかいてクーデターに参加するような元ハグレ魔族たちだ。

　情けをかける必要はなく、そんな余裕もない。

「（魔力を回復させる暇を与えなければ勝てる！）」

　導師とブランタークさんに魔力を譲ってもらって駆けつけたとはいえ、魔力には限界がある。

　短期決戦ののち、即座に離脱だな。

　王城は一時魔族たちに預けるしかないが、態勢を立て直して必ず取り戻す。

「我ら三人は、幼い頃からの親友同士でな」

「魔力の量もほぼ同じで、連携も取れる」

「三位一体の魔法を食らうがいい！」

　宙に浮いたまま俺を見下ろす三人の魔族たちは、三方から俺に向かって一斉に魔法を放った。

「（火、風、土？　ああ、そういうことか！）」

　師匠と修行していなかったら気がつかなかった。

　そのまま彼らの魔法を回避すると、三つの系統の魔法がぶつかり混ざって大爆発を起こし、高温の炎を纏った爆風と、大量の石の破片をまるでクラスター爆弾のように撒まき散らす。回避できなければ俺の体はズタズタにされていたかもしれない。

　『魔法障壁』で防げるが、奴らは魔力に相当余裕があるようで、魔法の威力が尋常ではない。

　とにかく俺に魔力を使わせて、消耗させようとしているのが丸わかりだ。

「（魔力をなるべく使わずに……）」

　さらに放たれた三つの魔法に対し右手で氷弾を放って火魔法を相殺し、左手で極小の『ウィンドカッター』を飛ばして風魔法と同調させ、それを俺から逸そらす。

　最後に残った『巨岩』のみを、最低限の動きで回避した。

　他二つの魔法と衝突していない『巨岩』は容易に回避でき、魔力の節約に成功した。

　もし三つの魔法がぶつかり合って爆発していたら、火炎と爆風と岩弾の雨に巻き込まれるところだった。

「我らの三位一体魔法攻撃をよくかわしたものだ。だが、俺たちはいくらでも魔力が使えるし、お前は防戦一方のまま魔力を消耗していくのみだ」

「結局お前は、魔力切れで負ける運命からは逃れられん」

「まだまだいくぞ！」

　三人の魔族たちは一斉に、時には交互に、俺に向けて魔法を放ち続ける。

　よく見ると、魔法を放ちながら、時おり腰にぶら下げた魔法の袋から魔晶石を取り出して魔力を回復させているようだ。

「（とにかく時間をかけていられない。師匠の教えを守らないと）」

　一対複数という不利な条件で戦う場合、一人である俺が主導権を取り、相手に動揺を与えることが重要だと師匠は教えてくれた。

　そして一番有効な方法は、速攻で数を減らすこと。

　だが、ただ先制して攻撃を仕掛けても、魔族たちもバカではないので見破られてしまう。

　必ず相手の弱点を突く必要があった。

「（あの魔族たちは大量に所持している魔晶石で魔力を回復できるのが最大の長所だが、もしそれができなくなれば？）」

　俺は小さな『ウィンドカッター』を次々と繰り出し、魔族たちを攻撃し始める。

　あまりに小さな『ウィンドカッター』であったが、さらに続けて俺は、大きな魔法を放つかのようなポーズを見せた。

　間違いなく魔族たちは、『ウィンドカッター』を本番の魔法を命中させるための牽けん制せいだと誤解したはずだ。

　三人の魔族たちの視線が俺に向かった瞬間、俺は彼らから目を逸らさぬまま『ウィンドカッター』を操り、彼らが腰にぶら下げていた魔法の袋の紐ひもを切ることに成功した。

　三人の魔法の袋は、そのまま地面へと落下していく。

「（やはり、先日の魔族たちとは違うな）」

　実力が相当落ちるから、まんまとこちらの狙いどおり自分たちの力の源泉を落とす羽目になってしまうのだ。

　三人の魔族たちとて魔力回復量の減少から逃れられない以上、魔力を補給しなければすぐに魔力切れになってしまう。

　それに、大事な魔晶石が入った魔法の袋を落とすななんて、間抜け以外の何者でもなかった。

「クソッ！　魔法の袋を拾わないと！」

　これまで隙なく連携していた三人だが、ここでそれが崩れた。

　三人は個々に、地面に落ちた魔法の袋を取りに向かい、自分の魔法の袋のことしか考えなくなった。

「（隙あり！）」

　この機を逃したら、師匠に叱しかられてしまう。

　俺は『高速飛翔』で一人の魔族に接近し、至近から極限まで圧縮した火魔法『豪炎』を放った。

「まほうしょ……」

「遅い！」

　防御が遅れた一人の魔族はモロに『豪炎』を食らい、一瞬で灰になってしまった。

「一人目！」

「「ドルトイ！」」

　俺がこの世から消滅させた魔族はそんな名前だったのかと思いつつ、急ぎ魔法の袋から取り出した魔晶石で魔力を回復する。

　導師から貰った魔力か……わかるようになったな。

　そして残りは、ブランタークさんから貰った魔力のみか……。

　『飛翔』で逃げる分も残しつつ、あと二人倒さないと。

「思ったよりもハードル高いな」

「よくも、ドルトイを！」

「余計な野心など抱かず、大人しく人間からの仕事を受けていれば、命の危険もなく人並み以上の生活を送れたんだ。どんな盛大な夢を見たのか知らないが、ノーリスクノーリターンの反乱なんてあり得ない。自分の選択に責任を持てよ。それよりも、いつまでも地面に立っていて大丈夫か？」

「えっ……なっ、なんだこれは!?」

　こいつら、ヘルター元公爵が率いていた者たちを倒したエルの動きをまったく気にかけていなかったようだな。

　切り落とされた魔法の袋を取りに地面に降り、実戦経験のなさからか、一いっ旦たん腰を屈かがめたところで隙ができた。

　エルが死角から剣を投とう擲てきしており、それを俺が魔法で『ブースト』したら、一人の魔族の胸に深々と突き刺さった。

「リック！　急ぎ治癒魔法を！」

「そうはさせない！　食らえ！」

「ギャ───！」

「リックぅ───！」

　三人の中で唯一治癒魔法が使える魔族が、胸にオリハルコン製の剣が突き刺さった仲間を治療しようとするが、その前に『雷撃』を食らわせた。

　この魔法も、師匠のおかげで大分使い勝手がよくなったな。

　魔族の胸に突き刺さった剣に『雷撃』が落ち、二人目の魔族は黒焦げとなった。

「残り一人だ」

「おっ、俺は治癒魔法だって使えるんだ！　他の二人よりも……」

「治癒魔法か、使えるものなら使ってみるんだな」

　そんな隙など与えないから、一人残ったお前は俺かエルによって殺されるだけさ。

「お前の魔力はもう限界のはずだ！」

「そうでもないさ」

　俺は、ブランタークさんの魔力が込もった魔晶石を魔法の袋から取り出し、魔力を回復させる。

　強気な態度は崩さなかったものの、逃げる分の魔力を考えると本当にギリギリだったな。

「（上級に近い魔力を持ち、優れた回復手段を持つ魔族三人を倒すとなると、一発の魔法で大量の魔力を使う必要があって、思ったよりもガス欠が早くなる）覚悟を決めるんだな」

「くっ……下等生物のくせに生意気な！　まだ使える魔力は俺の方が多いんだ！」

　さすがに魔族二人を倒している間に、治癒魔法が使えるリーダーらしき魔族は、自分の魔法の袋を拾い、取り出した魔晶石で魔力を回復させた。

「中級の上か……」

「あのバカ公爵のくだらない命令につき合わされているんだ。下っ端なんだろう？」

「お前ら、下等生物のくせにバカにしやがって───！　俺様の極大魔法を食らうが……」

「バカか」

「はや……」

「お前が遅いんだ」

　だから言ったじゃないか。

　この状況で、お前を殺さずに済ませるなんてことはできないって。

　二対一で不利になったのに、高威力の魔法を放とうと溜めの時間を作ってしまった最後の一人の魔族の胸に、手から放った魔力の刃やいばが突き刺さり、背中から飛び出していた。

「なぜ……『魔法障壁』は間に合ったはず……」

「先端を尖らせた魔力の刃なら放出魔法よりも魔力を使わずに済むし、『魔法障壁』を貫通させることができるからだ」

　魔力を大量に持つこいつに放出魔法を使うと強力な『魔法障壁』で防御されてしまい、かえって魔力と時間を食ってしまう。

　これも師匠との修行の成果で、『高速飛翔』のスピードが大幅に上がったおかげだ。

「新天地で、王侯貴族になって贅沢に暮らすはずが……」

「夢が夢で終わる。よくあることだ」

「…無念……」

　最後の魔族から魔力の刃を引き抜くと、そのまま地面へと落ちた。

「終わったが、決して気分のいい光景じゃないな」

「そうだな。親父、兄貴たち。どうして領地で大人しく暮らせなかったのか……」

　エルは物言わぬ骸むくろとなった自分の父親と兄たちの死体を、俺は自分が倒した魔族たちの死体を確認してからため息をついた。

　氷漬けになったヘルター元公爵といい、人間の欲とはキリがないものだと二人で感傷的になってしまったが、いつまでもここに残っているわけにはいかない。

「エル」

「ああ……。反乱軍が王都全体を占領できるかどうかわからないけど、一度撤退して態勢を立て直す必要があるな。そういえば、陛下とヴァルド殿下は無事に脱出したのだろうか？」

「それを確認するためにも撤退だ」

　俺はエルを抱えると、残りの魔力を気にしながら王都から離れていく。

　とにかく、エリーゼたちと合流して安全な場所に逃げ込まなければ。





　　　　　　　　＊＊＊






「あなた！」

「エリーゼ！」




　エリーゼを執拗に狙ったヘルター元公爵たちと、彼らと一緒にいた魔族たちを討つことに成功した俺たちは、南方に展開していた王国軍が防御を固めた王都の南にある町、ユーリックへと辿たどり着いた。

　すると、町の入り口でエリーゼが俺たちを待っており、俺もエリーゼも正式に感動の再会をすべくお互いに駆け寄り抱き合おうとしたら……。

「ぬぅぉ───！　ヴェンデリン、よくぞ無事でぇ───！」

「えっ？　殿下？」

　いや、俺は一週間ぶり……あの世の時間だと半年以上もエリーゼと会えなかったから、抱き合って感動の再会をしようとしたのに、エリーゼの後ろからヴァルド殿下が恐ろしいスピードで俺に向かって走ってきて、そのまま抱きついてきた。

「殿下ぁ───！　ちょっ、離れて！」

　確かにヴァルド殿下は美形だが俺にそういう趣味はなく、美しい妻エリーゼと抱き合いたいんだ。

　というか、エルも、ヴァルド殿下に同行している貴族や兵たちも口をあんぐりとさせているじゃないか。

「我が友、ヴェンデリンよ！　すまぬ！　私が焦って君を単独行動させたばかりに、魔族たちに襲撃されてしまって！　しかもその情報を魔族たちに流したのは、間違いなく政府閣僚であったブレンメルタール内務卿なのだ！　私は彼の裏切りにまったく気がつかず、その意見を受け入れてしまった」

「ブレンメルタール内務卿が？」

「プラッテ伯爵と、魔道具ギルドのシャーシェウド会長もだ。他にも、今の体制を打破して出世したい貴族たちも裏切っていたんだ」

　そして彼らは、自分たちのクーデターを正当化するため、王族であるヘルター元公爵を担ぎあげようとしたのか。

「王城を奪われてしまうとは、父に申し訳が立たない」

「陛下はご無事なのですか？」

「ああ、エドガー軍務卿とアームストロング伯爵が、私とその家族と共に救い出してくれた」

「陛下とヴァルド殿下が無事なら、これからいくらでも立て直せます。王国軍の大半は王都の外にいましたし、やはり反乱軍は戦力的に圧倒的に不利です。クーデターは奇襲だから成功したのであって、正面切っての戦闘になれば、王都すら完全に支配できない反乱軍には負けませんよ」

　魔族たちと巨大魔道具が唯一の懸念だが、やはり彼らも人数が少ないという欠点を抱えている。

　テロはできても、国を支配するのは難しいはずだ。

「そうだな、初手は取られてしまったが、これから挽回すればいいんだ。そういえば、アームストロング導師とブランタークも無事だったとか。我が国の魔法使いの双璧がこちらにはついている。必ずや王都と王城を取り戻し、反乱者たちに引導を渡してくれよう」

　ヴァルド殿下はようやく俺から離れ、一人気合を入れていた。

　ふとエリーゼを見ると、ようやく彼女はいつもの明るい笑顔を浮かべていた。

「エリーゼの笑顔が見れて安心したよ。そうだ。とにかく色々とあったんだ。その話をしないと」

「私も、ヴェンデリン様のお顔を見れて安心しました。伯父様とブランタークさんと一緒に、あの世で修行していたとか。ぜひ詳しいお話を聞いてみたいです」

　まだまだこれから色々と大変だと思うが、俺は無事にエリーゼの元に戻ってくることができた。

　今夜は募る話もあるので、明日から王都と王城奪還のために頑張っていこうと思う。
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「えっ、エリーゼちゃぁ───ん！」

「……ブレンメルタール宰相、詳しい事情は理解できたが、よくこの男は生き残ったものだな。完全に凍結したのに、解凍したら生きていただと？　しかも、なんら後遺症がないと聞く。さすがは選ばれた男だと感心していいのかな？」

「……とにかく、新王ヘルター陛下の即位を王都の住民たちに布告し、いまだ我らに従わなかったり、中立を宣言している者たちを引き入れよう」

「それはいいが、我々に反抗的な者たちが立て籠こもっている教会本部は落とさないのか？」

「残念だが、私が想像していたよりも籠ろう城じょうしている戦力が多い。捕らえ損ねた閣僚や要職にある大貴族とその家族、家臣たち。さらには魔導ギルドと、魔道具ギルドの魔法使いたちも多数立て籠っている。残念だが、魔道具ギルドにおいてシャーシェウド会長の人気は思った以上になかったようだ。一緒に反乱に参加して大きなリターンを得ようと考える者たちは少なかったようだな。魔導ギルドは、元々魔道具ギルドと犬猿の仲だ。シャーシェウド会長の命令など聞くわけがない」

「プラッテ伯爵は？」

「奴も、空軍内では人望が低いからな。あいつと運命を共にしてもいいと考えるほど彼を慕っている貴族は少なかったということだ。王城を押さえたので資金はあるから、兵士は金で雇って増やすしかない」

「まあいい。新しい王の即位を宣言し、一日でも早く王都の完全制圧を達成してもらおうではないか」




　いないよりはマシだったが、やはりあまりあてにはならない連中だな。

　へルター元公爵に至っては昨晩一番大切な時に、新王として動かずに女を迎えに行き、目的を達成できていればまだマシだったが、自分以外の者たちを全員返り討ちにされ、自分も氷漬けにされるとは……。

　こんな男が新王になるヘルムート王国の民衆が不幸だが、奴が世間に対し愚かさを晒さらせば晒すほど、将来トップに立つ我々の支持が集まるというもの。

　それにしても、氷漬けにされて死んだはずなのに、解凍してみたら運よく生きていたとは、ヘルターとかいう豚、豪運だけは持っているようだな。

　それはさておき、口ばかりでろくな兵力を揃そろえられず、大半の閣僚たちと大貴族、その家族を教会本部に逃がしてしまったプラッテ伯爵とシャーシェウド会長は使えない。

　おかげで夜が明けても、王都の掌握がまったく進んでいなかった。

　しかも話に聞く限りでは、聖堂騎士団や教会に忠実な冒険者有志たちも立て籠っていると聞くので、教会本部を落とすのは難しいようだ。

　だが、向こうから打って出る余裕はないので、今はある程度の兵力で囲んで放置するしかない。

「教会本部の連中は、じきに食料が尽きて降伏するだろう。やはり、王都の完全掌握が先だ」

「手伝っていただけないので？」

「無理だな」

　クーデター成功後、王城の中庭に設置した巨大魔道具の守備と維持で忙しい。

　これさえ作動していれば、私たちは無限に魔法を使うことができる。

　つまり、人間たちが王城を取り戻すのは不可能だということだ。

「役割分担をしよう。我々が王城を確実に守る。王都の完全占領や、周辺領域への進軍、解放はブレンメルタール宰相に任せよう」

　幸いだったのは、この裏切り者が思っていたよりも役に立つことだ。

　口ばかりのプラッテ伯爵、老害のシャーシェウド会長、喋しゃべる豚以下の能力しかないヘルター元公爵よりも遥はるかに使えるから、彼に任せる仕事が増えそうだ。

　残念なのは、実は生きていたバウマイスター辺境伯によって、新たに仲間に加わった三人の元ハグレ魔族たちが全滅したことだ。

　バウマイスター辺境伯の妻を確保しようとする豚の手伝いをさせたのは、彼らに覚悟と経験を積んでもらいたかっただけなのに、貴重な戦力を失ってしまうとは……。

　期待していたハグレ魔族たち三名が亡くなり、体の芯まで凍りついたヘルター元公爵がなんの後遺症もなく復活するとは……。

　こいつの場合、凍結した影響でなんらかの後遺症が発生しても、元々がアレだったので誰もわからないと思うが。

「王城の中庭に設置した巨大魔道具の防衛を優先する。これが無事に動いていれば、我々が負けることは決してないのだ」

　技術者たちが、巨大魔道具の壊れていた『通信』を阻害する機能も復活させたので、王都とその周辺領域では通信の魔法や魔道具が使えない。

　国土の東西南北に分散している人間たちが連携して我々を攻めるのは難しく、その前に魔力不足でなにもできないだろう。

「時間こそが、我々の最大の武器となるのだ。あとは頼むぞ、ブレンメルタール宰相」

「了解した」

　いまだに、『エリーゼ、エリーゼ』とうるさい豚はあてにならない。

　元からそのために、ブレンメルタールを新たに宰相に任じてやったんだ。

　その地位に相応ふさわしい働きをしてもらわないと。

「（豚のコントロールを頼むぞ。すぐに多くの者たちの恨みを買うだろうから、その時にイケニエとして始末すれば、我々は国民たちから喝采され、以後の統治が楽になるはずだ。そのくらいしか利用価値はないともいえる）」

「（その意見には同意する。せいぜい今だけは、王になれた喜びを噛かみしめていればいいさ。どうせ今が、奴の人生の絶頂なのだから）」

　さすがのブレンメルタール宰相も、あの豚の利用価値は王族だということしかないと理解しているようだな。

　彼と別れた私は、王城の中庭へと向かう。

　そこには運び込んだ巨大魔道具が設置されており、技術者たちが念入りに整備、修繕を続けていた。

　時間をかけ、付属機能である通信妨害効果を復活させることに成功し、いまだ修理できていない機能の修理を行っていたのだ。

「調子はどうかな？」

「なかなかに骨ですが、一年以上かけて『通信』の妨害機能を復活させることに成功し、昨日の作戦では大きな成果を出しました。この巨大魔道具にはまだ隠された付属機能があるので、頑張って修理したいと思います」

「また新しい機能が見つかったのか？」

「ええ、ただこれは使わない方がいいと思います」

「どんな機能だ？」

「それが、『自爆装置』なんですよ。この巨大魔道具の本来の機能である別次元への移転は、盗まれてしまったセキュリティキーがなければできません。これが差さっていない状態で別次元への移転をしようとすると、溜ため込んだ魔力が暴走して大爆発を起こします」

「確かに、我々には必要のない機能だな」

　自爆装置などというものは、負け犬がやけっぱちになって使うものだ。

　必ず勝利する我々には必要ない。

「念のために聞いておくが、もしこの装置を自爆させた場合、どの程度の損害が出るのだ？」

「それは、大昔の歴史書に記載されている、古代魔法文明が一瞬にして滅んだ時と同じ状況が再現されます。現在、この巨大魔道具には、満タンに近い魔力が溜め込まれているのですから」

「別次元への移転実験は、我々がこの世界を完全に掌握し、セキュリティキーを取り戻してからでも十分に間に合う。これだけの魔力があれば、我ら十名だけでもこの王城を奪還される心配はない。他の付属機能の発見と修理に全力を傾けてくれ」

「わかりました」

　完全に占拠した王城の中庭に置かれた巨大魔道具を見上げると、その先端が太陽の光で輝いていた。

　まるで、我々の明るい未来を暗示しているかのようだ。

　いまだ目が覚めぬ王や、王太子やその家族に逃げられ、多くの閣僚や大貴族たちは、神官たちと共に教会本部に立て籠っている。

　王都の完全掌握も終わっていないが、まずは新王を即位させて状況を動かすことにしよう。

「バウマイスター辺境伯、よもや生きていたとはな。我らよりも実力が劣るハグレ魔族たちを倒していい気になっているようだが、我々には絶対に勝てないさ。この巨大魔道具がある限り」

　次は、必ずお前を殺してやる。

　そしてまずはヘルムート王国を完全に支配し、アーカート神聖帝国にも兵を進め、最後にゾヌターク共和国をも征服し、我々の偉大さと正しさを、愚かな同胞たちに向けて証明してやるのだから。
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